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一
第2回AAMT長 尾賞を受賞して

一 これ ま で のMTと これ か らのMT一

              国際電気通信基礎技術研究所(ATR)

              自然言語処理研究室室長 隅田 英 一一郎

 1986年 のATR創 ・`五以 来、音声翻訳 一・筋に研 究 ・開発 ・事業化 して まい りました成果が評価 され 、第2回

AAMT長 尾 賞をいただきま した。 OBも 含 め関係者 一同大変光栄に存 じてお ります。

 ジ ャーナルの巻頭の1ペ ー ジをいただき ましたので、MTの 研 究 ・開 発 ・実用化について、これ 表での4'卜

世紀 を振 り返 り、 これか らの4半 世紀 に思いを馳せ てみ ようとお もい ます。

 この間 に3つ の大波が地球 を伝播 しま した。82年 に科学技術庁 の機械翻 訳プ ロジェ ク トの成功 を うけて、

ルールベー スのMTの 研究 ・開発が 普及 し、ブラ ビスの商用翻訳 ソフ トの発売 を機 に、各ベ ンダーのMTも

商用化 され ま した,、翻訳品質の改善に専門用語の充実が有効であったので、規模 は数万か ら数 百万まで拡 大 し

ま した。厳 しい競争の中で、価格は、数 【7「万か ら1万 まで 下が り、最近 では、2000円 を り」る もの もあ ります,、

 81年 に長尾 先生が提唱 され た用例ベー ス翻 訳が、90年 前後に、京大、ATRで 行 われた研 究を きっかけに、

二つ 目の大波 と して、日本 だけでな く世界へ広 がって行 きま した、,この考えは、ルー スベー スの商川システム

に取 り入れ られ 、さらに、現在NICTが 中 心にな り実施 してい るト1中翻訳プ ロジ ェク トの基本 方式 として採 川

され てい ます。

 88年 にIBMが 提 唱 した統計ベー ス翻訳は、難解 な原論 文、非力な計算機 、対訳 コーパ スの不足、特許明細

書で しか開示 され なかった実行 方法 、類縁 言語以外 には有効 でない 方式 限界 のために、長 らく鳴かず飛ばずで

したが、フ レー ズベー ス方式の提案 、学習系 ・実行 系のオープン ソース化 、コーパ スの充実 、100倍 の 計算機

能 力を追 い風 に、第3の 大波が起 こ りま した。今 、研 究分野 では9割 は統計ベー ス翻訳の論 文です、,バブルが

ピー ク ・ア ウ トしているのか、まだまだ、伸び るのか、 この局面での判断は難 しい ところです,,

 今 、 ちょ うど、 り の大波が重 なって、ルールベース と用例ベー スと統計ベー スの短所 ・長所がわか って き

ま した。単 ・の方式 では駄 目だとい うのが現 時点 の妥 当な見解 です,3方 式 を うま く融 合できた ときに最高の

性能 が実現するで しょ う。

 こ こまでの機械 翻訳には共通の課題があ ります。すべ て文単位 の翻訳 であ り文脈情 報が利 川できてい ない点

です。これ を実現す るためには、頑健 で計算効率が良い文脈処理の技術が不可欠ですが、 表だ、技術の種 もわ

か らない状態です。次の4半 世 紀の取 り組 んでい くべき最 重要課題 の ・つで しょ う。 また、音声翻訳につい て

は、五月雨式に翻訳す る同時通訳技術が 大きな課題 として、まだ、未着 アで残 ってい ます、,

 次 の4半 世紀 も、翻 訳 ・通 訳 とい う知的作業 を自動化す るための研究 ・開発 ・事 業化の種 は尽 きません,、

ファイ トが湧い てくるで はあ りません か?
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一
TMI 2007とMT Summit XIに 参 加 し て

諏訪東京理科大学 システム工学部

 電子システム工学科 江原 暉将

 機 械 翻訳 関係の 国際学会で あるTMI 2007とMT

Summit XIに 参加 したので、筆者 が聴講 した部分

を中心に 主観 を交 えて報告す る。なお、参 考文献の

内容についてはMachine Translation Archiveな ど

を参照 され たい。

1.TMI 2007

 TMI 2007(llth International Conference on

Theoretical and Methodological Issues in

Machine Translation)は9月7日 か ら9日 にかけ

て スウェーデ ンのSk6vde(シ ョブデ)で 開 かれ た。

Skovdeは ス トックホルムか ら列車で2時 間の とこ

ろにあ る人 口3万 人程の静かな町で会議 をす るに

は絶 好の場所 である。 さて会議 は50名 くらいの参

加者 を得 て、H6gskolan i Sk6vde(シ ョブデ大学)で

開かれ、2件 の招待講演、16件 の 口頭 発表、12件

のポス ター発表で構成 され た。

 招 待講演1は ウプサ ラ大学 言語哲学科 のAnna

Sagvall Hein計 算 言語学 教授 によ るRule-based

and Statistical Machine Translation with a Focus

on Swedishで あ った。 Hein教 授 はス ウェーデンに

おけ る機械翻訳 の草分 けである。ス ウェーデン語 と

英語の問の機械翻訳 につ いて、規則 方式(RMT)と 統

計方式(SMT)の 得 失を詳 しく説 明 した。ヨー ロッパ

言語間の翻訳 であるため、日英間 とはまた違 った得

失が挙げ られ ていた。またス ウェーデ ン語 で書 かれ

た大学 のシ ラバ スを英語 に翻訳す るた めの機 械 支

援翻 訳システ ムにつ いても話 した。高等教 育の国際

化が進む中、教育分野での翻訳需 要の高ま りが感 じ

られ た。

 招 待講演2は アーヘ ン工科大学のHermann Ney

教 授 に よ るStatistical MT from TMI-1998 to

TMI-2007:What Has Happened?で あ った。1998

年 にIBMのPeter BrownがSMTを 発 表 して以来、

SMTが 機 械翻訳研究 の主流の一つ にな ってい る。

講演 ではSMTの 歴 史を振 り返 り、そ の構成要素 を

Training, Phrase extraction, Definition of the

log・linear model、 Generation or searchの4つ に

分 けて現状 を解説 した。また最近のSMTは 構 文情

報 を利用 した り処理単位 を長 く した りな ど、用例ベ

ース翻訳(EBMT)や メ モ リーベース翻訳(MBMT)に

接 近 して きて いる と分析 した。

 一 般発表 では、SMT(ア ライ メン トを含 む)が14

件 、翻訳評価 が4件 と、この分野 の活発 さが 目に付

いた。

 統 計翻訳(SMT)で は 、ヨー ロッパ言語 間あるいは

中英 間の ものが多 く、句 をベ ースに した方式が主で

あった。[Carpuat]て は 、句の意味 を考慮 して精度

を向上させて いる。[Stroppa2]で は 、用例 方式の特

徴 を 素 性 と してSMTに 取 り入 れ て い る。

[Rottmann】 で は、独英 間な どで生ず る遠 距離 の語

順 変 更 を 前 処 理 で お こ な っ て い る 。

[Andres-Ferrer]で は 、ベ イズ分類 に基 づいて 定式

化 した各種 の素性 を組み合 わせ てい る。[Fung]で

は、2言 語の意味役割 を学習 してSMTで 用 いてい

る。[Carl][Melero][Dirix][Sofianopoulos]で は 、

翻訳 先の 単言語 コーパ ス と対訳 辞書 だけ を用 いた

SMT(METIS-II)を 提 案 して種 々の言語対 に適 用 し

てい る。 【Sanchis]で は 、語順の異 な るスペイ ン語

バ ス ク語 間にお いて 前処 理段 階で 目標言 語の語 順

にそ ろえている。[Buch-Kromann]で は、構文木を

用い たSMTで 交差 が生 じ処理 ができな くな る場合

を克服す る方式 を提案 して いる。

 ア ライ メン ト(対応)の 主な発表 は以 下の通 りであ

る。[Ushioda]で は 、2言 語の構文解析 を用 いて句

対応 を求 めて いる。[Kumano1で は 、 Parallelで は

なくComparableな2言 語 コーパスか ら句対応 を学

習 させてい る。[Hearne]で は 、句 ではな く構 文木 の

対応 を求 めて いる。

 翻 訳 評 価 の 主 な発 表 は 以 下 の 通 りで あ る。

[Mehay]で は 、構文 的類似性 を評価 に盛 り込む方式

を提案 してい る。[Paul]で は 、人手での評価結 果を

機械学習 によって 自動評価 に利用 している。

 そ の他 の発 表の 主な ものは以 下の通 りであ る。

[Aramaki】 で は、サポー トベ クターマ シン(SVM)を

用 いて異表記 を判定 してい る。[Stein]で は 、手話の
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翻訳 にMTを 利用 している。[Somers]で は 、医療

分野 にNLPを 利 川 してい る。

 また 、Is MT In Crisis?と 題 してパ ネル討論が行

われた。討論 に先 、7二ってMTが 危 機 にあるか どうか

を司会者が会場 に問 うた ところ、そ う思 う聴衆 は2

名 しかお らず 、MT技 術が危機 である とい う議論 に

はな らなか った。む しろMT開 発会 社やMT研 究

のバ ブル状態 が危機 である とい う話 が出た。また中

国の寄 与が大 き くな ってい るの が危機 であ る とい

った(半 ば冗談 の)話 もあった。 これ に対 して中国か

らの参加者 が 「13億 の人 口が あるか ら寄 与が大 き

くて当然 である」といな していた。最 後にパ ネ リス

トか らこの10年 の進 歩 と今後 のブ レー クスルーに

ついて話 があ り、SMTが 発 展 した点が進歩で あ り、

今後 は意味の利 川 な ど深い処理 が期待 され る とい

った話で締 め くくられた。

鶏
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TMI 2007で 招 待 講 演 す る

 Anna Sagvall Hein氏

醐

2.MT Summit XI

 MT Summit XIは9月10日 か ら14日 に か け て

デ ン マ ー ク のHandelshejskolen i Kobenhavn(コ

ペ ン ハ ー ゲ ン ・ビ ジ ネ ス ・ス ク ー ル 、CBS)で 開 か

れ た 。10日 は6件 の チ ュ ー ト リ ア ル 、11日 は4件

の ワ ー ク シ ョ ップ が 行 わ れ 、そ の 後 の3日 間 が 本 会

議 で あ っ た 。

2.1チ ュー トリアル

 統 計方式機械翻 訳(SMT)の チ ュー トリアルでは、

Philipp Koehn氏 が 句ベ ー ス のSMTに つ い て

Kevin Knight氏 が 構 文情 報 の利 用 につ いて 話 し

た、,2人 とも熱の こもった講演 を行 い、SMTに 対

す る気持 ちの 入れ よ うが伝わ って くる良い もので

あった。 その中でKnight氏 が 、「構 文情 報を使 う

の はばかげている」とい う批判に もめげず研 究を進

め、最近にな ってその効果が現れて きてい ることを

示 していた、,時には良いアイデアを導入 して も性 能

が かえって ドがる こともある と、研 究の難 しさを示

していた、,

2.2ワ ー クシ ョップ

 特 許翻 訳の ワークシ ョッフでは、 世界 知 的 所 有

権 機 関(WIPO)のRachel Chrem氏 が 招待講演を行

い 、 ユ ー ザ ー 報 告 と して 欧 州 特 許 庁(EPO)の

Wolfgang Taeger氏 と 日本特許庁(JPO)の 遠1[1敬 彦

課長補佐 か ら報告があった。また 日本特許情報機構

(Japio)の 林 昭彦理事長か ら挨拶 があった、,一般講演

は6件 であ り、参加者 は35名 であ った。

 Chrem氏 の 講演 では、 WIPOの 活 動の紹介 とそ

の 中 で の 翻 訳 の 役 割 に つ い て 話 し た 。

IPC(International Patent Code)関 係 の 文f?'i fの 翻 訳

やPCT(Patent Cooperation Treaty)で の翻訳の現

状、PCTが 収 集 したデー タを利川す るPatentscope

と い うサイ トについて解 説 した.PCTのiで 作成

してい る 日中アラ ビア英独仏 西の7言 語 ター ミノ

ロジーデー タベー スが特 に興味深 かった、これ は出

現 した文脈 を参照できるデータベー スとなっている、,

 Taeger氏 はEPOで のMTの 利 川 状 況 と

EMTP(European MT Program)に つ いて話 した。

前者 では、日本お よび韓国が提供す る日英 と韓英の

システム出力をEPOで 利 用 してい る状況を説明 し

た。 後者は、2004年 か ら開始 した プログラムであ

り現時点では独 西⇔ 英について実川 している.次 期

には仏伊 葡蘭露 ス ウェーデ ン⇔英 について 実川 化

し、将 来的 には独a仏 や非 ヨー ロッパ 、琴語、特に中

国語を対象にす ることが考 えられ ると話 した。

 遠 山氏はJPOで のMTの 開 発/利 川状況 につい

て話 した。特 にIPDL(Industry Property Digital

Library)や AIPN(Advance Industry Property

Network)と そ れ らの中でのMTの 利川につ いて説

明 した。IPDI.は 誰 でも使 え る特許検嚢シ ステムで

あ り、AIPNは29力 国 の特許庁に審査関連 の情 報

を提供す るものであるDい ずれ も 日英のMTが 利 川

され ている。

 一・一般 講演 では、英韓、 日英、英デ ンマー クのMT

技 術 に関す る ものや請 求事項 を効率的 に翻訳す る

支援 システムに関する発表な どがあった.ま た関連

して 、展 示ブー スでは韓 国電気通信研 究院(ETRI)

に よ る英韓特 許翻訳 シ ステ ムのデ モが行われ た、、

3



MTが 実 用 され てい る特 許翻訳の分野 は重要 であ

り、次回のMT Summitで も特許翻訳 ワー クシ ョッ

プを継続 しよ うとい うことで締め くくられた。

2.3本 会 議

 さ て、MT Summitの 本 会議 は4件 の招待講演、

2件 のパネル、45件 の 口頭発 表、29件 のポス ター

発表で構成 された。投稿 論 文数は115件 との ことで

ある。参加者は37力 国 か らの271名 で あった。

 招 待講演1は スイ スのCLS Communicationの

Doris Marty-Albisser氏 に よ るClient Centric

Multilingual Information Leveraging‐Scale the

Skillsで あ り、招待講 演2はMicrosoft Research

のStephen Richardson氏 に よるMicrosoft MT:

From Research to Real Userで あ った。いずれ も、

国際企 業での社 内 コ ミュニケー シ ョンや顧 客 との

コ ミュニケーシ ョンに、MTが どのよ うに役 立って

い るかについて講演 した。CLSの 報 告では、 ある

企業では社員の80%が 週 に1回 以 ヒMTを 利 用 し

てお り、30%は 毎 日利 用 してい る、 また使 用者の

80%はMTの 性 能 が業務に役 立つ レベル にあ ると

考えている とのこ とであった。Microsoftか ら は、

MTの 利 用によ り翻訳 コス トが5～25%削 減 で きた

と報告 され た。また最近発表 した ウエブ翻訳 システ

ムWindows Liveに つ いてのデモ を交えた紹介が

あった,

 招 待講演3は エデ ィンバ ラ大学のPhilipp Koehn

氏 に よるEuroMatrix-Machine Translation fbr

all European languagesで あ った。 EuroMatrixは

EU議 会 での討 論の内容 をEUで の使 用 言語である

11言 語間 で翻訳す るこ とを 目指 したプ ロジェ ク ト

で、SMTを ベ ースに し、研 究成 果を公 開す る こと

を原則に してい る。SMTの 利 点 は訳語選択 を精度

良 くで きる点 であ り、巨大なデ ー タを用い るこ と

で、少数例や慣 用句に も対応 できる よ うになった。

.一方
、欠点である形態論や構 文論 の利用 が難 しい点

を克服 す るた めに規則方 式 と組み 合わせ る こ とが

始 まっている。組み合わせ には以 ドの よ うなものが

あ る。固有表現や数量表現な どSMTで 扱 いに くい

部分をRMTで 事 前 に翻訳 してお く。長距離の語順

'x を 規則 方式 の前処理 で済 ま してお く
。RMTに

統 計的後編 集 を組 み合わせ る。構 文木その もの を

SMTの 枠組 みで扱 う。結 論 として、 SMTは 、 語、

句、構 文、意味 とい った処理 単位の階層を 上がって

いる,,こ れ はRMTが か つて辿った道を も う一度辿

っているこ とになる。昔と違 うの は、デー タ量が多

くなった こと、計算機パ ワー が大 き くなった こと、

数学的基礎付 けが しっか りしてきたこ とである、と

して締 め くくられ た。

 招 待講 演4はNECの 奥 村 明俊氏 に よるNEC

Human Communication Technology Speech

Translation for Hand-held Devicesで あ った。旅行

会 話 を対 象 と した音声翻 訳 システムの歴 史 を振 り

返 り、デモ を交 えてその進歩 を紹介 した。現在では

空港 や旅 客機 の機 内で の実証実験 をす る まで に進

歩 して きてい る。 また プ ログ作成 支援 とい う場 面

で、ロボ ッ トと宵声対話 をす る とい う内容 の ビデオ

を紹介 した。かわい らしい ロボ ッ トの発話は 日本 語

で行 われ たが英語 字幕 を通 じて も十分伝 わっ て く

るもので あ り、会場の爆 笑を誘っていた。総 じて 日

本 の得意分 野で ある音声翻 訳技術 や娯楽性 を伴 っ

た ロボ ッ ト対話技術が 良く紹介 されていた。余 談に

な るが、バ ンケ ッ トでの個人的会話の中で 「有 名な

日本文化であ る漫画 を機械翻訳 しては ど うか」とい

う話が出た。人 手翻 訳が待 ちきれ ない外 国の読者 が

い るよ うであ る。

 一一般発表 で筆 者が特 に興味を持った ものは以 下

の とお りであ る。

 [Babych]は 、利用 できる リソー スが少 ない小 言語

に関す るMTを 開発す るに 当た って、当該小 言語に

近い 大 占語 を中間言 語 とす るシス テムが有 効で あ

ることを、ウクライナ語か ら英語への翻訳 でロシア

語を中間言語 とす る例で示 した。

 [Echizen-ya]は 、翻訳結果 と基準翻訳 を比較す る

に当たって、共通部分の長 さだけでな く、その出現

位 置 も考慮す る新 しい翻 訳評価 尺度 を提案 した。ま

た、この尺度 は共通部分の検出を再帰的に行 うこと

が特徴 の一つ である。

 [Davis]は 、 語のア ライメ ン トの精度 を測 る新 し

い尺度 を提案 し、その尺度 で測る と最終的な翻訳精

度 との相 関が高いこ とを示 した。

 [Kirchhoff]は 、 翻訳対象 の様 々な性 質(例 えば、

対象 の属す る分野や メデ ィア、未知 語率な ど)と 翻

訳結果の人手評価 との相互情報量 を計算 し、相関の

多寡 を求めた。 ここでの中英 、アラ ビア英 での実験

で は 属 す る メ デ ィア(News wire, News group,

Broadcasting news, Broadcasting commentの4

分 類)が 最 も相関が高 かった。 本研 究に限 らず 、現

在 、米国で盛んに行われて いる中英 とアラ ビア英 の

翻 訳に関す る発表が散見 され た。中英 に比較 してア
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ラ ビア英の精度 が相 対的 に高 く、その理 由がい ろい

ろ と議 論 され ていた。欧州 にとって 中国 よ りもア ラ

ビアの 方が 文化的 に近い こ とが 一.一・因なのか も しれ

ない。

 [Dechelotte]は 、標 準的SMTデ コー ダのひ とつ

であるMosesを ベ ー スに改良 を加 えた。改 良点の

一つは ニュー ラル ネ ッ トを用い た連 続的
、言語モデ

ル である。余 談になるが この講演の途 中でプ ロジェ

ク ター に不具合が 生 じ、直 前に発表 したSystran

関係 の人がr伝 って回復す るこ とができた。日ごろ

研 究上で しのぎを削っているSMTとRMTの 研 究

者 が助 け合 う場 面であ り、ほほえま しかった。

 [Gamallo)はParallelで は な くComparableな コ

ー パ スか ら対 訳 辞書 を構 築 す る手法 を述 べ た。

Comparable corpusはParallel corpusに 比 較 して

大量にあるので、この技術 は重要であ る,,本 発表 の

特徴 は少 量のParallel corpusか らテ ンプ レー トを

抽 出 し、そのテ ンプ レー トを用 いてComparable

corpusか ら対 訳辞 書 を抽 出す る と ころに あ る。

[Quirk]で も 同様 の発 表 を し、 こ ち らはParallel

corpusか ら 単 語 対 応 を求 め 、 そ れ を 利 用 して

Comparable corpusか ら対応す る表現 を求 める も

のであ る。

 【Singh]で は 、 UNL(Universal Network

Language)で の 中間表現か らヒンデ ィ語を生成 し、

マ ラタ語か ら英語 を介 して ヒンデ ィ語 へ翻訳す る

システムに利用 してい る。

 パ ネル討論は2回 行われた。パネル1はMachine

Translation in Useで あ る。 そ の 中で 井佐 原 均

AAMT会 長 か ら言語 グ リソ ドの紹 介がな された。

企業活動や 国防 にMTを 実用す るの も重要か も し

れ ないが 、人の心 と心 をつな ぐ本来的な コ ミュニケ

ー シ ョンにMTを 実用す ることは、-fir で あ る

と筆者は 考え る。 言語 グ リッ ドは その好例 であ ろ

う。このFa語 グ リッ ドや医療場 面でのMTの 利用 な

どが情報 通信研 究機 構 の展 示ブー スで紹 介 され て

お り、 この分野での 日本 の寄 与を印象付 けていた。

 パ ネル2はThe Prospects of MT Today:When

and how will the apparent progress lead to

breakthroughs    in    technology    and

commercialization?で あ った。 SMTの 進 歩 が著 し

い中で も、依然 として実用面 ではRMTが 使 われ て

い るDSMTを 実 用にす るために、 Dekai Wu氏 は

Meaningful SMTを 提 案 していた。このバ ネルは本

MT Summitの 最 後 に行 われ 、今後の研 究の方向性

が決 まった よ うな気が した。

2.41AMT General Assembly

 3日 目の朝 には、IAMT General Assemblyが 行

われたDそ の席 で、次期 会長にAMTAのLaurie

Gerber氏 が 、副会長 には井佐原均氏が決 まった こ

とが発表 された。次回MT Summitは カナ ダで2009

年 に行われ るr定 であ る。
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MT Summit XI参 加 レポ ー ト

                  秀明大学 英語情報マネジメン ト学部

                         教授 宮澤 信 一郎

1.は じめに

 11【・1目のMT Summitが9月10か ら140ま で デ

ンマー クの コペ ンハーゲンでEAMT(ヨ ー ロッパ機械

翻訳協会)の 主催で開催 され た。私は、前回のプーケ

ッ トでのMT Summit Xで 初 めて開催 され今回2回 目

となる、 日本が中心 となって開催す る特許翻訳の ワー

クシ ョップ"Workshop on Patent Translation"へ の

参加 がLた る 目的で ある。

 コベ ンハーゲ ンは 占い街 並みが続 く美 しい街であ る。

国i:が 日本の10%位 で あるが、標高が最 も高い ところ

で も173mし か なく平坦な.L地 が続 いている。 首都

コヘ ンハーゲンの人 口は約183万 人(デ ンマー ク全体

で人 口約543万 人)で 、そのた めか全体的にゆった

りした感 じを受 けた。f'想 以i二にコンパ ク トな都市で

徒歩でも †三要な所 にほとん ど行 けたのは便利だ った。

中:は日中で もライ トを点灯 していた。 北欧や カナ ダで

はエ ンジンを始動 させ ると自動的 に点灯す る灯火が義

務付 けられていて大幅に交通事故が減った と聞いてい

たが、全 屯が点灯 した らさぞまぶ しいだろ うと思って

いた,現 地で実際 に見て さほ どで もなかったので、 こ

れ で大幅に事故が減 るのであれば 日本で も導入する価

値 が1一分あ りそ うだ。また主要道路に 自転 車専用 レー

ンがあって多 くの自転車が走 ってお り、地 ド鉄に も自

転 中1ごと乗る ことが出来るな どエ コロジー にも力を入

れ ている様fで ある。小 さな地 ド鉄の駅 は無人駅で切

符の 自動販売機 ら しきものは無 く、 どこで切符を買っ

た ら良いか迷 ったが、ホー ムの中ほ どに自動販売機 が

あ り、 しか も現金は使えず ク レジッ トカー ドのみであ

るの には面食 らった。

2.会 議概要

会場は コペ ンハーゲン ビジネス スクールである。地

下鉄の駅のす ぐ側 で交通の便はす ご く良かった。参加

者 は37力 国か ら約270名 で あった。10日 には6つ の

チュー トリアルが開かれたが、私はワー クシ ョップの

会場 を ド見 しただけでチ ュー トリアルには参加 しなか

った。

  写 真1 会場 風 景(1階 受 付 、2・3階 は食堂)

 11口 に は4つ のワー クシ ョソプが開催 され た。私は

当然"W1:0n Patent Translation"に 参加 していた

ので、他の ワークシ ョップの様 子は分か らない。 この

ワー クシ ョップでは前回に引き続いてProceedingの

編 集作成を担'iiし た。表紙 と印刷はEAMT側 が 行 っ

て くれ るので、何度かEAMTの 担 当者 とや り取 りを

行 って仕Lげ につ いて注文をつ けた。そのため現地に

行 くまで どのよ うな仕Lが りになっているか心配であ

ったが、綺麗 な仕 ヒげになっていて満足 した。現地 ス

タ ッフに感 謝 した い。ISBNコ ー ドを付けて くれ るよ

う依頼 していたが、それは出来 ない との返事 で、 コー

ドが付かなかった ことだけが心残 りである。 ワー クシ

ョップには 日本、デ ンマー ク、アメ リカ、韓国な どか

ら37名 の参加者があ り会場は ほぼ満杯 でこの分野へ

の関心の深 さが うかがわれた。午前中は、オーガナイ

ザである山形大学の横 山先生の開会挨拶 に続 き、招待

講演1件 、…般発表2件 が行われ、午後 はユーザか ら

6



 の 講 演2件 、Japio(財 団 法 人 日本 特 許 情 報 機 構)理

 事 長 か ら の 挨 拶 、 一般 講演3件 が あ り、 質 疑 応 答 も 活

 発 で 盛 況 に 終rし 安 堵 した 。 次 回 のMT Summitは カ

 ナ ダ に な っ た が 、 カ ナ ダ で も 引 き 続 き 特 許 翻 訳 の ワ ー

 ク シ ョ ップ を 開 催 す る 意 義 は 十 分 あ る と感 じ た 。 そ の

 際 は ぜ ひ 参 加 し た い も の で あ る 。

  18時 か ら はOpening CeremonyとWelcome

 Receptionが 、近 く に あ るFrederiksberg rlfの 荘 重 な

 City Hallで 開 催 され た 。 市 長 や1{催 者 の 挨 拶 の 後 、

 ビ ッ フ ェ ス タ イ ル で の 会 食 が 始 ま り 、 民 族 楽 器 の 演 奏

 も 加 わ り 、 和 や か な 雰 囲 気 の 中 、 夜 が 更 け た 。

  12日 は 、Opening sessionに 続 い て 、 招 待 講 演 が2

 件 あ っ た 。 大 手翻 訳 会 社CLS Communicationに よ る

 "Client centric multilingual information leveraging

 -Scale the skills"とMicrosoft Researchに よ る

 "Microsoft MT:From research to real user"で あ る 。

 前 者 はMTやTMが ビ ジ ネ ス に ど の よ うに 使 わ れ て い

 る か を 、 実 際 に 即 し て 現 状 を述 べ た もの で あ る。 後 者

 は マ イ ク ロ ソ フ トのMTへ の 取 り組 み に つ い て 述 べ た

 も の で あ り 、 こ れ か ら本 格 的 に 実 用 化 を 図 るr定 で あ

 る よ うだ 。13日 に も 招 待 講 演 が2件 あ っ た 。エ ジ ン バ

 ラ 大 学Philipp Koehn氏 に よ る "EuroMatrix-

 Machine translation for all European languages"と

 日 本 電 気 の 奥 村 氏 に よ る "NEC Human

 communication technology Speech translation for

 hand-held devices"で あ る 、前 者 で はEU域 内 に お け

 る 多 言 語 の 機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トEuroMatrixに つ い

 て の 多 く の 試 み が 紹 介 され た 。 後 者 はNECの 旅 行 会

 話 用 ハ ン ドヘ ル ドi7E-3声翻 訳 装 置 の 紹 介 で あ る,、

  そ の 後3つ の トラ ッ ク("R&D"が2つ と"User

'
and practical systems"が1つ)に 分 か れ て ・般 発 表

 が 行 わ れ た 。 ・般 発 表 は 同 じ トラ ッ ク で13、14両 日

 も 開 か れ 総 計45件 の 発 表 が あ っ た 。4時 か ら は10件

 のLanguage Resources and Evaluationに 関 す る ボ

 ス タ ー セ ッ シ ョ ン が 開 か れ た 。 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

 sessionは13「]も 開 か れ 、こ ち ら はMethodologiesに

 関 して18件 で あ っ た 。

 13日 は 前 述 し た 招 待 講 演 、 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 、 ・

般 発 表 の 他 に 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 開 か れ た 、、

こ れ は"Machine Translation in Use"と い うテ ー マ

で 行 わ れ 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、SMT(統 計 的 機 械 翻

訳)、 ユ ー ザ 、評 価 の 各 々 の 立 場 か ら 活 発 な 議 論 が 行 わ

れ た 。 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 最 終 日の14日 に も

行 わ れ 、 こ ち ら は"The Prospects of MT Today:

When and how will the apparent progress lead to

breakthroughs     in     technology     and

commercialization?"の テ ー マ で 行 わ れ た が 、 ブ レ ー

ク ス ル ー が ≒1期 に 起 こ る 見 込 み は な い と の 意 見 で ・致

し て い た 、,

辮

     写 真2 ポ ス ターセ ッション

 夜 はConference Banquetが コヘ ンハー ゲン(ノ)東1則

に位 置す るア メリンボー宮殿近 くの格式のあるホテル

で開催 された。 各種挨拶の後、 ジャ ズの演 奏を聞きな

が ら晩餐 に移 ったが、多 くの参加者がお り、バーテ ィ

ドレスの女性 も多 く華やか な雰囲気だった、,ここか ら

は昼であれ ばアンデルセンの人形姫の像 もす ぐ近 くで

ある,,そ の像 の 丁前には函館 のf,:稜郭 に良く似た11二角

形の城跡があったので、 五稜郭 はここをモデルに した

のか と思 ったが、帰国後調 べてみる とフランスの城 が

モデ ルの よ うだ。

 14日 はIAMTの 総 会が開かれ 次回のMT Summit

が2009年 に カナ ダで開催 され ることが 発表された、,

そ の後、L記 の一一般発表、パネルデ ィスカ ッションと

続 き無事に終rし た、
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 3.お わ りに

 こ の会議の途中で火 災警報が鳴 り響 き、コペ ンハー

ゲン ビジネススクールの学生 も含めた全員が、-p}y避

難 させ られ屋外が人で溢れか えるハプニングもあった

が、機械 翻訳の研究の最 前線や問題 点、ユーザのニー

ズなどが明 らかにな り、世界の機械翻 訳研究者、開発

者、ユーザが一一同に会 して情報を 共有 しあった ことは

大変意義深い。今後 もMT Summitが よ り発展 して機

械翻訳の発展 に大 きく貢献す ることを願 っている。最

後にな るが、い ろい ろ御 支援 いただ いたAAMTや

Japioの 方 々に感謝 申 しLげ る次第です、、
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一 一
               MT Summit XI参加報告

情報通信研究機構/ATR肖:声 、ヤ語 コ ミュニケー シ ョン研究所

                    安 田 レ志

 MT Summit XIは 、2007年91J lO日 力・ら9月14

日 ま で の 期 間 、 デ ン マ ー ク コ ペ ン ハ ー ゲ ン の

Copenhagen business schoolに 開 催 さ れ た 、,自 身

に と っ て は2001年 に ス ベ イ ン で 開 催 さ れ たMT

Summit-VI[1以 来 の2度 目 の 参 加 で あ っ た 。

 本 報 告 書 で は 、MT Summitの 本 会 議 に 加 え 自身 が

参 加 、 発 表 を 行 っ た ワ ー ク シ ョ ップ じsing Corp・ra

in ¥atural Language Generation and Machine

Translation(しCNLG+MT)の 模 様 に つ い て 報 告 す る 。

ワ ー ク シ ョ ッ プUCNLG+MT

 ワ ー ク シ ョ ッ プcchi.c+MTは 、 ilに 、The Attribute

Selection for Generating Referring Expressions

(ASGRE)の シ ェ ア ー ドタ ス ク 型 評 価 の 参 加 機 関 に よ

る発 表 と 、UCNLG+MT関 す る ・般 講 演 の2つ か ら な

っ て い た 。 シ ェ ア ー ドタ ス ク に お い て は 、 以 ドの6

機 関 か ら の 参 加 が あ っ た 、,

 ・ Computer Lab, Cambridge University, し「K

 ・ Dublin Institute of Technology, Ireland

 ・ しniversities of Twenteand Tilburg, NL, and

  Macquarie University, Australia

 ・ しniversity of Stuttgart, Germany

 ・ Universidad Complutensede Madrid, Spain

 ・ Tokyo Institute of Technology, Japan

 一 般 講 演 に お い て は 、4件 の 自 然,a語#:成 に 関 す

る 発 表 と 、3件 の 機 械 翻 訳 に 関 す る 発 表 が あ っ た 。

 そ の 他 に も 当 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、Kevin

Knight(ISI)に よ る 招 待 、溝 演 や 、 「Language

Generation and Machine Translation」 と い う タ イ

トル で 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 行 わ れ た 。 こ れ

ら の セ ッ シ ョ ン で は 、現 在 の 統 計 翻 訳 に お け る 諸 問

題 や 、統 計 翻 訳 の 研 究 者 と 自然 、㌻語 生 成 の 研 究 者 が

どの よ うな点 において 協力できるかな どについて

闊達 な議論がな された,,

本 会議

招待講演

 本 会議 においては 、以 ドの3件 の招待講疹fが行わ

れて いた。

 OStephen Richardson('Nicrosofl):マ イ クロ ソ

  フ ト社で進め られてい るMT関 連の研究紹 介と、

  マ イ クロ ソフ ト社内 にお ける11"fの利 川 方法や 、

  そ の効果について述べ られた、、

 OPhilippKoehn(UnivcrsiLyoCI?dinburgh):1?uro

  Matrixプ ロ ジ・Lク トの紹 介 と、現状 にお ける ヨ

  ー ロ ッパ 系 、.㌃語対 での機械 翻 訳の性能 な どに

  つ いて述べ られ た。

 OAkitoshi〔 〕kumura(M?C):翻 訳 関連 のみ ならず、

  音 声処理や 、ロボ ッ トな どの幅広い分野の製品

  開 発につ いての 説明がな され た、,

 私 は、普段 よ り研 究関連の職務 に携 ってい る関係

上、製品開発に関す る発表は非常に新鮮 であ り、ま

た、企業におけ るMT関 連技術の ニー ズを知るEで

非常 に参 考とな った 、

 なお、招 待講演の発表資料については、会議参加

者以外で も以 ドよ り人r=r能 の よ うであ る、,

http://mtsummitcph. ku. dk/invitedpresentations/

一般 講演

 一般講演 にお いては、近年 のMT関 連 の研究の ト

レン ドを反映 し、統計翻訳関連の/L'.が 多 くな され

ていた。 また、6年 前のMT Summitと 比較 し、ユー

ザや開発者に よる研 究発表の割 合が少な く、研 究者

サイ ドの発表の割 合が増えていた ように感 じた、

9



一
MT Summit XI and Statistical Machine Translation

                                         Jong-Hoon Oh

National Institute of Information and Communications Technology

MT Summit XI was held at Copenhagen, Denmark from September 10to 14,2007. About 250 researchers

visited Copenhagen, one of the most beautiful cities in Scandinavia, to participate in the conference. Six

tutorials and fbur workshops were scheduled on 10`n and l l th September, respectively. Four invited speeches,

two poster sessions, fifteen oral sessions(three sessions were parallel with three different topics at the same

time)and two panels were scheduled in the main conference from l 2th to 141h September

[attended one of the tutorials,"Statistical Machine Translation(SMT)"organized by Kevin Knight

(University of Southern California)and Philipp Koehn(University of Edinburgh). Philipp Koehn, who

developed MOSES(the well-known open source phrase-based SMT system), talked about phrase-based

SMT in the morning session. He began his talk with the word-based SMT and went into details of

phrase-based SMT, including decoding, phrase translation table, and phrase-based translation model. Kevin

Knight was in charge of the afternoon session entitled with"Syntax-based SMT:Can a Machine Translate

without knowing what a verb is'?". He gave a very funny picture where ACL language engineers claim

"Syntax will never work because syntax has been shown to make things 
worse!"and AAAI fellows claim

"Syntax will never work because language is about the world thus 
you need semantics!"However, he went

on to claim that we can do machine translation without knowing what a verb is but we need some grammar

to improve phrase-based SMT. Even though we were surrounded by a forest of syntax trees during the

tutorial, his talk about syntax-based SMT was very concise and clear and helped us to easily understand how

the syntax helps a SMT system to translate more accurately.

There were plenty of invited speeches and oral sessions dealing with SMT at MT Summit XI‐two invited

speeches and five oral sessions. The SMT papers presented in the sessions covered word, phrase, syntax, and

partially semantics. Robert Moore presented distortion penalty estimation and early pruning to improve

decoding speed in phrase-based SMT. Rens Bod presented a machine learning approach to syntax-based

SMT‐unsupervised data-oriented translation(U-DOT). Marine Carpuat and Dekai Wu gave a talk

"Context -dependent phrasal translation lexicons for SMT"
. Their talk was about how to improve

phrasal-based SMT usingfull-sentence and dynamic contexts..

The discussion at the panel sessions was also interesting. Five panelists participated in"Machine translation

in Use"moderated by Eduard Hovy. Hitoshi Isahara claimed that machine translation has been useful in

information dispatch, gathering, and communication. He gave us an example of a chatting system supported

by machine translation system enabling communication between users with different native languages .

10



Margaret King claimed that every MT research group needs to get a high BLEU score in order to get

research funds. She also expressed her concern that this may prevent some fundamental MT research from

taking place. Three other panelists gave a talk about trends of MT systems from the 1970s to today. During

the panel session, the claim that"users should be demanding"was made:

"ln the last decades
, machine translation systems become on-line and free of charge. We use the

on-line machine translation systems in daily life. But we rarely complain of translation quality of the

on-line translation system to the company or demand higher translation systems qualify because it is

free.[s it okay`?Are you happy`?Users should be demanding."

Even though l use on-line MT systems frequently, I never recognized myself as the same inactive user as

described above.
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Fig.lPanel"Machine translation in Use"

The second panel"The Prospects of MT Today:When and how will the apparent progress lead to

breakthroughs in technology and commercialization?"moderated by Hans Uszkoreit was before the closing

session of MT Summit X1. The moderator talked about the impressive progress in MT but he pointed out the

skeptics'claim"We are not much closer to a more powerful class of MT products than twenty years agd'. He

gave us three questions seen from a viewpoint ofcommercialization.

・

・

・

"Are there or will there be new commercially successful applications on the basis of recently

created advanced technology or are there essential open problems that still need to be solved

before?"

"When and from where do you expect the needed solutions`?"

"Which approaches or mixes of approaches would best be suited for which types of MT

applications`?"

11



Gregor Thurmair, one of panelists, gave us an interesting opinion on the second question"When". He

claimed that"No major breakthroughs can be expected in the next five years as it was in the last decades.

lnsteadjt will be slow but steady increase like in speech recognition'つ . Someone pointed ouビcommercial

success and research success in machine translation are different". Dekai Wu claimed that SMT should be

"meaningful SMT"
, in other words, self-organizing models to learn semantics for SMT. Even though

panelists made a good attempt to answer the questions, time limits made it hard to do so fully.
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Fig 2. Panel"The Prospects ofMT Today:When and how will the apparent progress lead to breakthroughs in

technology and commercialization?"

The MT Summit XI conference was closed with a short closing session . The MT Summit conference has

given us a milestone in SMT research‐SMT is still one of main streams in MT research and SMT

paradigms are moving from pure phrase-based one to those based on syntax and semantics.
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一
            TMI-07・MT Summit XI参 加 報 告

NHK放 送技術研究所

     熊野 【E

 9月10～140に デ ンマー クのコペ ンハー ゲンで

開催 されたMT Summit XIと 、 その直前の7～9日

にスウェーデ ンのシ ョー ブデ(Sk6vde)で 開催 され た

TM[-07に 参 加 してきま した。私 にとって初 めて参

加す る機械翻訳の会議で、また初 めての北欧旅行 と

い うこと もあ り、大変楽 しく興 味深 い経験 をす るこ

とがで きま した。

TMI-07(9/7-9, Skovde, Sweden)

 TMI-07が 開催 され たシ ョー ブデ は、ス ウz`デ

ン南部 、ス トックホルムか ら鉄 道で2時 間ほ どの と

ころにある閑静 な町 です。ボルボのil場 と軍の駐 屯

地 、そ して この会議の会場 である ショーブデ大学が

この町 のllな 産 業です。 シ ョー ブデ 大学 は1977年

設 立の比較 的新 しい大学 で、市街地の中心部の緑あ

ふ れ る広 大な敷地 に北欧 的な洗練 され たデザ イン

の施設を擁 する、美 しいキャンパスがあ り表す。

 TMI(Theoretical and Methodological Issues in

Machine Translation)1ま1985年 に 第1回 会議が開か

れ、今回で11回 目とな る国際会議です、、チ ューニ

ング競 争か ら少 し離れ た ところで機械 翻訳 の理 論

や手法 を じっ く りと議 論す る ことを 目指 し開催 さ

れてい ます。今 年 も例年通 り、参加者が全ての 発表

を聴 き レ分な議論 をす ることがで きるよ う、口頭発

表17件 、ポス ター ・デモ12件 と発表件数 を絞 り、

シン グル トラ ックセ ッシ ョンで 十一分な質 疑時間 を

とるスケ ジュールが組 まれ ま した。参加者 もそれ ほ

ど多 くなか った(正 確 な人数は把握 して いな いが 、

60名 程度?)こ と もあ り、会議の雰囲気 は とて も

親密 で、 "/sMTIn Crisis? と題 したパネルセ ソシ

ョンで も ざっくば らん な議 論 を楽 しむ こ とが でき

ま した。

・ 私 達の グル ープは この会議 で、統計翻訳技術 を用

『

 謙◎8ρ
5重

6齢  ∵3● 翻縮篇 朋 罷磯 一

∵ ㍉亭∵°ll∴t州1

   一騨:蔑驚蓑撫藩響 ツl
   TMI会 場 のシ ョーブデ 大学

いて直訳でない文誇対に表現対応を付与する 科去

に関する発表を行いました。

MT Summit XI(9/10-14, Copenhagen, Denmark)

 MT Summitは 、 TMIの 翌 日よ り隣国デンマー クの

コペ ンハー ゲ ンにあ る コペ ンハー ゲ ン ビジネ スス

クールを会場 に開催 され ま した コヘ ンハー ゲンビ

ジネ ス ス クール は 世界中か ら学 生を1,め る北欧 最

大規模 のMBAス クール との こ とで、シ ョーブデ 人

学の静かな綜 まい とは打って変わって、モ ダンな校

舎 にた く さんの学 生 が行 き来す る傍 ら、 こち らも

250名 ほ どの参加 者が 集 う盛 況 な会議 とな りま し

た。会議は10日 に6件 のチ ュー トリアル、ll日 に

4件 の ワー クショップ とレセプ シ ョン、12～14日 が

本会議で451牛 のG1頭 発 表 と29件 の ポス ター、4仲

の招待講演 と2件 のパ ネルがあ りま した

 MT Summitは 研 究者だけの ものではな く、翻訳 シ

ステム メー カや 翻訳 実務 家 に対 して も開かれ て い

る とい う位 置づ けの ド、チ ュー トリアルや ワー クシ

ョップ には機械 翻 訳 システ ムの利 川 方法や 製 品【}li

発法 、特許翻訳についてな どの トピ ックが設け られ

てい ました、,招待講演 も実際にユーザに供 されてい

るシステ ムを紹介す る話題 が多 く、また 会議期間 を

13
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MT Summit会 場 の コ ベ ン ハ ー ゲ ン ビ ジ ネ ス ス ク ー ル

通 じて、機械翻訳製 品のデモ展示 もあ りま した。そ

の ・方で、本会議の発表内容には実務的な ものはそ

れ ほ ど多 くはな く、例 えば翻訳 支援 ツールに関する

発 表が少 ない こ とに 不満 を述 べて い る参加 者 もい

ました,,

両会議 を通 じての雑感

 会 議プ ログラムの発表タイ トル を眺 める と、もは

や 翻 訳 手法 と して 統計翻 訳 を名乗 らな い もの はほ

とん どな いので はない か とい う状況 に なって き ま

した。 しか しその実態は、構 文や、品詞 な どの語彙

情 報な どの 、ξ語知識 を取 り人れた り、 ヒュー リステ

ィクスを うまく取 り人れ た りす る 手法が ほ とん ど

で、これ らは川例ベ ー スやルールベー スの翻訳 手法

とか な りの類似 点 を持 ってい る とJえ ます。 今 後

は、統計的な学習/決 定 手段 をエ ンジンに、従来 さま

ざ まな翻 訳 費 去で用 い られ て きた 各種 言語 知識 が

統 一一的 に扱われ るよ うにな り、統 計 ・用例 ・ルール

とい った 乎法 の分類 はだ んだん 消 えてい くので は

ないか と想像 してい ます,,

 また 、翻訳性 能評価 丁一!!:につ いて も、統 計一辺倒

の トレン ドに変化が感 じられ ました。従来統計翻訳

の性能向1を 牽引 して きたBLEUな どの 自動評価 手

法は、それ までil流 であった1観 評価 に比 べる と、

F間 はかか らないが乱暴であ り、妥'li性に 疑問 を持

つ 人も以前 より少な くなかった と思 うのです が、今

回、翻 訳評価 手法 に関す る発 表件数が近年にな く多

く、またパネルで も 「意味があっているかを評価 し

な けれ ばな らな い」とい うi三張があ りました。今回、

自動評価 を言語的 に豊か にす る 手法や 、少ない回数

の 主観 評価 で システムの性 能 を見積 もる 手法が提

案 され ま したが 、今後、評価 辮去の研 究が どのよ う

に進むのか 、興味深 く見てい きた いと思い ます。

 機 械 翻訳技術 はif:flから着 実に進 歩 して い ると思

うのですが 、それ がなかなか本格 的な実用に必要 な

ブ レー クスルー を超 え られず 、よい ビジネスにな ら

ない、とい う問題 は、私達機械翻 訳研 究者 共通 の悩

み で、どち らの会議で も(ニ ュアンスは異な ります

が)パ ネル の議題 に ヒが りま した。私は、あるパ ネ

リス トの 「機械翻 訳は全 自動翻 訳だけを指す のでは

な い」 とい う発 占に強 く共感 してい ます。 今回 の

MT Summitで は ひ ところよ り寂 しくなって しまっ

た 、機械翻訳技術 を全 臼動翻 訳以外 の形 で実用に供

してい くた めの研究が、次回以 降また数 多 く発表 さ

れ ることを期待 してい ます、,
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一
TMI-07とMT Summit XIに 参 加 して

東京大学医学部附ル嵩病院

      荒牧 英治

は じめに

2007年9月 の7日 か ら9日 にか けてSwedenは

SkovdeでTMI-07が 、その隣の 国であるDenmark

で10日 か ら14日 に かてMT-Summit XIが 開 催 さ

れた。二つの翻訳に関す る会議が事実 ヒジ ョイ ン ト

して 開 催 さ れ た わ け で あ る が 、TMIは 、

MT-Summitと 比 較 して知名度が低い よ うに思 う,,

そ こ で 本 稿 で は 、 ま ず は 、TMIの 特 色 を

MT-Summitと 比 較 しなが ら紹介 してか ら、今回の

会議の様子をお伝 え したい。

TMIと は

【由来】TMIは 、 その名 前だけか らはMTの 会議

だと分か り難 いが 、"International Conference on

Theoretical and Methodological Issues in

Machine Translation"の ア クロニムであ る。か くい

う筆者 も、今 回が 二回 目のTMI参 加 であ るが、正

式名称 を初めて知った。会議 名の 一部になってい る

"Theoretical and Methodological Issues"へ の 含意

は、ケー ススタデ ィ的 な内容 ではなく、よ り学問的

に翻 訳の方法論を議論 しま しょ う、との意味合いだ

と理解 してい るが、現在 ではMT-Summitも 同 様の

傾向なので、もはや有名無実であろ う。さても、略

語にMTが 入っていないのが、なんとも不思議である。

【規模】TMIは 、 MT-Summitと 比 較す る と非 常に

小規模な会議 である。発表 は29件([7頭 発 表17

件 、 ポスター12件)で あ り、 これはMT-Summit

の74件([:1頭 発 表45件 、 ポ スター29件)と 比較

す る と半分以 ドの規模 である。 しか し、両会議 とも

開催 口数 は僅 カー一口しか違 わない。

 これ は、TMIが シ ン グルセ ッシ ョン(一 つの会

場 で しか発 表が行 われ ない)で あるためであ る。臼

分の発表を全ての人に聞いて もらえる とい うよい

面 もあるが、会場に顔 を見せない とサボっているこ

とが丸わか りになって しま うとい う緊張感 もある,、

【レベル 】 さて、本質ではない と理解 していて も、

どう して も採択 率が気になって しまうのが、研 究者

の悲 しい性 であ ろ う。 これ までのMT-Summitで

は 、採択率 が公 表され ないこ とが多く、比較 が困難

であったが、今[rllは両 会議 ともsubmission数 が 公

開 さ れ た 。TMIのsubmissionは631/1:で

MT-Summitは 約110件 で あるので、1i1,純に 考える

と、 口頭発表の採択率はTMI 27%、 MT-Summit

46%、 ポ ス ター も含 め た 発 表の 採 択 率 はTMI

41%、MT-Summit 67%と な る。 こ こか ら考える

限 り、TMIは か な りレベ ルが高 く、 口頭7t:だ け

に絞 ってみれば、トップカンファ レンスと比較 して

も遜 色の ない採択率で ある。勿論、採択率 だけでな

く、会議の特色、参加す る研 究者な ど様 々な要素が

考慮 され るべ きであるが、この採択 率はある程度 良

質なペーパー を保障す る ものであろ う、

【特色 】前述 したよ うにTMIは 小 さい会議 であ り、

一つ しかない 会場 で .f1問 顔 を合わせ る ことにな

る。この環境ではす ぐに全員の顔 を覚 えて しま うの

で 自然 と会話す る ようにな る。む しろ、だん 其りを

決め込む方が難 しいか もしれない。ア ッ トホームな

雰囲気がTM[の 大 きな特色で あ り利点であ る.、

会議 の様子

 以 ヒの よ うなTMIとMT-Summitで あ るが、今

回の会議 では どのよ うな トピ ックが注 目を集めた

のだろ うか。これについては、前回 までの両会畿 と

今 回 とでは大きな変化 があったよ うに感 じる、、

 ご存 じの通 り、最近 のACLやCOLINGな どの

トップカンファ レンスではSMTが 圧 倒的な勢いを

誇っている。一・方、これ まで のMT-Summitで は非
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SMT乎 法(ル ー ルベー スや川例ベー ス翻訳)も 採

択 され バラン スが とれて いた よ うに思 う 言い換 え

れ ば、非SMT科 去の研究の最後の オア シスが これ

らの会議 であった。

 しか し、今回 の両会議では 、SMTの 発 表が非常

に多かった。 どこまでをSMTの 研 究 とするのかそ

の境 界 を定 め る のは 難 しい が 、発 表 タイ トル に

「SMT」 ま たは 「Statistical Machine Translation」

と明示的 に記 され てい る ものだけで もr両会議 あわ

せ て26件 あった、、 ・方、「Example・based Machine

Translation」 と 銘 打 っ て い る も の は3件 、

「Rule-based」 は1件 と、その差は歴然で ある。

さらに、「SMT」 と明示的 に述べ てい ない場合で も、

統 計的 アライメン トな どSMTを 想 定 した発表が多

数 を占めて いた,、このよ うにSMTが 広 まったのは、

基 盤 ツ ー ル で あ るGIZA++[1]やMoses[2]、

SRILM[3]な どが広 く公開 され てい るか らで あろ

う。これ らのツール を組み合わせ ることに よ り、数

日でベー スライ ンとなる翻訳 システムを構築 でき、

翻訳研究を開始する ことができる,,数1}'.かか って オ

モ チャの よ うな翻訳 システムがや っ と構築 で きた

時代 と比較する と夢 のよ うな状態 である。

 で は、このままSMTが1{流 とな り、他の 手法は

消 え去る運命なのだ ろ うか?そ の答えはイエ ス/

ノー で答え られ る よ うな単純な ものでは ない よ う

に思 う。同 じ質問 を、Andy Way氏(数 年前にEBMT

び)本[4]を 編 集 した 人物)に 投 げ か けた と ころ 、

「SMTとEBMTの ど こが違 う?違 うところがあ

った ら言ってみ て くれ」と両 ア怯 の差異が、曖昧か

つ無意味になってい ることを指摘 された。

実際に、今回、SMTの 発 表が多かったのは事実で

あるが 、その 中で 目立ったのは統語的な情 報の利 用

を行 う研究であ った,例 えば、パーサー で両 言語を

解 析 し、 そ の 木構 造 を ア ライ メ ン トす る知 識 を

SMTに 導 入す る といった類 である。

  この よ うな 考え 方はEBMTの 翻 訳 と矛盾す る

ものでな く、 もはやSMTの 「S」の意味す るもの

鍬 灘

一『勲軸 胃
 週賞  のト

臨

秘篇 .   望 ㌦

   _論 一ら .こ

図1招 待講演の様子

識
 僻

は、人手を介す るのではな くコーパスか ら学習 しま

しょう、 といったぐ らい のニ ュア ンスで しかない。

この観 点か らは両 手法 で対 ・凪五す る点 は皆 無で あ る

よ うに思 える。

 今 後 、両 ア法が どのよ うに交 じり合い発展 してい

くのか 、次回の 両会議が楽 しみで ある。

おわ りに

 最 後 に、国際会議では英語 とい う障壁 のため、歯

が ゆい思 い をす る こ とが 多い 日本人研 究者 で ある

が、NECの 奥村氏 がユー モアに富んだ招待講演 を

され、会場を沸かせていた(図1)。

 会 場 にい る人 を楽 しませ よ うとす るサー ビス精

神/ユ ーモアは万国f通 の ものである と実感 し、多

いに励 まされ た 一瞬であった、,

参 考文献
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[2]htt;〃www statmt or!moses1
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[4]Michael Carl and Andy Way, Recent Advances

in Example based Machine Translation, H-uwer

Academic Publishers,2003.
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一 一
  SDL社 の自動翻訳ソリューションー自動化と手動プロセスの統合一

エ スデ イー エルジヤパン株 式会社 SDL TRADOS Techr1・1・gies

       マ ー ケテ ィン グ マネー ジャー 小 澤 清x

 SDL社 は 、北米 、アジア、ヨー ロッパ、中東に40

以 上 のオフ ィスを持 ち、ロー カライゼ ーシ ョン ソ リ

ュー シ ョンサー ビス を提供 す る企 業 と して長年確

実な実績 を挙げて きま した。近 年、TRADOS社(翻

訳 メモ リツールの 開発 ・販売)、Passエ ン ジニア リ

ング社(ソ フ トウェア ローカ ライゼー シ ョンツー

ルの 開発 ・販売)、Tridion社(コ ンテ ンツ マネジ

メン ト システ ムの開発 ・販 売)を 買収 し、翻 訳、

ロー カ ライゼー シ ョンの プ ラ ッ トフォー ムの統 合

とい う視野 を含 めた ソ リュー シ ョン提供 に事 業展

開をシフ トして きま した。2007年 、 ビジネス ドメ

イ ン をグ ローバル 情報管理 ソ リュー シ ョンの提 供

と再定義 し、 ミッションと して、企 業のグ ロー バル

グ ローバル ブ ラン ドの一 貫性 の確 立や 市場投入 期

間の短縮 を支援す るこ とを掲 げま した。

 SDL社 で は、クライアン ト企 業にend-to-endの

コ ンテ ンツ ライ フサイ クル を考慮 す る ことを推 奨

しています。単純に コンテ ンツを作成後、グローバ

ル市場のお客様 の ことを考 え、コンテ ンツを翻訳 し

始 めるの ではな く、コンテンツ作成 の時点か ら戦略

的であるべきだ と考えています。グローバル情報管

理(GIM)は 、 そのための戦略です。 この戦略 をビ

ジネ スプ ロセ スに取 り入 れ る ことで実 質的 な メ リ

ッ トを得 た企 業が数多 くあ ります。

■ 今 日の機 械翻訳

 今 日の コン ピュータの性能 は、機械 翻訳が出始 め

た60年 ほ ど前に比べ、劇的に進化 してい ます。統

計的 もしくはルールベ ースな ど、それぞれのア プロ

ーチには固有の メ リッ トとデ メ リッ トがあ ります。

しか し、最終的 に考慮 され るべ きこ とは、翻訳品質

の レベル がそ の訳 文コンテ ンツが使川 され る 「目

的」 に見合っているか どうかなのです、,

■ 「要約」 ツール としての機械翻 訳

 コ ミュニケー シ ョンが行われ る状況 が違 うと要

求 され る品質 の レベル も違 って きます,,友 人同1:の

メ ッセ ンジャー を通 した雑 談な どでは、相fが 大体

どの よ うな ことを言 ってい るかがわ かれ ば ト分で

しょう。この場 合、メッセ ンジャーの機械 翻訳機能

(SDL Chat TranslatorやYahoo iM Translatorオ £

ど)を 利 用でき ます。また、外国語で 井かれた メー

ルやWebサ イ トか ら素 早く特定 の情 報を収 集 した

い場合 、Yahoo!翻 訳 、エ キサイ ト翻訳な どが便利 で

す。機械翻 訳が原 文コンテ ンツの 「要約」を素 ㌧1・く

示 して くれ ます、,

 企 業の中には、この 「要約」とい う使い 方をサボ

ー トや 知識ベ ー スの情 報提供 システムに利川 して

いるケー スがあ ります。コンテンツの要点 が、理解

でき る言語で示 される ことに よ り、知っているか、

知っていないか、が鍵 になる状況 に対応で きる場合

があ るのです。CNH社(農 業機器 の製造 ・販売 会社)

は 、目的に よって機 械翻訳の レベ ルを使い分け るこ

とで効果をLげ てい ます。た とえば、社外 で仕 事を

してい るフィール ドエ ンジニアが 「要約」に より、

問題 に関す る情報 を素 早 く得 るこ とで解決策 を 見

つけ ることが容易にな ります。
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 こ こ数年、販 売後のサポー トの分野 に機械翻 訳を

導入す ることへの関心が高まっています。知識べ一

スや社 内 システムに は膨 大な技術 デー タが蓄積 さ

れてい ます。しか し、通常 これ らの情報 は原 文言語

で しか保存 されてい ませ ん。多 くの グローバ ル企 業

で は、お客様の ローカル 言語でのサポー トの提供 が

'liたり前の ことにな って きてい ます
。多言語でのサ

ー ビスに携わ る人々の中か ら 「何 も情報がない よ り

は、何かがあるだけいい」と感 じる人々が増え始め

ているのです。従 来の翻訳 プロセ スでは、時間 とコ

ス トがかか りす ぎて 実用に適 さない状 況で機械 翻

訳 が導入 されは じめてい ます。

 一一方、お客様が購 入検討中の製品やサー ビスにつ

いて確実な情報 を得たい、とい う場 合は ど うで しょ

うか。 この場合、SDL社 の 提供す る 「ナ レッジベ ー

ス 翻 訳 シ ス テ ム (KbTS:Knowledge-based

Translation System)」 が ひ とつの ソリュー シ ョン

にな ります。

■ 機械翻 訳+マ ニ ュアル翻訳の統合

 SDL社 は、翻訳 支援 ツール のテクノロジーや翻 訳、

ロー カライ ゼー シ ョンサー ビス に幅 広い経験 と実

績 を持 って います。SDL社 は 、これ らの知識 を結集

し、「ナ レッジベー ス翻訳 システ ム(以 降KbTS)」 を

い うサー ビスを3年 半ほ ど前に ロー ンチ しま した。

今 日まで に多 くの グローバル企 業 にこのサー ビス

をご導入いただいています。高品質 、低 価格 な翻 訳

サー ビスを可能にす るKbTSは 、 グローバル 企業の

市場投入期間の短縮 を舞台裏で支 えてい ます。

 KbTSは 、 自動用語抽 出、用語ベー ス、翻 訳メモ

リ、翻訳管理 システム とい う自動化 の技術 を機械 翻

訳 と統合 した ものです。大量の翻訳を こなす のに適

した コン ピュー タ と十 分な知識 とスキルの ある翻

訳者に よる翻訳(後 編集)を 組 み合 わせ る ことに よ

って、機械翻訳 のみ ではな しえない、高品質の翻 訳

サー ビスを 可能に しま した。

 そ の品質 はこれ までの実績が物語 っています。今

まで に同サー ビスを導入 され たお客様 は、現在 まで

継続 して コ ンテ ンツの メンテナ ンス な ど必要 時に

ご利用 いただいてお り、品質に もご満 足いただいて

います。お客様には、クライ スラー、HP、 マイ クロ

ソフ トな ど、 グ ローバル 市場 で先駆的 な企 業が多

く、導入ケースは増加 し続 けています。

■RSコ ンポーネ ンツ社

 RSコ ンポーネ ンツ社は、世界 の研究所や 開発室 、

または メ ンテナ ンス用 な どに幅 広い 品揃 えで少量

の電 子部品を提供 する企業です。幅広い品揃 えのた

め、カ タログやWeb Lに 掲 載 されてい る部品 につい

ての コンテンツボ リュームは膨 大で、グローバル市

場 への製品投入に時間がかかっていま した。

 KbTS導 入 以 前は、各 ロー カル オフ ィスが ロー カ

ルベ ンダーに翻訳を発注 していま したが、マニ ュア

ル翻 訳では、コス トも時間 もかかる上、拡張性に乏

しく、翻訳ボ リュームが大 きくな ると数社 に分 けて

作業発注す る必要があ りま した。このた めプ ロセ ス

が複 雑にな り、効率や生産性の 向上が重要 な課題 に

なっていま した。

 KbTSと 製 品 コ ン テ ン ツ 管 理 のStibo Step

Catalogueと い うシステム を統合す るこ とで複数 の

市場 で同時に製品を販売す ることが可能にな り、市

場投 入期 間を35%短 縮 、 コス トを27%削 減 す るこ

とができま した。

■CNH社

 世 界最 大の農 業機器 メーカー、CNH社 は 、24力 国

に支社を もち、160力 国 に販売代理店ネ ッ トワー ク

を持 っています。

 同 社が機械 翻訳を導入 し、目的別 に使い分 け始 め

た背 景には、この世界的な販売ネ ッ トワー クが あ り

ます。
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 各 国 の販売代理店 のサー ビスエンジニアは、リア

ル タイムで 自国語 を話 さないCNH社 の サ ポー トセ

ン ター ス タ ッフ とコ ミュニケー トす る必 要が あ り

ま した。フィール ドエ ンジニアは、機械翻 訳 と用語

ベー スを用 い、質 問を翻訳 してサ ポー トセ ンターに

送 ります。サポー トセ ンターのス タッフは、回答 を

ロー カル の 言語に機械翻訳 して送 り返 します。この

ソリュー シ ョンでは、自社 のサー ビスに密接 に結 び

ついた専用の用語ベ ースを使 うため、通 常の機械翻

訳よ り品質の高い機械 翻訳 が可能にな ります。しか

し、や は り人手による後編集 を加 えた品質 にはかな

いませ ん。よ り高い品質 レベル が必要になる状 況で

は、機械翻 訳 とその他 の 自動化 プ ロセ スお よび人手

による後編集 を加 えた方法を使 います。 た とえば、

あ る販 売代理店 が スペ インで故 障 した車両の修 理

方法を知 りたい、など とい う場合、オン ライ ンシス

テム使 って 自国語で関連情報を検索、閲覧で きます。

 CNH社 は オ ンラインでサポー ト情報を提 供す るこ

とに よ り、電話サポー トセンターを運営する よ りコ

ス トを削減す ることに成功 しま した。

■KbTSと これか らの機械翻訳 ソリュー シ ョン

 ー 般企業に とって、各言語に翻訳す る翻訳者 を雇

い、用語ベー スを作成 ・管理 し、さらに関連す るツ

ールやテ ク ノロジーの統合 を必要 とす る、KbTSの

よ うな システム の構 築は易 しい もので はあ りませ

ん。要求に見合 うレベ ルの品質で翻訳 し、コンテ ン

ツの更新後 も必要 な品質 を維持 し続 けるには、膨 大

な時 間 と経験 を要 します。KbTSは 、 お客様側 で翻

訳者 を雇 った り、プロセ スを構築 した りす る 手間を

省 くア ウ トソーシン グソ リューシ ョンです。

 KbTSの 効 果を特 に実感 でき るコンテ ンツは、技

術 関連 文書、知識ベ ース内のサポー トコンテ ンツ、

Webサ イ ト、ウイルスの警告 メ ッセー ジ、製品カ タ

ログな どです。

 近 年 、KbTsに 関 心を持 つ企業、 KbTsを 通 して機

械翻訳 の 可能性 を再発見す る企 業が増 えてい ます、,

SDL社 は 、今後 とも機械翻訳 、翻訳 メモ リ、川語ベ

ー ス、マニ ュアル翻訳 を統合 し、膨 大な知識遺 産を

生 かそ うとす る試みが ます ます 増 えてい くで あろ

うと予測 しています。

*********************************************

本稿でご紹介 した製品やサー ビスにっいての詳細

は弊社サイ トにてご覧いただけます。

■KbTSに つ い て の 情 報 、 ケ ー ス ス タデ ィ

 http://www. sdl.comm/jp/

 トッ プ メ ニ ュ ー 「製 品 」 〉 「自 動 翻 訳 」

■ 翻 訳 メ モ リ、 用 語 ベ ー ス に つ い て の 情 報

 個 人 翻 訳 者 様 向 け

 http://www. translationzone. com/jP/

 言 語 サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ 様 向 け

 http://www. l spzone. com

日本 の お 客 様 お よ び 初 心 者 向 け の 情 報

http://www. sdltrados_japan. com
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一
                機械翻訳の発展とともに

株式会社クロスランゲージ

      古賀 勝夫

1.弊 社 の あゆみ

 'li社の 機械翻 訳 ソフ トに 関す る歩 みを踏 まえな

が ら、今後の方向について、コメン トしたい と思い

ます。

 '【i社の設 立は約20年 前の1987年 に 遡 ります。同

年5月 に(株)ノ ヴァとい う社名で、会社 を設 立 し、

1998年 に アジア展開 に向 けて(株)ノ ヴァ ・ア ジア を

'1L
ILK`/-、2002年 に 両社 を合併 して(ノ ヴァ ・アジア

を存続 会社)、 桂名 を(株)ク ロスラ ンゲー ジ と改め

て、今 日に至ってお ります。翻訳 ソフ ト勃興の時代

か らその 只中で育 って きた翻 訳 ソフ ト開発 専門の

会社 といえます。

CPC-TranserJ

 当社 が製 品を初 めて世の 中に出 したの は、1989

年 に ワー クステ ー シ ョン版 英11 械 翻 訳 ソフ ト

「TRANSERIEJ」 を 出 したの が最 初で した。続 いて、

1991年 にNEC PC980]シ リーズ(MS-DOS)上 で 動

く翻訳 ソフ ト 「PC-Transer」 を発 売 しま して、大 き

く飛躍す るきっかけ とな りました。 当時のCPUは

80286で したが、1文 を翻訳す るのに平均5秒 くら

いかかっていた ものです。本 ソフ トは、その後合計

151rllの バ ー ジ ョンア ップを 重ね ま して、現 在 の

「PC-Transer翻 訳 スタジオ2008」 に至っております。

「分野特化型翻訳 ソフ ト」

 そ の間、翻訳エンジンの改良や 辞書の追加等 を行

う 方 で、2つ の新 しい試 みを行いま した。 ひ とっ

は、 「分野特化型翻訳 ソフ ト」の開発 です。 これは、

ターゲ ッ トを定 めず に汎用 的な 文に対応 しよ うと

した場合 に、どうして も翻 訳精度 が今 ひ とつ よくな

らない こ とを考慮 して、 ニー ズの 高い領域 か ら、

1998年 に特許 文対応翻訳 ソフ ト「PAT-Transer」 を開

発 しま した。これ は、特 許文固有 の慣用表現 を翻訳

メモ リー に登録 した り、大量の特許用語 を第1訳 語

で うまく出 るよ うに工夫す ることをは じめと して 、

特許 文特有 の長 文を通常 の翻 訳 アル ゴ リズムで翻

訳 しよ うと して も うまく翻訳で きない ことに鑑み、

文 をあ る規則 で切 って短 く して翻訳 した りす るカ

スタマイ ズを行 って、精度向上 を狙 った ものです。

 現 在7回 の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ を 実 施 し、

「PAT-Transer 2007」 となってお ります。

 同 様に第2弾 と して2001年 に 医学用翻訳 ソフ ト

「MED-Transer」 を 開発 しま した。現在は 、バー ジ

ョンア ップ を5回 実施 し、MED-Transer 2007に 至 っ

てお ります。 さらに第3弾 として、契約書用翻訳 ソ

フ ト 「Lega1 Transer」 を2007年10月 に発売 してお

ります。 これは、法律、契約書用 の翻訳 メモ リーや

辞書 を準備 す るとともに、契約書 に固有の表現 を機

械 翻訳 しやす いよ うに置き換 えるとい う「自動 前編

集」を行 って翻訳 させ るこ とによって、高品質の契

約書翻訳を実現 してお ります。

「多言語 翻訳」への取組

 も うひ とつは、日⇔英以外の 「多 言語翻訳」への

取組 です。は じめは、中国,韓 国へ の展 開を 目標 に、

英 中翻訳 ソフ トを1994年 か ら開発 を開始 し、1999

年 か ら中国本 土二で 「金 山快訳 」 とい う名 称でOEM

提 供 しま した。 また、韓 国で も2000年 か ら英韓翻

訳 ソフ トを、2003年 か ら韓英翻訳 ソフ トを発 売 し

ま した。 日本では 、2002年 に 日中・中 日翻訳 ソフ ト

「蓬莱」を発売 開始 し、現在は、「蓬莱VER 5.5(2008)」

に な りま した。 さらに 、 日中・中 日翻訳 の精度 を飛

躍的 に向上 させ るべ く、「蓬莱」とは違 う新 エン ジン

の 開発 に取 り組み 、 日中エ ンジンは昨年 度に完成

し、現在 、 「Yahoo!翻 訳 サー ビス」に組 み込ん でい

ます。また、中 日翻訳エ ンジンも現在開発進行 中で、
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来年度半ば に リリー スを予定 しています。

 そ の他の 「多 言語」翻 訳 ソフ トと して、 日韓 ・韓

英翻訳 ソフ トを2001年 か ら 「高麗」 と して発売開

始 し、現在、 「高 VER 3.5(2008)」 とな ってお りま

す。そ して、ヨー ロ ッパ 語(ド イ ツ語 、フランス語、

イ タ リア語、スペイ ン語、ポル トガル語)へ の取組

と して、日欧翻訳 ソフ ト(英 語 を媒介 謡語 と して 日

⇔英⇔ 欧に よって実現)を2002年 か ら 「Jx9か 国

語」 と して発 売開始 し、現在 は、 「JxEuro」 と改名

して 「JxEuro V2(2008)」 に 至ってお ります。

翻訳サーバー 「Web-Transer」 の 取組

 3つ め は、翻訳 ソフ トをイ ンターネ ッ トを介 して

多 くの人がWebベ ー スで利用で きる環境を提供す

るサーバー翻訳 ソフ トへの取組 です。イ ンター ネ ッ

トか ら無料 で翻 訳サー ビスが提 供 され る時代 を迎

えて、 当社では2001年 に 多言語翻訳サーバー ソフ

ト 「Web-Transer」 の 発売 を開始 しま した。同 ソフ ト

はその後、企業のイ ン トラネッ ト下で導入利用 され

るとともに、2005年 か ら 「Yahoo!翻 訳 サー ビス」

に採 用 され、イ ンター ネッ トか ら誰で も利用で きる

サー ビス と して、現在 まで提供 され てお ります。同

様に、2006年 に は 「楽 天Infoseek多 言語翻訳サー ビ

ス」に採 用 され、多 くの人に利 用 されてお ります。

また2007年9♪jか ら、Medibaよ り、au携 帯 電話か

ら利用できる翻訳サー ビスの提供が開始 され ました。

 「Web-Transer」 は 、現在9力 国語間で利用 できま

すが、今後、翻訳エ ンジンの改 良、新エ ンジンの追

加 をは じめ、言語 の追加、翻訳 メモ リーの利用 、ユ

ーザ辞書の利用 などの改良 を計画 してお ります
。

2.最 新の活動

翻訳ソフ ト提供から翻訳サー ビス提供へ

 今 後 は、インターネ ッ トや携 帯か らの無料翻 訳サ

ー ビスの提供の拡大 な どで
、ます ます 多 くのユー ザ

による翻訳 ソフ トの利用 が見込 まれてお ります が、

我 々翻訳 ソフ トのベ ンダー側 としては、このよ うな

「無料 翻訳サ ー ビス」時代 を迎 えて、従 来の よ うに

「翻訳 ソフ トを売 る」とい うビジネスモデルか らの

転換 を求め られてい るとも言えます。そ うした背景

か ら、弊社で は新 しいい くつか の動 きを始めてお り

ます。

中国特許検索 ・翻訳 サー ビス 「WORLDPATENT.ip」

 上記の時代の流れか ら我々が達 したひとっの答

えは、翻訳ソフ ト提供から翻訳サービス提供へ転換

しなけれ ばな らない とい うことで した,

 この ような とき、日本企業の 中国進出が急激 に拡

大 し、従来以 ヒに 中国マー ケ ッ トが 注 目され る中

で、中国 での特許侵害 、特許防衛の課題が 日に 日に

増 してきている状 況を鑑 み、弊社の これ までの特 許

翻訳へ取 り組 んで来た強み、お よび 、人 手による翻

訳事 業に取 り組 んできた強みを生か して、日本企業

へ 中国特 許のオ ン ライ ン提供サ ー ビス と翻訳サー

ビスを結 合 させ た 中国 特許 検索 ・翻訳 サー ビスを

2006年 初 に企 画 しま した。 まず 中国 専利 局の元に

あ る知識産権 局知識 産権出版社(CNIPR)と 中 国特

許提 供に関す る契約 を行 い、中国におけ る特許更新

と同 じサイ クルでの更新 デー タの提供 を受 けて、サ

ー ビ ス を 提 供 で き る 体 制 を 整 え 、

「WORLDPATENT.jp」 サ イ トで、2006年11月 か ら

試験サー ビスを開始 し、2007年9月 か ら有料での

サー ビスを開始 しま した。

 これは、機能的 には、[PC番 号や 出願者、出願f

月 日な どで中国特許を検索で きることは もとよ り、

口本語でキー ワー ドを指定す ることに より、それを

中 国語に変換 して検 索で きる 言語横 断検索機能 を

有 し、かつ、検索 した結果 を中国語 とともに機 械翻

訳 した 日本 語を左右 に併置 して 見せ る機 能 を持 っ

てお ります。中 日翻訳 ソフ トは、弊社の 「蓬 莱」を特

許用 にカスタマ イズ し、高頻度の特 許用語 を約10

万 語整備 して、利用 してお ります。

 利 用法 と しては、本 サー ビスで まず、所望の中国

特許 をIPC分 類 な どで粗 く検 索 し、機械翻訳結果 を

参照 しつつ 、ある程度 の件数 に絞 ってそれ を「抄録

翻訳」(人手による翻訳 サー ビス)に かけて、所望す る
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特許に絞って、全 文翻訳 にかける(人 手に よる翻訳

サー ビス)と い う流れ を想 定 してお ります。このサ

ー ビスのために、大連事務所 を3年 前に設 立 して 中

国特許 専門の翻訳者を養成す るとともに、上海 、北

京の翻訳会社 とも提携 を して、人手 による中 日特許

翻訳サー ビスの体制 を強化 してお ります,,

 こ こ では、翻訳 ソフ トは当社 自身 が利 用 して、ユ

ー ザへ は中国特 許の提供サ ー ビス とい うサー ビス

モデ ルへの転換 を行 ってお ります。

3.今 後 の展開

翻訳 ソリュー シ ョンの提供

 翻 訳 ソフ トの最 大のマー ケ ッ トは人 手に よる翻

訳 市場 であろ う、しか し、翻 訳市場 ではなかなか翻

訳 ソフ トは受 け入れ られ ない 、とい う現実か ら、自

ら人 手翻訳 事業に取 り組 んでみ よ うとい う試み を、

2001年 度 か ら始め、現在 まで続 けて きてお ります。

その意識の一一つは、弊 社の翻訳 ソフ トや 辞書を人手

翻訳にできる限 り活 かす には どうすれ ばよいか 、と

い うことです、、しか し、ユーザに とって、本 当に大

事な ことは、「機械 翻訳 ソフ ト」を導入す るか、ある

いは、 「人 ア翻訳」す るかでは なく、か かえている

翻訳 ニー ズを どう解決す るか であ るとい うこ とに

痛感す るよ うにな りました。ユーザの抱えている問

題 を分析 して、最適の ソ リュー シ ョンを出す ことこ

そ 甫要だ とい うことで、今 年度 か ら弊社の法人営業

部の 颪要テーマ として、 「翻訳 ソリュー シ ョンの提

供」に取 り組ん でお ります。

新 しい 「翻訳モデル」の創 造

 「翻 訳」は、ユーザの 目的 に応 じて、求める物 が全

然違 ってお ります。 た とえば、 「で きるだけ早 く安

く内容 を自分で理解す る ことが 目的」な ら、その外

国 語をあ る程度 理解で き るこ とは前提 にす るもの

の、現在の機械翻訳 ソフ トはかな り役に 立ってい る

と言 えます。そ の対極 にある ものは、 「翻訳結果 を

他人に 見せ る必 要が ある場合 」は、 「LL一しい翻訳」が

要求 され、この世界では翻訳 ソフ トは 一・部ツール と

して利用 され るものの、ほ とん どは人手 による翻訳

で実行 されています。 しか し、我 々が抱 えてい る問

題には、この対極の 中間 に位置す るものが 多数 あ り

ます。た とえば、先の 「中国特許検 索 ・サー ビス」で

の場 面を考 えてみ ま しょ う。ユーザは、まず探 した

い もの を逃 さない よ うに大 きな網 で検索 をか けま

す。当然 、多数の該 当す る特許 が存在 します(た と

えば1000件 とか)。 その中か ら、本 当に 自分たちの

注 目す る特 許を探 さなけれ ばな りません(た とえば

10件 とか)。 ここで最初 に見つ けた1000件 を 全部

翻訳 させれ ば、大変 な費用 がか か ります。そ こで、

最初 の1000件 に 対 し、検 索結果 を、機械 翻訳結果

もあわせ て表示す るよ うに してお けば、機械翻 訳の

精度 に 問題 は ある もの の、ユー ザの求 め る特許 に

「まった く関係 がな さそ うな ものを捨 てる」とい う

役 には立ちます。この時点で、最初 の1000件 が115

の200件 に なるな ら、それは コス ト的に大いに助 か

ります。次は残 る200件 に 対 し、ある程度 、精査 し

ていかなけれ ばな りませ ん。それ をや るために、「全

文翻訳」の必要はな く、「抄録翻訳」の範囲で選別は

可能 で しょう。 そ して、 この 「抄録翻訳」の 目的は、

「選別」す ることにあって、 「99%正 しい翻 訳ではな

い」な らば、何 も専門分野の専門知識 を持 った翻訳

者が要求 され るわけで もあ りませ ん。この範囲であ

れ ば、専門用語 を充実 させて機械翻訳 を利用 し、そ

の結果 を参考 に しな が ら入間 が翻訳 をす るこ とに

よって、時間的に もコス ト的に も安 くr_げ る工夫 も

成 り立ちます。ユーザはその 「抄録翻訳」の結果を見

て、 「自分 たちの注 目す る特許」 を見つけます(た

とえば、20件 とか)。 そ こで初めて この20件 を全

文翻 訳すれ ばよいで しょう。

 そ の ときは、 かな り正確 な翻 訳が 要求 され るの

で、専門的な知識 も要求 され るで しょう。 これ は、

従来の 人 手翻訳 の コス トがか か るこ とはやむ を得

ませ ん、

 このプ ロセスを見て も分 かるよ うに、最終結果 を

求め るまで に要 求 され る 「翻 訳の質 」はかな り異な
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ってお ります。 この途 中段 階 には、 「翻訳 ソフ ト」

や 「辞書」が役 に立つ場 面は、多数残 され てい ると思

われ ます。当然、それ な りの 「カ スタマイ ズ」は要求

され るで しょ うが。 ここに、今後 の 「翻 訳 ソリュー

シ ョン」の新 しいモデ ルの考 え方が含 まれ ている と

我 々は考えてお ります。このため には、我々 メーカ

ー側 は
、もっ ともっとユーザに近づいていかなけれ

ばな らない と思 い ます。

 「翻訳 ツール」の 「利用技術」について

  初 めての 商用翻訳 ソフ トが世の 中に出 て、20

年 以 ヒがた ちました。弊社 も初 めて翻訳 ソフ トを世

に出 して、18年 た ちま した。 その間に、1一数同バ

ー ジ ョンア ップ を繰 り返 して、改良 を重ねて きてお

ります。特 に翻 訳エ ンジンに関 しては、毎回何 らか

の手 を加 えて、改良 を重ねてお ります。 しか し、正

直、ユーザの視 点に立った場 合、翻訳エ ンジンの改

良が果た して効果的 と思われ るか ど うか、疑 問にな

ることが あ ります。もちろん 、これ は、もはや翻訳

エ ンジンの改 良は意味 をなさない 、とF=コっているの

ではあ りませ ん。そ うではな く、エンジンの改良 と

並行 して、もっ と別の効果的なアプ ローチを必要 と

しているのではないか とい うこ とです、、分野を しぼ

る 「分野特 化型」とい うアプ ローチ はひ とつ の有力

な方法 と考えてお ります。「分野」は、狭ければ狭い

ほ ど有効で しょ う。「一企業 」に特化す るの も有力で

しょ う。辞 詩の問題 に しても、現在の レベルで1一分

か とい えば、まった く不十分だ とも言えます。特定

専 門分野 の適 訳が 出ない とい うの も頻繁 に見受 け

られ ます。辞書の訳語 を どのよ うに充実 させ てい く

か とい うのは、今後 も大 きい課題 です。メー カー側

か らすべ て提供 できるわけもないの で、それ では ど

の よ うにユーザ側 か らそ の知識 を受 けて吸収 して

い く仕組 みを作るかは重要 なテーマ です。また 、イ

ンター ネ ッ トか らの検 索が広 く全 世界か ら求 め ら

れ るよ うにな って きてい る現代で、「検 索」とか らめ

て 「翻訳」を見た場合、言語横断検索での辞書の有様

や、概 要把握 に とって全 文の機械翻訳結果 よ り有効

な翻訳表示の仕方な ど、今後検討 しなければな らな

い課題 もた くさん残 されてい ます。

 こ うした気づいてい る課題 も数 多くあ ります が、

ま だ我 々が気 づい ていない 課題 もた くさん ある と

思われ ます。それ は、ユーザの抱 えてい る問題に近

づいてい くことで、もっと明 らかになってい くので

はないか、と我 々は考えてお ります。そ こか らまた

新 しい 「翻訳ツー ル」の利用の仕方が 発見されて く

るのではないか と期待 して、我 々はユーザに近づい

てい こ うと決意 してお ります。
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J'L

           計算機支援による空の安全管理システム

株式会社 日本航空

    寺田 昭

1.は じめに

 交通機 関の安 全、食の安全、医療の安全等、社会全

体で安 全で安心なサー ビスが求 められてい る。安全 と

は、サー ビスを提供す る側がisら な ければな らない最

低 限の安 全性 を保 って いることであ り、安心 とは、サ

ー ビスを提供 され る側
、例 えば、お客様や消費者が安

心できる状態 である。 したが って、安全だけ を提供す

るのは、サー ビスを提供す る側の論理であ り、安全で

安心 なサー ビスを提供 しない よ うな企 業 ・組織は社会

か ら批判 を浴び、その 姿勢 を改 めな ければ、存続 さえ

認め られ な くなって きてい る,し か しなが ら、現実社

会では、原因究明 よ りも犯 人探 しを行 うよ うな懲 罰主

義 、安 全よ りも利益 を追求す るよ うな利益優 先主義、

問題 が起 こって もそれ を隠蔽す るよ うな隠蔽 主義 、問

題 の原因 を根本か ら追求 しないパ ッチ充ての対策にみ

られ るよ うに、安全 ・安心な ヒ壌は、未だに未成 熟で

ある。

 これ まで安 全であ ると思われ てきたシステムで も、

潜在す る不安全 要素が現れ 、危険な状態 になる ことが

ある。

 トラブルの 要因を調べてみる と、トラブルの 中には、

前 もって何 らかの兆候 があ り、警告がな され ていた も

のや、過 去に同種の トラブルが起こっていた ものが多

く存在す る、、したがって、そのよ うな情報 を利用す る

ことに より、 トラブルが起 こる前に未然 に防 止で きる

ことが 可能になる。

 本 稿では、航 空分野 に於 いて 、計算機支援 によ り、

トラブル情報 を大量に蓄積 したテ キス トか ら、不安全

要素を発見 し、安 全対策 を行 うr法 について述べ る。

 ボ ーイング社の統 計によると、1970年 代 半ばまで減

少 していた航空機の事故率は、それ以降あ ま り低 ドし

ていない。航空機の出現後、初期の頃は、ハー ドウェ

アの発達 ・改 良によ り事故率 が大幅 に減少 した が、 ソ

フ トウェア に起因す る事 故率 は、 あま り減少 してい な

い。そ の原因の約6割 は、人的 要因にあると云われ て

い る。

 人的要因 をSHEI.モ デ ル で説明 したのが図1で あるが、

人(Liveware)を 中心 に、ハー ドウェア(Hardware)、 環

境(Environment)、 ソ フ トウ ェ ア(Software)、 人

(Liveware)が 関 係 してお り、その関係か らエ ラーが発

生す ることを表示 してい る。エ ラーの要因 と して、人

頗

練

手

細酬

バーh'ウェア

機雅のデザイン

ソフhウェア

人的要因

耀壇

化

織

文

観
 

図1.SHELモ デ ル

とハー ドウェアでは機器 のデ ザイン、人 と環境 では文

化 ・組織 、人 とソフ トウェアでは手順 ・訓練 、人単独

または人 と人では人 的要因があるこ とを表 している。

そ して、人 とそれぞれ とのイ ンター フェー スが うま く

いかない場合 にエ ラーが発生す る。

 トラブル の影響度 を考える と、事故、イ ンシデ ン ト

(軽微 な事故)、 ヒヤ リハ ッ ト(異 常)に 分 け られ る。ハ

イ ン リッヒの法則に よると、1つ の事故の背後 にその

29倍 のイ ンシデ ン トが あ り、更にその300倍 の ヒヤ リ

ハ ッ トが存在す ると云われてい る。
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 事 故 お よびインシデ ン トにつ いては、その原 因が国

の事 故調 査委員会 等で詳細 に徹底 的に調査 され る。 そ

れに基づいた対策 は、同種 の事故を起 こさないための

ものであ り、Re-active(対 症 療法的)な 安全対策 と呼ば

れてい る。 この対策は、同種の事故の防止には役 立っ

が、それ 以外の ものについては、あま り役 立たない。

Re-activeな 安 全対策の問題点は、事例の数が少ない

た め、将来起 こ りうる トラブル を網羅で きず、また、

対策立案 に時間が掛か る点であ る。

 一 方、Pro-active(予 防 的)な 安全対策は、事故 に至

らなか った ヒヤ リハ ッ トの事例か ら、その要因 を分析

して 、事故の芽 を事前 に摘み取 る手法で ある。その背

景 として は、事故 、イ ンシデ ン ト、ヒヤ リハ ッ トには、

通常 、複数 の要因が関係 してお り、個 々の要 因には、

共通 のものが存在 しているか らである。

 図2は 、エ ラーを氷 山表示 した もので、水 面に出て

いるのが事故 のみ で、それ 以外 の膨 大な数 のインシデ

ン ト、 ヒヤ リハ ッ トが水面下に隠れ ている様子 を示 し

てい る。図2か ら、事故の要因A,B, C, Dの 中 で要因

Aは 、イ ンシデ ン トに も、 ヒヤ リハ ッ トに も出現 して

い ることが分か る。 したがって、 ヒヤ リハ ッ トか ら ト

ラブルの要因 を抽出 して、それ を潰 してい くことに よ

り、事故の要因を未 然に潰 してい くことが可能 になる。

 (株)日 本航 空は、(株)富 士通研究所 、東京大学 中川

研究室 と共 同で計算機 による リスク ・マネー ジメン ト

の研 究を行 っているが、そ の成果お よび安全管理 シス

テムの中での利用 法について報告す る。 なお 、テ キス

トマイニングの ソフ トウェアは、(株)富 士通研究所 で

開発 した ものを使 用 している。
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2.安 全 管理 システ ム

 日本航空社内で行 って いるPro-activeな 安 全管理

システ ム(Safety Management System)に つ いて説 明す

る。安全管理 システ ムは、正確なデー タに基づ く情 報

か らリスクを予想 し、事前に対策をたてるものである。

図3に 示す よ うに、デー タ収集、デー タ解析、 リス ク

評価 、予防対策 の策定 、予防対策 の実行 とい うPDCA

サ イ クルがその 中心 をな して いる。現在、 これ らの各

ステ ップの運用 は全 て人手(専 門の解析者)で 行われ て

いるが、計算機支援 とい う観点 か ら、それぞれのステ

ップを見て いくこ ととす る。

2.1デ ー タ収集

 デ ータは、主に トラブル を経験 した人が提 出す る レ

ポー トを使用 している。 レポー トには、天気等 の定型

項 目とテキス トでの 自由記述 の非定型項 目か ら構成 さ

れ る。 テキス ト情報 は、 タイ トルお よび本 文か らなっ

てお り、タイ トルには、事例の概 要、本文には、そ の
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図3,安 全 管理 システム
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詳細な状況、対策等が記述されている。

 レポー トの収集面か らは、レポー トを提出した人に

不利益が及ばないような制度の構築が必要である。つ

まり、提出者のプライバシーの保護や提出することに

より不利益の及ばない非懲罰制度の導入である。

 提 出者の負担 を少な くするために、 レポー トの記

入・提出をIT化 す る入力支援システムや レポー トを安

図2. エ ラ ー の氷 山表示
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全に送信 できるよ うなセ キュ リテ ィー ・システム も考

慮す る必要がある,

 さ らに、 ヒヤ リハ ッ トに もな らない よ うな通常の状

態 か らの少 しの逸脱 を飛行中のデ ジタル ・デー タの中

か ら拾 い、実際 に運航に携わ っていた運航 乗務員にそ

の時 の状況 をインタ ビュー した内容をテキス トにま と

め た もの も利 川 して い る 、、 こ の デ ー タ を 社 内 で

FDM(riight Data Monitoring)1と 呼 んでい るが、この

FDMデ ー タの 占める領域は、 ヒヤ リハ ッ トに も至 らな

い潜在的な危険 要素が含 まれてい るとい う意味で、図

2の ヒヤ リハ ッ トの 更に ドの大きな領域 である。 この

よ うな通常状態か らの少 しの逸 脱か ら トラブルの潜在

要因 を特定す る安全対策は、Predictive(∫ ・見的)な 安

全対策 と呼ばれてい る、,

2.2デ ー タ分析

 デ ー タ分析は、現在、全て、人間の経験 と記憶 に頼

って行われているが、デー タの分析 部分 は計算機の得

意な部分であ り、この部分 を計算機 支援 によ り行い、

却 彗㌃のデー タか らの傾 向分析 、要因分析 を行 うことが

可能 となってきている、、ilに 本 文部分のテ キス トを対

象 としているが、 自由記述型のテ キス トには、 これま

で分析 者が気付 かなか った よ うな 「気付 き」情報や ト

ラブルの要因が含まれ てお り、定型情報では得 られな

いよ うな貴 重な情 報が 含まれてい る。収集 されたデー

タ量が膨 大になってくると、人間が分析す るには限界

があ り、計算機の利川価li白:の大 きな部分であ る、,した

がって、その よ うな情報をテキ ス トマイニン グ技 術に

よ り大量のテ キス トか ら獲得す る。 そ して、計算機 の

分析結果 を人間が判断 し利 川す る形になる,

 デ ー タ分析は、 どの ような 事例が発生 しているのか

の傾向を 見る傾向分析 、`掛列の発生原因 は何か を探 る

要因分析の2つ に大き く分け られ る。

 支ず、傾 向分析 によ り、機種別 ・空港別の特徴、時

系列的な変化傾 向な ど不具合 劉列発生の全体的な傾向

を掴 む ことによ り、 どのよ うな 事象 に注 目すべ きかを

1  -PIXこFOQA(Flight Operationa】 Quality

Assurance)と 呼 ば れ て い る 。

決定す る。次 に、要因分析では、注 目すべ き事象につ

き、人的エ ラー とそれ を誘発 した 要因に注 目す る.ト

ラブル事例では、原 因一現象 とい う因果関係に注 目す る

ことが重要であ る。 しか しなが ら、安全対策では、事

例の原因一現象 を発見す るだけでは不 十一分で、その事例

について、何故発生 したかを突 き詰めて、真の要因は

何かを発見 し、そ の防止策 をたてる ことが重要である。

 例 え ば 、 「T/0(Takeoff)FLAP忘 れ 」 が 原 因 で

「RTO(Rejected Takeoff:離 陸 中iの 」とい う現象が発

生 した場合 を考 えてみ る。 「RTO」 の 原因 と して 「T/O

FLAP忘 れ 」を発見す るだけでは不f分 である。つ ま り、

「RTO」を防止す るための対策 と して、その原 因である

「T/OFLAP忘 れ 」を しない ように と教育 して も、精神

論 的に 「失敗す るな」 と云 うだけで、根本 要因を掴 ん

でいないので、効果 は少ない.な ぜ 、「T/OFLAP忘 れ 」

を したのかの要因を探 るこ とが必 要で、そ び)内容 を見

てみ る と、「通 常操 作を行わなかった」、「チェ ック リス

トで見逃 した」 とい うよ うなエ ラーが 見えてくる、,さ

らに、そ のエ ラーが なぜ起 こったかの 要因 を考 察す る

と、「T/OFLAPを セ ッ トす る時点 でATC(航 空 管制機 関)

との交信が あ り、複数の タスクが 重複 した」 とい うよ

うな要因が 見えて くる。

 そ して、 同種エ ラーについての要因 を複数の レポー

トか ら集め ることに よ り、少数の レポー トでは記載 さ

れていない よ うな要因 も補完 され、個 々のエ ラーに ど

の よ うな要因が 多く関係 してい るかが分か り、エ ラー

の防止策を策定す ることがで きる よ うにな る。

 以 上の ような分析 は、現在 の技 術水準では、エラー

や その要因の抽 出を完全に 自動化できない。 人間が行

う分析 を計算機 が支援す る形 になる。 したがって、計

算機 の分析結果 をグラフ、図解化 して人間が理解 しや

す いよ うに表示す る 可視化技術お よび様 々な角度 か ら

分析 できるよ うな機能 を備 えているこ とが 重要 である。

2.3リ ス ク評価

 企 業の経済的、物理的 な理 由か ら、全ての リスクを

一度 に排除す ることはで きない
。 したが って、 どの よ
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うな トラブルから対策を・k案するかの優先順位を付け

なければならない。優先順位は、 トラブルの発生頻度

と影響度を勘案して付ける。 もちろん、影響度が非常

に大きなものでは、対策案を作成する前に運航停止に

するようなものもある。

2.4予 防 対策の策定

 第2.3節 の ステ ップで選択 され た項 目につ いて、予

防対策 を策 定す る。

2.5予 防 対策 の実施

 予 防対策 を実施す るが、その方法は、車なる情報 の

提供のみの もの、定期 訓練 ・教育に取 り人れ 、Procedure

を定 着 させる もの まである。 定期訓練 に取 り入れた場

合には、全員が受講す るまでに1年 間掛か る欠点があ

るので、対策の 中で重要な ものは、最初に情報を提供

し、その後、訓練 に取 り入れ るよ うなハイブ リッ ドな

手法 が多 く用 い られてい る。

キー ワー ドをランキング して、値の 大きなもののみ を

使用す る。特徴 キー ワー ドの分離 は、特徴 キー ワー ド

問の関連度 グラフを共起 関係 によ り作成す ることによ

り行 う(図4参 照)。
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3.要 素 技術

 第2.2節 で 述べたデータ分析 を計算機 で行 うための

要素技術 について述べ る。

3.1テ キ ス トマイニ ング技術

 汎 用のテ キス トマイニ ング技術 を使用す るが、因果

関係 を抽 出す るた めのルールの付加や レポー トの 内容

を代表す るよ うなキー ワー ドを抽 出す るた めに分野 に

特化 したチューンア ップが必要である。

 本 稿 で使 用す る手法を以 下に紹介す る[2]、 最 初 に、

文書全体を クラスタ リングする。 クラス タの中には、

複数の話題が含まれ る場合があ り、それ ぞれの話題に

関す るキー ワー ドが混在 し解釈が困難な場合や、複数

のクラスタに含 まれ る話題が抽 出漏れ になる場合が あ

る。 した がって、クラスタの中身 を表す キー ワー ドを

話題 毎に分割 して、分析者 に提示す る必 要がある。 そ

の ようなキーワー ドを特徴 キー ワー ドと呼ぶ こ とにす

る。 特徴 キー ワー ドの値 は、 クラスタ と正の相関関係

にあるキー ワー ドの κ2値 を κ2検 定に より求め、 クラ

ス タ内の出現頻度 との積に よ り求め る。 そ して、特徴

図4. 関 連 度 グラフ

3.2本 文 参照機能

 注 目す る場所(エ ラー 、要因な ど)の 詳細 について、

分析者 が本 文を簡 単に参 照できるよ うな機能や、キー

となる語句の前後に よく出現する表現 を参照で きるよ

う な 機 能 も 必 要 で あ る 。 後 者 に つ い て は 、

PortableKiwi[6]を 使 川 している、、 PortableKiwiは 、

対象 と してい るコーパ スに対 して、あ る言語表現を入

力す る と、そ の前後に現れ る適 当な長 さの 文字列[1]

の うち、頻度の 高い もの か ら順 に表示す る用f動験 索 シ

ステムである。

3.3同 義語 の同定

 航 空分野では、名詞 の同義 語が多数使用 されてい る、、

例 えば、 「トラブル」 を 「Trouble」 や 「TRBL」 な どと

表現 してい る。 したが って、 これ らの同義 語を同定す

るための辞書の構築が必 要で ある。我 々は、現在、計

算機 による同義 語辞 菩作成 支援 システ ムを開発 してい

る[4][5]。

 更 に、名 詞だけではな く、幅広い表現か ら同義な も

のを同定す る必要がある、例 えば、「バー ドス トライ ク」

と 「鳥が航 空機 に衝突 した」な どである、,

3.4因 果 関係の抽出

 第2節 で述べた よ うに、 トラブル の分析には、因果
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関係およびその要因の抽出が重要である。因果関係は、

「による」などの因果関係を表す表層表現の前後を抽

出 したり、文の前後関係や時間関係などから抽出する

方法がある、,現段階の技術では、因果関係と要因を直

接結びつけることは難しい、,

4.計 算機 に よるデー タ分析 実験

 本節 では、航空安 全 レポー ト6,43`L件 を 分析対象 と

した実験結 果について述べ る[3]。

4.1因 果 関係 の抽 出

 因 果関係の 表現は、本 文部分にはキー となるよ うな

明示的な 表現は少な く、その詳細度 も異なっている。

 ・方、 タイ トル部分には、因果関係が 明示的 に表現 さ

れてい る場合が多 く、その詳細度 もほぼ揃 って いる。

したが って、 タイ トルか ら因 果関係 を、本文か らその

要因 となる ような特徴 キー ワー ドを抽出す ることに し

た,,こ の処理 では、因果関係 とその 要因は、直接、結

びつかないが、因果 関係の 中で注 目すべ きものについ

て、特徴 キー ワー ドマ ップ を描 くことに よ り、その要

因が読み取れ るよ うに してい る。

 因 果関係の抽出には、表層的な表現の 「に よる」、「た

め」、「DUI?TO」 の3つ の表現を基本 として、そのバ リ

エー シ ョンを考慮 してルールを作成 した。 その結果 、

全体の約 半数の3,562の レポー トか ら因果 関係 を抽 出

で きた,更 に、同義 語 リス トを使用 して、現象 を統合

す ることに より、現象 の異な り数は、791に な った(例

えば、 「1)ELAY」を 「遅延」に 誌い換 えるな ど)。

現象と原因の因果関係を

ネットワーク図として表示
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4.2因 果 関係 の分析

 抽 出 した因果関係の ネ ッ トワー ク表現を図5に 示す。

分 か りやす いよ うに、原因を☆印、現象を★印で表 し

て いる,、

図5.因 果 関係 ネ ッ トワー ク

 図5か ら、 レポー トに出現 した因果関係 全体を{府鰍

でき、そ の中か ら、「ATB(空 中 引き返 し)」、「RTO」、 「出

発遅延」 とい うよ うな運航 に大 きな影響 を 与えて いる

共通原因が 「BIRD STRIKE」 で ある と特 定できるD

 図6は 、抽 出 した原因 を空港別 に集計 した割合 グラ

フで ある。 この図か ら、羽 田、福岡に 「BIRI)STRIKE」

が 多い ことが読み取れ る。

 図5、 図6は 、それぞれ傾 向分析 を行 ってい るが、

図5で は原 因一現象 に注 目し、図6で は原 因に注 目 した

分析 になっている。 このよ うに、分析 者が さま ざまな

切 り口か ら分析 をできるこ とが重要である。

図7は 、「BIRD STRIKE」 が 発生 した98事 例 について特

徴 キー ワー ドマ ップを描 いたもので ある、、図7か ら、
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「BIRD STRIKE」 は 、一羽 の大型 の鳥(カ ラスや トンビ)

に よる もの、小型 の鳥(鳩 な ど)の 群れ による もの とい

う2つ の発生パ ター ンが あるこ とが読み取れ る。また、

もう1つ のクラスタは、 「BIRD STRIKE」 発 生後 の機 体

検 査に関す る ものである。

5.ま とめ

 本 稿 では、航 空分野の安全 レポー トを使 用 して事 故

が起 こる前に未然 にその 要因 を摘み 取 るPro-active

な 安全 対策を計算機 支援 に より行 う 乎法について述べ

た。

 今 後、解 決 しなければな らない課題 は多いが、分析

実験結果に見 られ るよ うに、現段階で も興味深い結果

が得 られてい る。

 現 在、経 済産業省の情報大航海 プ ロジェク トに より、

よ り大量のデー タを使用 した実証実験 、技術開発 を行

ってお り、 良い成果 が得 られ 、 日本航空社 内だ けで な

く、広 く社会 の安全 ・安心 のモデル ・サー ビスを提供

できるこ とを期待 している。 尚、本稿 の内容 は、情報

大航海 プロジェク ト以 前の成果 である。

 今 後 の課題 として、以 下が挙げ られ る。

● レポー トか ら トラブル の要因 を抽 出す る手法 を

  紹 介 したが、トラブルに遭遇 して もレポー トを提

  出す るか ど うかは、当事者 に委ね られて いる。し

  た がって、安全意識 を向Lさ せ て、レポー ト提出

  の 意義を理解 させ る ような努力が企業 ・組 織に必

・

・

●

・

要 である。第2.1節 で 述べた ように、提 出者の非

懲罰 、プ ライバ シーの保護 の確 ・ヱが必 要である、、

さらに、提 出者に よりレボー トの記載内容の詳細

度 が異 なるので、必要なアイテム、例 えば、昼夜

の区別 がTt要 であれ ば、それ を定)Fil項目にく._,める

等 の改 善が必要である。 また、1'1)Mデー タに見ら

れ るよ うに飛行 デー タに閾値 を:fLnXけ、その値か ら

逸脱 した飛行 につ いて のデー タを収 集す る こと

によ り、ヒヤ リハ ッ トよりも裾 野の広いデー タを

収集 でき、閾値 を超 えたデー タを全て収集 してい

るので、統 計的解析 に向いたデー タが収集で きる、、

因果関係 とそれ に関係 したエ ラー、要因を 自動

的に関連 付け て抽 出 で きるよ うな技術の 開 発が

必要である。

本稿 で述 べた ア法は、航空分野だけではな く、幅

広 く他 の分野に適川でき るもの と思 われ る。分野

に関係 な くtt:通の 部分、分野別にチュー ンア ッフ

すべき部分を区別 し、移植性 の よい ものを構築 し、

他 の分野で も実験 してみ る必 要がある。

日本語のテキス トを対照 と したが、他 のt-a語 で も

同様な分析 を行 う必 要があ る、,例えば、米国では、

ASRS(Aviation Safety Reporting System)と い う

レポー トシステ ムが あ り、大量のデー タが蓄積 さ

れてい る。ヒューマ ンエ ラーは,㌃語 に関係な くtt:

通 の もの と考えられ るの で、他 言語での分析 を行

うこ とで、より多くの ヒヤ リハ ッ ト情 報を利用 ・

共有できるよ うになる。

テ キス ト情 報を対照 としたが、テキス ト以外のマ

ル チメデ ィア情 報の利川 についても、今後、考慮

してい く必要がある、,
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Abstract

This paper describes a tool for multi-lingual
WordNet construction, called KUI(Knowl-
edge Unifying Initiator), which is a knowl-
edge user interface for online collaborative
knowledge construction. KUI is a sort of so-
cial networking system that unifies the vari-
ous discussions following the process of
thinking model, i.e. initiating the topic of in-
terest, collecting the opinions to the selected
topics, localizing the opinions through the
translation or customization and finally post-
ing for public hearing to conceptualize the
knowledge. The process of thinking is done
under the selectional preference simulated by
voting mechanism in the case that there are
many alternatives. By monitoring the history
of participation of each member, KUI adap-
tively manages the reliability of each mem-
ber's opinion and vote according to the esti-
mated ExpertScore. As a result, the multi-
lingual WordNet can be created online and

produce a reliable result.

Introduction

The constructions of the WordNet(Fellbaum,1998)
for languages can be varied according to the availabil-
ity of the language resources. Some were developed
from scratch, and some were developed from the
combination of various existing lexical resources.
Spanish and Catalan Wordnets',for instance, are
automatically constructed using hyponym relation,
monolingual dictionary, bilingual dictionary and tax-
onomy(Atserias et al.,1997). Italian WordNet

(Magnini et al.,1994)is semi-automatically con-
strutted from definition in monolingual dictionary,
bilingual dictionary, and WordNet glosses. Hungarian
WordNet uses bilingual dictionary, mono-lingual ex-

planatory dictionary, and Hungarian thesaurus in the
construction(Proszeky et al.,2002), etc.
  Atool to facilitate the construction is one of the
important issues related to the WordNet construction.
Some of the previous efforts were spent for develop-
ing the tools such as Polaris(Louw,1998), the editing
and browsing for EuroWordNet, and VisDic(Horak et
al.,2004), the XML based Multilingual WordNet

browsing and editing tool developed by Czech Word-

Net team. To facilitate an online collaborative devel-
opment and annotate a reliability score to the proposed

word entries, we, therefore, proposed KUI(Knowl-
edge Unifying Initiator)to be a Knowledge User[nter-

face(KUI)for online collaborative construction of
multi-lingual WordNet. KUI facilitates online com-

munity in developing and discussing multi-lingual
WordNet. KUI is a sort of social networking system
that unifies the various discussions following the

process of thinking model, i.e. initiating the topic of
interest, collecting the opinions to the selected topics,

localizing the opinions through the translation or cus-
tomization and finally posting for public hearing to

conceptualize the knowledge. The process of thinking
is done under the selectional preference simulated by

voting mechanism in the case that there are many al-
ternatwes.

  This paper illustrates an online tool to facilitate the
multi-lingual WordNet construction by using the ex-
fisting resources having only English equivalents and
the lexical synonyms. Since the system is opened for
online contribution, we need a mechanism to inform
the reliability of the result. We introduce ExperlScore
which can be estimated from the history ofthe partici-

patios of each member. The weight of each vote and
opinion will be determined by the ExpertScore. The
result will then be ranked according to this score to
show the reliability ofthe opinion.

  The rest of this paper is organized as follows:Sec-
tion 2 describes the process of managing the knowl-
edge. Section 3 explains the design of KUI for Col-
laborative resource development. Section 4 provides
some examples of KUI for WordNet construction.
And Section s concludes our work.

2 Process of Knowledge Development

Athought is dynamically formed up by a trigger

which can be an interest from inside or a proposed

topic from outside. However, know且edge can be

formed up from the thought only when managed in an

appropriate way. Since we are considering the knowl-

edge of a community, we can consider the knowledge

that is formed by a community in the following man-

ner.

●1

2

3

lhttp:〃www
.lsi.upc.edu1～nlp1

Knowledge is managed by the knowledge us-

ers

Knowledge is dynamically changed

Knowledge is developed in an individual man-

ner or a community manner
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            11be posted to draw the intention from
the participants. The selected topics will then be fur-
ther discussed in the appropriate step.

  2. Opinion
  The selected topic is posted to call for opinions
from the participants in this step. Opinion poll is con-
ducted to get the population of each opinion. The re-
suit of the opinion poll provides the variety of opin-
ions that reflects the current thought of the communi-
ties together with the consensus to the opinions.
  3. Localization
  Translation is the straightforward implementation
of the localization. Collaborative translation helps
producing the knowledge in multiple languages in the
most efficient way.

  4. Public-Hearing
  The result of discussion will be revised and con-
firmed by gathering the opinions to the final draft of

proposal.

  Figure l shows the process of how knowledge is
developed within a community. Starting from posting
'Topic of Interest', participants express their supports

  4. Knowledge is both explicit and tacit
  The environment of online community can success-
fully serve the requirement ofknowledge management.
Under the environment, the knowledge should be

grouped up and narrowed down into a specific domain
for each group. The domain specific group can then be
managed to generate a concrete knowledge after re-
ceiving the consensus from the participants at any
moment.

  Open Source software development is a model for
open collaboration in the domain of software devel-
opment. The openness of the development process has
successfully established a largest software community
that shares their development and using experience.
The activities are dedicated to the domain of software
knowledge development. SourceForge`is a platform
for project based Open Source software development.
Open Source software developers deploy Source-
Forge net to announce their initiation, to call for par-
ticipation, to distribute their works and to receive
feedbacks concerning their proposed software. Devel-
opers and users are actively using SourceForge.net to
communicate with each other.

  Adopting the concept of Open Source software de-
velopment, we will possibly be able to develop a
framework for domain specific knowledge develop-
ment under the open community environment. Sharing
and collaboration are the considerable features of the
framework. The knowledge will be finally shared
among the communities by receiving the consensus
from the participants in each step. To facilitate the
knowledge development, we deliberate the process
into 4 steps.

  1. Topic of interest
  The topic wi

by casting a vote. Upon a threshold the'Topic of In-
terest'is selected for conducting a poll on'Opinion', or
introducing to the community by 'Localization', or

posting a draft for'Public-Hearing'to gather feedbacks
from the community.

Topic of

Interest

ぐ

Opinion

Localization

Public-

Hearing

Figure l Process of knowledge development

)
)

  The transition from'Opinion'to either'Localiza-

tion'or'Public-Hearing'occurs when the'Opinion'has

aconcrete view for implementation. The discussion in

'Localization'and'Public -Hearing'is however inter-

changeable due to purpose of implementation whether

to adopt the knowledge to the local community or to

get feedbacks from the community.

  The know且edge creating is managed in 4 different

categories corresponding to the stage of knowledge.

Each individual in the community casts a vote to rank

the appropriateness of solutions at each category. The

community can then form the community knowledge

under the'Selectional Preference'background. On the

other hand, the under-threshold solutions become

obsolete by nature ofthe'Selectional Preference'.

3

3.1

Knowledge User Interface for Knowledge
Unifying Initiative

What is KUI?

KUI is a GUI for knowledge engineering
, in other

words Knowledge User Interface(KU]). It provides a

web interface accessible for pre-registered members .

An online registration is offered to manage an account

by profiling the login participant in making contribu-

tion. A contributor can comfortably move around in

the virtual space from desk to desk to participate in a

particular task. A working desk can be a meeting place

for collaborative work that needs discussion through

the'Chat', or allow a contributor to work individually

by using the message slot to record each own com-

ment. The working space can be expanded by closing

the unnecessary frames so the contributor can concen-

trate on the task. All working topics can be statisti-

cally viewed through the provided tabs. These tabs

help contributors to understand KUI in the aspects of

the current status of contribution and the tasks. A

knowledge community can be formed and can effi-

ciently create the domain knowledge through the fea一

zhttp
://www.sourceforge.net/
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tures provided by KUI. These KUI features fulfill the

process of human thought to record the knowledge.
  KUI also provides a'KUI look up'function for
viewing the composed knowledge. It is equipped with
apowerful search and statistical browse in many as-

pects. Moreover, the'Chatlog'is provided to learn
about the intention of the knowledge composers. We
frequently want to know about the background of the

solution for better understanding or to remind us about
the decision, but we cannot find one. To avoid the

repetition of a mistake, we systematically provide the
'Chatlog'to keep the trace of discussion or the com -

ments to show the intention ofknowledge composers.

3.2 Feature of KUI

  ・  Poll-based Opinion or Public-Hearing

  Acontributor may choose to work individually by

posting an opinion e.g. localization, suggestion etc., or

join a discussion desk to conduct'Public-Hearing'with

others on the selected topic. The discussion can be

conducted via the provided'Chat'frame before con-

eluding an opinion. Any opinions or suggestions are

committed to voting. Opinions can be different but

majority votes will cast the belief of the community.

These features naturally realize the online collabora-

tive works to create the knowledge.

  ・  Individual or Group works

  Thought may be formed individually or though a

concentrated discussion. KU[facilitates a window for

submitting an opinion and another window for submit-

ting a chat message. Each suggestion can be cast

through the'Opinion'window marked with a degree of

its confidence. By working individually, comments to

asuggestion can be posted to mark its background to

make it better understanding. On the other hand, when

working as a group, discussions among the group par-

ticipants will be recorded. The discussion can be re-

sumed at any points to avoid the iterating words.

  ・  Record of Intention

  The intention of each opinion can be reminded by

the recorded comments or the trace of discussions.

Frequently, we have to discuss again and again on the

result that we have already agreed. Misinterpretation

of the previous decision is also frequently faced when

we do not record the background of decision. Record

of intention is therefore necessary in the process of

knowledge creation. The knowledge interpretation

also refers to the record of intention to obtain a better

understanding.

  ・   Selectional Preference

  Opinions can be differed from person to person de-

pending on the aspects of the problem. It is not always

necessary to say what is right and what is wrong. Each

opinion should be treated as a result of intelligent ac-

tivity. However, the majority accepted opinions are

preferred at the moment. Experiences could tell the

preference via vote casting. The dynamically vote

ranking will tell the selectional preference of the
community at the moment.

3.3 ExpertScore

KUI heavily depends on members'voting score to

produce a reliable result. Therefore, we introduce an
adjustable voting score to realize a self-organizing
system. Each member is initially provided a default
value of voting score equals to one. The voting score
is increased according to ExpertScore which is esti-
mated by the value of Expertise, Contribution, and
Continuity of the participation history of each member.
Expertise is a composite score of the accuracy ofopin-
ion and vote, as shown in Equation I.Contribution is
acomposite score of the ratio of opinion and vote

posting comparing to the total, as shown in Equation 2.
Continuity is a regressive function based on the as-
sumption that the absence of participation of a mem-
ber will gradually decrease its ExperlScore to one af-
ter a year(365 days)of the absence, as shown in
Equation 3.

         count(BestOpinion)                       +βExpertise=-X

count(Opinion)

count(Opinion)

`'θ〃〃1(β己～1'レ㌃)'(2)           
一・… (D

                                        …(2)(フ0〃〃幽ibu"θ〃=γ                          +p                            
cuunt(TolalVote)           coun!(TotalOpinion)

count(Vole)

('Ofli7'(レ'01e)

・・翻 ・一ト〔
,笥

Where,

    α+β+Y+ρ=1

Dis number ofrecent absent date(0<_D<365)

(3)

 As a result, the ExpertScore can be estimated by
Equation 4.

ExpertSc・re=〔1-〔
,訓

X

αc°unt(Best伽'°n). cnQ‐"nr(BeslV°te)

                 +p+y  
count(TotalOpinion)

count(Opinion)

 count(Opinion)

cnunl(Vote)

  counl(Vote)

(4)

ぐθ〃n'(To'G/Vo'(ノ)

  IfExperScore is less than one, it is reset to one. The
value of ExperScore is ranged between l to 365 ac-
cording to the accuracy and the rate ofcontribution of
each member. This means that reliable members are
rewarded better score for each vote. However, the
expertise of the member is decreased according to the
continuity of the participation. By means of the Ex-

pertScore, we can rank the opinions precisely and
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yield reliable results, especially for the results pro-
duced by an online community.

4 KUI for Multi-lingual WordNet Construction

There are some previous efforts in developing Word-

nets for Asian languages, e.g. Chinese, Japanese, Ko-

rean(Choi,2003),(Choi et al.,2004),(Kaji et al.,

2006),(KorLex,2006),(Huang,2007)and Hindi

(Hindi Wordnet,2007). The number of languages that

have been successfully developed their Wordnets is

Stl旧invited to some active research in this area. How-

ever, the extensive development of Wordnet in other

languages is important, not only to help in implement-

ing NLP applications in each language, but also in

inter-linking Wordnets of different languages to de-

velop multi-lingual applications to overcome the lan-

guage barrier.

  We adopt the proposed criteria for automatic synset

assignment for Asian languages which has limited

language resources. Based on the result from the

above synset assignment algorithm, we provide KUI

(Knowledge Unifying Initiator)(Sornlertlamvanich,

2006),(Sornlertlamvanich et al.,2007)to establish an

online collaborative work in refining the WorNets.

  KUI allows registered members including language

experts revise and vote for the synset assignment. The

system manages the synset assignment according to

the preferred score obtained from the revision process.

As a result, the community WordNets will be accom-

plished and exported into the original form of Word-

Net database. Via the synset ID assigned in the

WordNet, the system can generate a cross language

WordNet result. Through this effort, an initial version

ofAsian WordNet can be fulfilled.

  Table l shows a record of WordNet displayed for

translation in KUI interface. English entry together

with its part-of-speech, synset, and gloss are provided

ifexists. The members will examine the assigned lexi-

cal entry whether to vote for it or propose a new trans-

lation.
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  Figure 2川ustrates the translation page of KUI'. In

the working area, the login member can participate in

proposing a new translation or vote for the preferred
translation to revise the synset assignment. Statistics

of the progress as well as many useful functions such
as item search, record jump, chat, list of online par-

ticipants are also provided. KUI is actively facilitating
members in revising the Asian WordNet database.
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Figure 3 KUI Lookup page

Car

[Options]
POS:NOUN
Synset:auto, automobile, machine, motorcar

Gloss:amotor vehicle with four wheels;usually
ropelled by an internal combustion engine;

Table l A record ofWordNet

  Figure 3 illustrates the lookup page of KUL The re-
turned result of a keyword lookup is sorted according
to the best translated word of each language. The best
translated word is determined by the highest vote
score. As a result, the user can consult the WordNet to
obtain a list of equivalent words of the same sense
sorted by the languages. The ExpertScore provided in
KUI will help selecting the best translation of each
word.

5 Conclusion

KUI is a platform for composing knowledge in the

Open Source style. A contributor can naturally follow

the process of knowledge development that includes

3http://www
.tcllab.org/kui
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posting in'Topic of interest','Opinion','Localization'
and'Public-Hearing'. The posted items are committed
to voting within the community to perform the selec-
tional preference. The results will be ranked according
to the vote preference estimated by the ExpertScore
for the purpose of managing the multiple results.
'Chatlog'is kept to indicate the record of intention of

knowledge composers. A contributor may participate
KUI individually or join a discussion group to com-

pose the knowledge. We are expecting KUI to be a
Knowledge User Interface for composing the knowl-
edge in the Open Source style under the monitoring of
the community. The statistical-base visualized'KUI
look up'is also provided for the efficient consultation
of the knowledge. We introduce KUI for Asian
WordNet development. The EzpertScore efficiently
ranks the results especially in the case that there are
more than one equivalent.
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一
第17回 日本翻訳連盟 ・翻訳祭パネル デ ィスカッシ ョンの報告

     秋桜舎

代表 山本 ゆうじ

パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン の経 緯

 去 る2007年10月17日 に、 日本翻訳連盟(JTF)

が1催 す る第17回 翻訳祭が開かれ ま した。

 翻 訳祭の主な内容は2つ の講 演 とパネル デ ィス

カ ッシ ョンか ら構成 され てお り、私はパ ネル デ ィ

スカ ッシ ョンの司会を務 め させ て頂き ました。パネ

ル デ ィスカ ソシ ョンのテーマは 「ツール活用 で品

質 と効率の向r.を 両立す る」、副題が 「～翻 訳 ソフ

ト/翻 訳 メモ リー ワー クフローの現状 と未 来～」

とい うもので した。このテーマで これ だけの規模 の

デ ィスカ ッシ ョンが行 われ たの は、お そ らく世界で

も初めての画期的 なこ とだった と思 います。こ こに

その 内容 を簡 単に ご報告 させ て いただ きます(な

お、 この記事は音声入 力で執筆 して います)。

 参 加者 か らの注 目度は非常に高 く、お かげ さまで

翻 訳祭 は史L最 多数の入場者 とな ったそ うです。入

場 者数制 限に よ り当 日参加 で きなかった方 が多数

い らっ しゃった よ うで、大変恐縮 です。翻訳祭の様

fを すべて収録 したDVDが 、 JTFか ら発売 され ま

す〈http:〃www.jtfjp/〉 。 ご関心 のある方はそち らも

あわせて ご覧いただ くとよいか と思い ます。

 翻 訳業界につ いては な じみ がない 方 もい らっ し

ゃ ると思い ます ので、簡単 に経緯 を説明 します。こ

れ までの翻訳祭 で も、翻 訳 ソフ トや翻 訳メモ リー

ツールのブースが地 下の会場 で開かれ 、ここ数年 は

盛況をnし ていま した。 しか し、これ ら翻訳支援 ツ

ールは
、まだ翻訳者によって{一分活 用 され ている と

は言えないのが現状 です。 一部で は 「食わず嫌 い」

の根強 い偏 見も見られ ます。

 特 に方向性の異な る2つ の翻訳支援技術、翻訳 ソ

フ トと翻 訳メモ リー ツール を どの よ うに組 み合わ

せ てい くかが、今後の実務翻訳の業界で は非常 に重

●

●

●

●

●

要にな ります。そのために、今回 のテーマ が選 ばれ

たわ けです。

パ ネ リス ト紹 介

 パ ネ リス トと して、翻訳発注者、翻訳会社、個人

翻 訳者、翻訳支援 ツー ル メー カーのそれぞれの 立

場か ら、以 ドの方々に ご参 加いただ きま した。(順

不同)

・ 脇 田 早紀子氏(日 本 アイ ・ピー ・エム株式会社

  ナ シ ョナル ・ランゲージ ・サポー ト)

・ 塩 津 誠氏(富 士通株式会社 ソフ トウェア事業

  本 部 ミ ドル ウェア コンポーネ ン ト事業 部 プ

  ロジェク ト部長)

● 永島 和暢 氏(ラ イオンブ リッジ ジャパン株 式

  会 社 ソ リュー シ ョンズ アー キテク ト)

●

●

●

●

岡 野 徹 氏(SDLト ラ ドス ジ ャパ ンLSP

Business Manager)

柳 英 夫氏(株 式会社サ ン ・フ レアGMSソ リ

ュー シ ョン事業部 チーフ コンサル タン ト)

川 原 勝氏(株 式会社十 印 サポー トセ ンター 兼

エ ンジニア リング部 シニア マネー ジャ)

久 徳 省三氏(実 務翻訳者、JTF翻 訳 支援 ツー ル

委員長)

パ ネル デ ィスカ ッシ ョンの流れ

 パネル デ ィスカッションは、以下のような流れ

で行われました。

MTとTMに ついて概説

各社の翻訳支援ツールの紹介

論点の提示

ディスカッション

質疑応答

最初にMTとTMに ついて概説 したのは、参加者
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の背景が多様 であ り、また機械翻訳 と翻訳 メモ リー

の特性 について説明する必要があったためです。確

認 した ところ、今回の参加者のほ とん どは翻訳 メモ

リーを使 ってい ましたが、翻訳 ソフ トを使ってい る

人が非 常に少なかった ようです。

 特 に 「翻訳支援 と自動翻訳」の違いについて説明

を行いま した。翻訳 業界 では、機械翻訳に よる翻訳

支援については、残念なが らあ ま り理解 されてい ま

せ ん。 「機械 翻訳 とい えば 自動翻訳 」 とい う思い込

みが未 だに根強い ようです。 「自動翻訳 」では、「ボ

タンーつで ソフ トにお任せ 」であ るのに対 し、「翻

訳支援 」では 「予測不 可能 な翻訳 ソフ トを指定通 り

に動かす」 に動 かす とい う違 いがあ ります。 「翻訳

支援 と自動翻訳」の明確 に区別す るこ とによ り、翻

訳 ソフ トの役割 が はっ き りします。 これは っ ま り

「翻訳 ソフ トに何 をさせ るべ きで、何 をさせ るべ き

でないか」 とい うことで もあ ります。

さまざまな翻訳支援 ツール

 続いて各社の翻訳支援ツールの紹介 を行いまし

た。翻訳ソフ トは別に して、以下のようなツールが

あります。

翻訳メモ リー ツール

●

●

●

●

●

SDL Trados(SDL)

Logoport (LionBridge)

TransAssist(イ ン タ ー メ デ ィ ア)

Tratool(ロ ゼ ッ タ)

対 訳 君(MCL)

翻訳 ワー クフ ロー管理ツール

● Transit(シ ュ タ ー ル)

・ Idiom WorldServer (Idiom)

翻 訳 ソ フ ト ・翻 訳 メ モ リー 連 携 ソ リ ュ ー シ ョ ン

・ SATILA(秋 桜 舎)

 これ は網羅的 な リス トで はな く、あ くまで一一例 に

過 ぎ ませ ん。 便宜 的 に以 上の よ うに分類 しま した

が、翻訳 メモ リー ツールが翻訳 ワー クフ ロー 管理

ツール の役割 を含 んでいた り、その逆 であった りす

る こともあ ります。

MT・TM連 携 の2方 式

 この よ うに さま ざまな翻訳 支援 ツー ルが ある中

で、翻訳 ソフ トと翻訳 メモ リー ツール を連携 させ

るには、以 ドの よ うな2つ の 方式があ ります。

       _____ _曲

♂MT
・TM連 携 の2方 式

。間接変換方式

 ・事前に一括して機械翻

  訳した結果を、翻訳者
  に配布する方式。

・直接連携方式

 ・一文ごとに翻訳メモリと

  翻訳ソフトが連携する

  方式。連携ツールを使
  用する。

   _ノ

轟

響 餌
    憲遡 騰

[遮携ツール

1濫
k

  ・文ごとにやり取り

 従来の方式は間接変換方式であ り、翻訳者は翻訳

ソフ トの出力だけを受け取 ります,、この場合、翻訳

者は翻訳ソフ トを直接操作 しないため、翻訳者が翻

訳 ソフ トの操作を覚える必要がないとい う利点が

あります。ただし機械翻訳の過程に翻訳者が介入で

きないため、最初から十分にカスタマイズ ・調整さ

れた辞書を使わない限 り、きわめて完成度の低い出

力になります。また問題点が見つかっても、それを

次回の出力に反映させることができません。

 これに対 して直接連携方式では、翻訳者が翻訳 ソ

フ トを直接操作 します。翻訳ソフ トに任せ切 りにす

るのではありません。この場合翻訳者には高度な技

能が要求されます。しか し機械翻訳の過程に翻訳者

が直接介入し、問題点を修正してゆくことで、辞 菩

の完成度を高めてゆくことができます。私が秋桜舎

で開発しているSATILAは 、直接連携方式を採用 し

ています。最終的に間接変換方式を使 うとしても、

まずは直接連携方式により辞書の練成を行 うこと

で、結果を大きく改善できます。

パネル デ ィスカ ッシ ョンの論点

 このように議論の前提 となる基本事項を確認 し

た後で、パネル ディスカッションの論点を提示 し

ました。今回は、クライアン ト、翻訳会社、翻訳者

それぞれの立場か ら、以下の論点について議論 しま
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した0

現 状確認

・ 翻 訳 ソフ トとメモ リー は どこまで活用 され つ

  つ あるか

● 今 なぜ翻訳 ソフ トなのか

・ 翻 訳 ソフ トで解決で きる翻訳 業界の課題

今後

・ 翻 訳 ソフ ト導入の障害はなにか

. 翻 訳 ソフ トとどの よ うに組み合わせ るべ きか

キー ワー ド

 議 論 では以 ドの キー ワー ドを提示 しま した。

・ 高技能翻訳者

・ 翻 訳支援

●  「翻訳 者に とっての翻訳支援 とは」

● 用 語集

・ ユ ーザー辞 書

● 用 語管理者(タ ー ミノロジス ト)

論 点 ・現 状 確 認1

「翻 訳 ソ フ トとメ モ リー は ど こま で活 用 され

つ つ あ る か」

 ここか らが具体的 な論点です。 まず 、SDL Trados

の 岡野様か ら、企 業での翻 訳 ソフ トの実際 の活用例

を ご紹 介いただ きました。専門化 した役割 分担 、3

～5倍 程度の効率向r .の グラフな ど、具体例 として

非 常に興味深い もので した。この件 につ いては本誌

の別 記事で も扱われてい ますので、合 わせ てご参照

くだ さい、,

 続 いて久徳様か らも、ご 自身 で翻 訳 ソフ トを活用

した和 文英訳の場 合の効率 向r.を 表 とグラフで ご

紹 介いただ きま した。日数が経過 して辞 書が蓄積 さ

れ てい くにつれ効率 が上が る ことを具体的 な数 値

で示 され ま した。今後 もさ らにこの よ うな実例の紹

介 が増 えて くることで、翻訳 ソフ トの有用性が認識

され ることと思い ます。

 また 、翻訳 ソフ トの使 われ 方につ いて、富 士通の

塩津様か ら 「現状 では読み捨て翻訳に使われ ること

が 多いが、今後は 市場拡大のために翻訳者の方の意

見 も取 り入れてい きたい」との ご解説 ・ご意見を頂

きま した。

 IBMの 脇 田様 か らは 「翻訳 ソフ トには 関心 があ

り、実験を してい るがなかなか うまくゆかない。翻

訳 ソフ トに惑 わされ ないよ うに、翻 訳者の訓練 が必

要」 とい うご意見 を頂 きま した。

 サ ン ・フ レアの柳様か らは、 「現状 でも、翻訳 資

産 と して の翻訳 メモ リー を クライア ン トと共有す

るの に困難が ある。翻訳 ソフ トで も同 じよ うな問題

が予想 され るので、その解決が重要ではないか」と

ご指摘 を頂きま した。

 ラ イオンブ リッジの永 島様か らは、}三に ヨー ロッ

パ 言語間 での 、間接 変換 方式 での実例 を ご紹 介いた

だきま した。生産性 の向上については まだ評価 中 と

のこ とです。

 十 印の川原 様か らは、 「目に見 える翻訳 市場 以外

に も社 内 文書の翻 訳の ニー ズが あ り、人間の翻 訳 と

は違 った使 われ 方があ る」 との ご意見 を頂 きま し

た。

論点 ・現状確認2

「今 なぜ翻訳 ソフ トなのか」

 次の論点にっいては、まず久徳様から 「翻訳 ソフ

トは単にコス トダウンのためだけに使われ るもの

ではない。IT分野以外でもより合理的な取 り組みが

必要だ」 とのご意見を頂きました。

 脇田様からは 「誤訳、訳抜けのない、付加価値の

高い翻訳を行 うためにも翻訳 ソフ トを活用できる

はず」とご意見を頂きました。

 ここで、司会の立場から 「翻訳 ソフ トの利点」と

して以Fの ような点を挙げて、パネリス トの方のご

意見を伺いました。

● 自動適用による用語の正確さ ・効率化

・ 言い換え表現の蓄積一再利用と共用

  →教育的効果

・ 専門辞書の単語数

  →不適切な訳語はユーザー辞書でカバーする

 特に、翻訳メモ リーの文単位での翻訳知識の再利
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用に加 えて、以 下の よ うな意訳 フ レー ズの翻訳知識

を辞書 として蓄積 し、自動的 に共有 ・再利用で きる

ことを ご紹介 しま した。

● "in the same boat"→ 「同 じ よ う な 状 況 に あ る 」

●    ``be shuffled to the sidelines"→

  「指 を く わ え て 見 て い る 」

●  "fc)r one"→ 「た と え ば 」

● "take an active part"→ 「積 極 的 に 参 加 す る 」

 ま た 、 翻 訳 に か か わ る 立 場 の 違 い か ら 、 「翻 訳 支

援技術 はだれ の利 益になるこ とか」とい う問題提 起

を行 いま した。これ に対 して、柳様 か ら 「単な る語

数競争 でない付加価値 を生み 出す ことが 重要」との

ご意見を頂 きま した,,永 島様 か らは 「翻訳 メモ リー

が浸透 してきた よ うに、やがては翻訳 ソフ トを使 え

る技能が業界で必須になるか もしれ ない」との ご意

見を頂 きま した。岡野様 か らは 「用語集が 自分 で準

備 できな いメー カー に広 まるのは 難 しい のでは な

いか」 とい うご指摘 を頂 きま した。

 脇 田様 のご質問 に対 し、翻 訳 ソフ トの対訳エ デ ィ

タでの、適切 な訳語選択 のデモ をお 見せ しま した。

川原様 か らは 「(適切な訳語選択σ)ための)カ ス タ

マイズの費用 と労力はだれ が負担す るのか」とい う

ご質問を頂 きま した。これ に対 しては 「余分な労 力

が新たに発生す るのではな く、翻訳 工程全体 を見た

場合、翻訳 会社 がそ の労 力を負担 して も元は取れ る

だけの効率化 は 可能で ある」 とお答 え しま した、,

 さ らに、司会の 立場 か ら、よ り体 系的 な 「翻 訳L

学 」に向 けて 、以 ドの事項が重要になる とい うこと

を ご紹介 しました,,

■

●

●

合理的な方法論

個人プ レーではない、チー ムワー クと しての実

務翻訳

.用 語集

一 「実装 可能なス タイル ガイ ド」

翻訳資産 の共有 と再利用

論点 ・現状確認3

「翻訳 ソフ トで解決 で きる翻訳業界の課題 」

 紙数の関係 ヒ、以Fは 論点とrJ会からの情報のみ

を挙げます。

 単純な置換ツールの限界として以 ドの問題点を

挙げ、翻訳ソフ トではこれらの点に対応可能である

ことを実際に実演してご紹介 し主した,

・ 「厚門辞菩がない

  → 辞書をすべて自分で作る必要がある

● 語順が原文のまま

  → 入れ替えが必要,修 正が 手間

・ 活用形に対応できない

  → それぞれの活用形ごとに辞、痢乍成?

論点 ・今後1

「翻訳 ソフ ト導入 の障 害はなにか 」

 翻訳 ソフ トの課題 として以 ドの点を挙げました,

● 使 いこなす には一定 の技能 が必 要

  英 語 ・日本語 ・翻訳 ・パ ソコン

● 翻 訳精度 の不足

  一 ユ ーザ ー辞 書の活川が不 卜分

● ユ ーザー辞書の不足

  = きめ 細かい制御が困難

 こ こで、AAMTで の 共有ユーザー辞,垂芋仕様UTX

の 取 り組み について もご紹介 しま した 、

論 点 ・今後2

「翻訳 ソフ トと翻訳 メモ リー を

どの よ うに組 み合わせ るべ きか?」

 この他にも、パネリス トの方々からの情報提供、

ご提案、多数の興味深いや り取 りが括発に行われ ま

した。 ご関心のある方は、JTFウ ェブサイ トから

DVDを 人手して全体をご覧いただければと思います、,
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一
中日/日 中翻訳機能を搭載 したサーバ型翻訳システム

The翻 訳 サ ー バEnterprise Edition V3.0

東 芝 ソリューシ ョン株 式会社

1.は じめに

 東芝 ソリュー シ ョン株 式会社は、新 たに中 日/日 中

翻 訳を実現 したサーバ型翻訳 システム 「The翻訳 サーバ

Enterprise I?dition V3.0」 を 発売 しま した。

 中国 に拠点を持つ 日本企業では、現地情報の 早期把

握や 中国の拠点 とび)情報共有な ど、中 日双方向の翻訳

を効率的に行いたい とい うニーズが高 まってい ます。

これ を受 けて、 当社は 「統計ベー ス中国語解析 技術 」

を川いた 中 日/日 中翻訳を新たに実現 しま した。

2.The翻 訳 サーバEnterprise Edition V3.0の 特長

(1)高 度 な技術で 中国語の翻訳 を実現

 中 国語の 文は、漢字のみで語間の切れ 目がない うえ

に、一・つの単語が複数種類の 品詞をもつ こ とも多いた

め、 日本語や 英語に比べ て文の解析 に大きな曖昧性が

1=じる 可能性 があ ります。 このた め、 高速で高精度の

機械翻 訳を実現す ることは難 しい とされて きま した。

今 回当社は、さまざまな 中国語の 文書か ら単語の境界

や 品詞 、構 文構造に関す る知識を収集 し、 文の解析に

そ の知識 を利川す る 「統計ベー ス中国語解析技術」を

開 発 しま した、,英 口翻訳で高い翻訳精度を誇る 当社の

翻訳エ ンジンに、統計ベー ス中国語解析技術 を付加す

るこ とによ り、英 日翻訳で使用 して いるきめ細か な訳

し分 けを活か した 中 日翻訳 を実現 してい ます。

 The翻 訳 サーバ は、大陸で広 く使用 され ている簡体

字 と、香港 を中心 と した地域で使用 され る繁体字の両

方に対応 してい ます(表1)。 ま た、中 日/日 中の双方

向 とも 「自動 申:」・「ビジネス」・「情 報 ・通信」・「電気 ・

電 向 ・「機械 」の5分 野の専門用語辞 書を装備 してい

ます。 更に、ユーザ辞書 ・翻訳 メモ リ辞 書の作成 も可

能で、新 しい単語や用例 を追加 してい くことがで きます。

(2)大 量 導入や 業務 アプ リケーシ ョンへの組み込み

  が容易

 The翻 訳 サーバは、クライアン トとしてイン ター

ネ ッ ト・エ クスプ ロー ラを利用 して翻訳 を行 えます。

翻訳結果 はイ ンターネ ッ ト・エ クスプロー ラEに 表示

す る、あ るいは メールで受信す るとい う形で得 られ ま

す。 クライア ン トに専用 ソフ トウェアが不 要なため、

利用者が多数で も翻訳機能の導入が容易にお こなえます。

 また業務 アプ リケー ション等 に翻 訳機能 を組み 込

むイ ンターフ ェースを提 供 しています、、このため、利

表1 中国語の翻訳例

(簡体字の場合)

中 日
原 文

訳文

以 ド筒要介紹 ㌧企並的社会責任有美的活劫的1{要 内容。

以 ドに簡単に企業の祉会責任と関係のある活動の主要な内容を紹介する,,

日中
原文

訳文

保証 書の規定に したがって、販売店が修理 させ ていただきます。

按照保ii臼 螂」規定Ll穿徒梢告店 修理 。

(繁体字の場合)

中 日
原 文

訳文

從2000年 引進 市場起,累 計 出貨量 已輕超過4r萬 台。

2000年 に 市場 に導入 してか ら、累 計出荷 量は既 に4千 万台 を超 えた。

日中
原文

訳文

相 互理解 の促進 のために、積極的 な情 報開示 とコ ミュニ ケー シ ョンを行い ます。

為 了相 圧理解 的促進,進 行積極的信息公開和交流。
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図1:シ ステ ムへ の組 み込みイ メー ジ図

用 してい る環境や ワー クフローを変え ることな く、 目

本語文 書 しか扱 えなか ったアプ リケー シ ョンで英語や

中国語の 文 酵が扱 えるよ うにで きます,、

 例 えば品質管理 システムにおいて、デー タベー スが

日本語 、英語 、中国語で独立 ・併用 されて いる場合 、

日本語環境 か ら英語や 中国語 のデー タベー スを参照 ・

閲覧す るには、それ ぞれ の言語 での検索 を行 い、本 文

をその都度翻 訳す る作業 が必 要で した。 この様 なシス

テムにThe翻 訳 サーバ を組み込んで、デー タベー スへの

登録時や 参照時に英語や 中国語を 日本語に翻訳すれ ば、

情報の検索や閲覧 も 日本語で行 うことが 可能 とな りま

す(図1)、,こ れ によ りデ ータベー スの一一元管理 ・共有 、

既存 システ ムの 多言語化が容易にな り、 日 ・英 ・中混

在業務の効率ア ップが図れます。

(3)英 日/日 英翻訳 も強化

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V3.0で は 英 日/

日英翻 訳 も強化 され ています。

 同義 語や 類義 語 といった言葉 の概念 を体 系的 に記

録 した 「概 念辞 書」を利 用 して、 文意に合った訳語を

選択す る 「概念翻訳」を新たに搭 載 したほか、基本辞

書が202万 語 に、専門用 語辞書 が27種 類49A万 語 に増加

しま した。

 更 に、 目的に応 じた翻訳環境 の条件 設定 を複 数記録

し、それ らをメニュー で簡単 に選択 できる 「翻訳マ ル

チ環境 」を搭 載 しています。

導入後

3.動 作 環境

対応OS:(全 て 日本語版)

揮

嫉

Windows's 2000 Server SPI/SP2/SP3/SPA,

Windows's Server 2003 SPI/SP2, RZ

sPnHCI板SolarisTM g, SPARC片 反Solar{sTM lO

》 商 品 の 詳 細 は 以 ドURLを ご 覧 くだ さい 、、

 http://mt‐server, toshiba-sOI.co. jp/

》The翻 訳 、 The翻 訳 サ ー バ は 、 東 芝 ソ リ ュ ー シ ョ ン株

 式 会 社 の 登 録 商 標 で す 。

> Windows、[nternet Explorerは 米ilくiMicrosoft

 Corporati・nの 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る 登録 商

 標 で す。

》Solarisは 、 米 国Sun Microsystems, Inc..の 米 国 及 び

 そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商標 ま た は 商 標 です,

》 記 載 され て い る 商 品 の 名 称 は 、 そ れ ぞ れ 各 社 が 商 標

  と して 使 川 し て い る 場 合 が あ り ま す 、

》The翻 訳 サ ー バ は 、 特 許 第308291%;、 第3768105り 一そ

 の 他 の 登 録 済 み 特 許 お よ び 出願 中 の 特 許 が 使 川 され

 て い ま す 。

》 本 製 品 の 仕 様 は 予告 な く 変 更 され る 場 合 が あ り ま す 、,
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一
トラベル ウォー カー 中国

株式会社高電社

は じめに

 株 式会社高電 社は、スマー トフ ォンのOSと して

急速にd4-t i及 しているWindows Mobileに 対応 した旅

行会話 文例 ソフ ト 「トラベル ウォー カー 中国」 を

開発、販売 を開始いた しま した,,「 トラベル ウォー

カー 中国」 は、従来の電r辞 辞に収録 されてい る

文例r,と 、機 械翻訳のそれ ぞれ に見 られ る問題点 を

克服す るために、自由度 と精度 を両 ・完した ソフ トウ

ェアです「

 従 来の 文例集 と大 きく異な る点 と して、12の 場一

面別に収録 され ている2,700文 例 の うち、約8

00文 例 で単語 の置換や、日本 語か ら中国語への翻

訳が ・f能であることが 挙げ られ ます。 また、翻訳は

日本語の 名詞(句)の み を対象 と してい るた め、機

械 翻訳 の問題 点で ある誤訳 の発生率 を最小 限に抑

制でき ます。

 さ らに、 ネイテ ィブ レベルの中国語TTS機 能 も

付属 してい るため、t]Y'に よ る意思疎通 も実現 しま

す、、

 今 後 、束す ますの 普及が 見込 まれ るスマー トフ ォ

ンなどのWindows Mobile端 末 に 「トラベル ウォー

カー 中国」をイ ンス トール して、 中国語圏 でのハ

ンデ ィな コ ミュニ ケー シ ョンが実現す る と確信 し

てい ます、.

 表1:文 例 ソフ ト・機械翻訳 ・

「トラベル ウォー カー 中国」の機能 比較

 文 章の

カ ス タマ イ ズ

文 亭:のlE確 性

単語の翻訳

文章の翻訳

文例集

ソフト

X

0

X

X

機械

翻訳

O

△

0

O

トラベ ル ウ ォ

ー カー 中匡i

O

0

0

X

主な利用方法例

 こ こでは 、「場・面 を選択」 メニューか ら任意の 文

例 を選択 して、その 文例 をカスタマイ ズす るフロー

を示 します。

場面を選択メニュー 文例の検索メニュー

文例をそのまま利用

しない
       しない① ≡

     しない

単語の置換"…''" 単語の保存

する①
する② する③

文章の完成

   図2:文 例 のカスタマイ ズ有無 による

        文章完成 フロー

 各 フ ローの画 面にっ いて、 「空港」 とい う場面に

表示 され てい る 「免税店 は どこです か。」 とい う文

例 を例に説明す る、,まず 、「場面か ら探す 」→ 「空

港」→ 「案内所」→ 「尋ねる」の順 に選択 し、図2

の 画面を表示 します。

蘇

空港⇒案内所⇒尋ねる

x免 税店はどこですか。
糖 ホテルリストが欲しい。

羅 等驚 事ができる場所は
k荷 物の一時顎かり所はありますか
。

簾 騎ごナルカハーは

紫 続謝 一ミナルへはど
覧 国際線の出発ロヒーは何階
ですか。
ここはo ですか     驚

震6焼          購

図3 文例選択画面

図1 ス マー トフ ォンでの利川例
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「す る①」

 初 期値 の文例 をその まま利用す る場合 には、日本

語、中国 語、 ピンインが表示 され ます。

画面 ド左側 のス ピーカーアイコンをタ ップす る と、

中国語テキ ス トを音声合成 で朗 読 します。 「登録」

ボタンを タップす る と、 「お気 に入 り文例 」 として

登録 され ます。

空港⇒案内所⇒尋ねる

hk

圏
 免税店はとこですか。

 免税店在螂里?

.F¥タnL盃n shut dlAn za【 n3
it?

  撫 璽縁

一

  図4:文 例を初期値のまま利用した例

「する②」

 出口、トイレ、両替所などの単語が、置換可能な

選択肢として表示されます。

一
        空港⇒案内所⇒尋ねる

驚 店はとこ伽認

.

  圏霞λ臼

       恥 メモ     A卜

      図5:置 換 できる単語例

 「す る③ 」

 入 力 した 日本語が中国語に翻訳 され て、文例 に挿

入 され ます。

渓躍 クリ,  ?

⇒
場 提/^
   鱗
塙 携 探

援 援 揮

凝るメモ

a
あ工

Esc

 饗与

空港⇒案内所⇒尋ねる

欝 竃 総 すか゚
、鐸1ba・ht the・ha・ ・語

n31i?

  磁 ●蹟

震る メモ 絹・

図6:「 バス乗 り場」 と

い う単語 を入力 した例

図7:「 バス乗 り場」

が中国語に翻訳 され 、

 文 章が完成 した例

「しない①」

 前 述の 「す る① 」～ 「す る③」のいずれ で も文亭1

を完成 できなか った場合 には、「文例 を探す」機能

を利川 して、特定のキー ワー ドを含む 文例を検索す

るこ とにで、より目的 とす る文 章に ヒッ トす る磁雪ζ

が高 くな ります,,

翻 訳 をサ ポー トす る機能

 ネ イ ティブ レベル の中国語TTS

 中 国 現地 での コミュニケー ションに[f〔宝す る、ネ

イテ ィブ レベ ルの中国語音声合成エ ンジンを採 川

してい ます,,

20万 語 を収録 の 「ミニ 日中辞典」

 日本 語を 入力 して 、該.i.1する 中国語び川t語 を検

索、表示す る機能 です。複数 の中国語単語が 表示 さ

れ ること も多く、同義 語の習 得に も効果を発揮 し.長

す。

        _g4,yyc. s4c.

        毬 OK h'JP

              口

        器   。

       hフ 飛 醗7     ノ`

    図8:「 呼 ぶ」に相'liす る複数の

      中 国 語単語を表示 した例

写真付 き 「グル メ辞 典」

 中 国大陸 のみ な らず、香港 、台湾な どの食 文化 を

堪能す る際に 重宝す る グル メ辞典です,,800の メ

ニューの うち、約500に つ いては写 真も掲載 され

てい るので、レス トランで店 員に見せ るだけでオー

ダーが 可能です。

            晦 嚢
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おわ りに

 そ の技術段 階か ら、不完全な翻 訳結 果が散見 され

る機 械翻訳の弱点 を補 っただけでな く、従来の電子

辞 書に見 られ る 文例集 に単語翻 訳機 能 を追加 した

ことによ り、ユーザーニーズに柔軟に対応 できる と

考え ます、、中国 との関係 が深 まるにつれ、ます ます

中国語翻 訳への 注11が 高 まる こ とは必至 であ り、

Windows Mobileを 搭 載 したハー ドウェアの 普及 と

共に、手のひ らサイ ズのコ ミュニ ケー シ ョンツール

として 「トラベル ウォーカー 中国」が ビジネスに、

旅行 に と広 く受 け人れ られ ることを願 ってい ます。

動 作 環 境

対 応OS

Windows Mobile2003/2003SE/5.0/6Classic/

6Professional

提 供 メ デ ィ ア

256MB microSDカ ー ド

フ ォ ン ト

日 本 語 OSに 依 存

中 国 語  Unicode対 応GB18030明 朝 体

商 品 構 成

256MB microSDカ ー ド(プ ロ グ ラ ム 書 き 込 み 済 み)

リ カ バ リー 用CD-ROM・ ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル

ユ ー ザ`t ハ ガ キ ・商 品 構 成 確 認 書

対 応 機 種 例

ウ ィ ル コ ムW-ZERO3シ リー ズ

ソ フ トバ ン ク モ バ イ ルXOIHT/XO2HT

NTTド コ モhTc Z

イ ー ・モ バ イ ルEM・ONE

日 本HPiPAQシ リー ズ

製 品 情 報URL

http://www.kodensha.jp/soft/walker/rw/

http://plusd.itmedia.co.jp/mobile/articles/0712/07/newsO

76.html

http://k-tai.impress.co.jp/cda/article/news _toppage/3742

6.html

44



p,AMT会 員 の ひろ1ど

 現 在 、学者 ・研 究者 ・翻 訳者 ・流通業者 な ど多岐 にわた るAAMT会 員 の交流 は、年 一i・iの総会や 不定期のセ ミ

ナー ・研 究会 に限 られ てい る現状 があ ります。 もっ と気軽 にお 互いを知る ことがで き、ニー ズが合えば親 密な交

流を図る ことが出来る場 をAAMT Journal誌 面 上で提供す るべ く、今 号よ り 「AAMT会 員 自LL紹 介 企1}細「(仮題)」

をス ター トいた しま した。会員 の皆 さま よ りご寄稿いた だい た、 自LL紹 介 ・機械 翻訳お よび翻 訳業界に期 待す る

こと・AAMTへ の ご要望 をご紹介 し、会員間での新たな交流が生まれ るきっかけ とな ることを期待 してお ります。

 第 一弾の今 号では、法人会員1社 、個人会員6名 の皆 さまよ りご寄稿いただ きま した、,次lj以 降 も本企画を継

続 してい くことを考 えてお ります ので、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心よ りお待 ち してお ります、、本企画への ご

寄稿 ・お問い合わせ はAAMT事 務 局(E-mail:aamt-info@aamt.info)ま で宜 しくお願 いいた します。

法人会員(敬 称略)

会員名

     財 団 法人 日本特 許情報機構/JAPAN PATENT INFORMATION ORGANIZATION

自社 紹介

 財 団法人 日本 特許情報機構(JAPIO)は 特 許庁、独 立行政 法人 丁業 所有権情 報 ・研 修館(INPIT)の 委託を受

けて公開特許公報英 文抄録(PAJ)お よび米国特許明細書の和 文翻訳抄録作成等の翻訳 業務を行ってい ます.

これ ら特許翻訳業務 におい て統一的 な訳語の選定等 、翻訳 品質 を向 ヒさせ る 目的 で機械 翻訳技術 を利川 してい

ます。

 PAJは 外 国特 許庁 での先行技術調 査や 、日本人 が米 国出願 した際のIDS(情 報 開示陳述,i事)と して活用 され

ています。 これ ら翻訳結果 はINPITの 特 許電子図書館(IPDL)か ら無料 で検 索 ・参照す る ことができますので

ご利用 くだ さい。

特許電子 図書館:http:〃www.ipol.inpit.go.jp/Tokujitu/tokujitu.htm

JAPIOの ホ ームペー ジも是非 ご覧 ドさい。 http:〃www.japio.or.jp/

機 械 翻訳 および翻訳 業界 に期待 する こと

 機 械翻 訳技術 が さらに発展 して特 許の翻訳業務 の効率化 ・低 コス ト化に役 立っ とともにわが国の特 許情 報が

より効率的に発信 され 、また我が国の1業 界が外国の特許情報を より簡便 に利 用でき るよ うになる ことを期待

しています。

 Japioは2007年4月 、特許情報研 究所を開設 しま した。 当研 究所を窓 【コと して皆 さんの力をお借 りして特

許翻訳の効率化 ・低 コス ト化の実現に努力 したい と思います。
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個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名 ・所属

         相 沢 輝 昭(フ リー ・広島市立大学 名誉教授)/AIZAWA, Teruaki

E-mail

機 械 翻訳 および翻訳業界に期待する こと

『仏 文和訳の この頃』

自己紹介 を兼ねて一

 なぜか 「個 人翻 訳家 」と して入会 し、 ようや くそれ らしくなってきた。 この ところず っ と、ほぼ百年前パ リ

で出版 されたTde WyzewaとG. de Saint-Foixに よるフラ ンス語 の大著"Mozart"を 日本語 に翻訳す る毎 日。

そん な 占い本 をなぜ、 とい う問題 は さておき、フ ランス語 に堪 能でない私がなぜ 、 とい う問には答 え られる。

フランス語や ドイ ツ語は、私 の大学時代 、あ こがれの言語だった。 ところが慶応大学 の鷲見洋一教授 『翻訳仏

文法』(ち くま学芸文庫 、2003年)に よれ ば 「大学で フランス語 を履修す る学生数が激減 した」 「フランス文

学 専攻 の在籍者数は、この20年 間で、おお げ さでな く半分以 下か ら四分 の一 にまで落 ちて しまった」 とある。

ドイツ語の惨状 もそんな ところだ ろ う。一方 フランス語 も ドイ ツ語 も英語 と同 じく、あるいは英 語以上に、豊

かな文化遺産 を誇 ってい る。そ うなれ ば、暴虎 漏河 のそ しりを恐れず 、語学の非専門家が立 ち上が る しか ない

ではないか。 ただ し、素 手でな く、で きれば コンピュー タの手 も借 りたい。

 以 卜、私の経験か ら、語学の非専門家 とコンピュー タとの関わ りよ うを思いつ くまま述べてみ よ う。

 仏 文和 訳をや っていてつ くづ く実感す るのは仏和辞書の充実であ る。大抵の ことは辞書に載 ってい る。 日本

にお けるフランス語学の レベルの高 さと言 うべきだろ う。 ただ、

(1)成 句 が どの構成 単語か らでも引ける

とあ りが たい。例 えば、jamais de la vieがjamaisか らで もvieか らで も引ける、 とい うような こと。

 用 例 に助 け られ ることも多い.い っそ,

(2)任 意 のフ レーズをキー として大規模 コーパ スか ら用例が検索 できる

といい。和訳が付いてな くて も、用例が列挙 され るだけで も随分 と参考にな るはずだ。

 フ ランス語の動詞変化には まった く目が くらむ。 人称 ・法 ・テ ンスに従って87通 りに変化 し、 さらに現在

分詞 と過去分詞が ある。非専門家には覚 え切れない。 つい、

(3)動 詞 活用形か らそれ に対応す る人称 ・法 ・テ ンスを さっ と教 えて くれ

と言いた くなる。

 フ ランス語 を 日本語 に 「名訳」す るには機械 翻訳で言 うところのinterlingual方 式 つ ま りは徹底的意訳 しか

なさそ うだ。構 文を引 きず ったtransfer方 式 は特に仏文和訳には不向 きと思われ る。鷲見洋一 『翻訳仏文法』

には、J.ギ ュマ ン=フ レシェールの 『英 仏比較統 辞論一 翻訳の諸問題』に従って興味深いア スペ ク トの英仏差

が示 され てい るが、 ここでは川 端康 成 『雪国』の冒頭 文で 日仏 差を比べてみ よ う。

(4)国境 の長い トンネル を抜 ける と雪 国で あった。

 これ をArmel Guerneは 次 の ように訳 している。

(5)Un long tunnel entre les deux regions, et voici qu'on etait daps le pays de neige.

 これ を再び 日本語に直訳すれ ば、例 えば、

(6)2つ の領 域の間の長い トンネル 、そ して私 たちはここ雪 国にいた。
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 ダ イナ ミックな 日本 文(4)に 対 して、スタテ ィックな仏文(5)。 日仏翻 訳(4)→(5)は い わば動的→ 静的 変換 であ

る。結果的 に,ゼ ロ代 名詞補完 が必 要な くなっている。 ちなみ にSeidenstickerの 英 訳ではtrainが 補完 され

て、

(7)The train came out of the long tunnel into the snow country.

 鷲 見 先生の本に もマー ク ・トウェイン 『トム ・ソーヤー』の一一節 とその仏 訳が載 っていて、 「夫るで映 画の

数場 面のよ うに生 き生 き と進行す る英文 と比 べあわせ た ら、仏訳は さなが ら占ぼけた記念写真か何かのよ うに

どっ しりと構 えて動かない印象 がないだろ うか」 と注釈 され ている、,

 仏 文和訳 に逆転 して考えれ ば、ここには仏 文(5)に 対 す る和訳 が2つ あ る。(6)は ち っ ともdpi白 くないtransfer

訳 、(4)は 素 晴 らしいinterlingua1訳 。 仏文和訳はす べか らく(5)→(4)の よ うであ るべ し、,訳者の想像 力 と 一種

のゲーム感覚 が試 され る ところだ。

 機 械翻 訳に とって 「絶望的」な話 を続 ける と、語学の非専門家である私が翻訳作業の拠 り所に している言葉

が2つ あ る。1つ は松浦寿輝 東大教授(芥 川賞作家で もある)の 「翻訳の質を決め るものは語学的知識の多寡

ではない。他 人の思考について もっ ともよく考え よ うとす る者 が選 び取る生の姿勢に よって、翻訳は もっ とも

高度な倫理の表現 とな る」で あ り、 もう1つ は村 ヒ春樹の 「何度 も何度 も読み 直 して、何度 も何度 も酵き直 し

て、人に読んで もらって また 辞き直す とい うことを続 け る」である、、

 Interlingua1の 行 き着 く先には、ひ ょっ とす る と倫理 があるのか もしれ ない。 しか し、コンビュー タか らは

いかに も遠い.ま た、再翻訳の都度、単なる次候 補でない 「別訳」を出 して くれ るよ うな システムは作れ るだ

ろ うか。訳文生成の問題の よ うな気 もす るが.._.

 ネ ッ トワー クには大いに助 けられてい る。仏文解読 にいよい よ窮す るとグル ノー ブルGETAのChristian

Boitet教 授 にメールを出す。私 のまった く知 らないラテ ン語やイ タ リア語に もそれぞれ メールの 先に先生が就

いて くれてい る。 こないだは人名RuggieroとRogerの 関係 に戸惑 い、結局 、私 のイ タリア語 の先生が イタ リ

ア人 に質 して、前者はイ タ リア名、後 者は対応す るフランス名 とわか った.Jean-Johan-Johnに 類 す る系列 ら

しい。実際 、固有名詞 の翻 訳にはいつ も悩む。つ いでに注 文を出 してお こ う。

(8)各 国 語対応人名デー タベー スの整備

 Boitet先 生 が来 日され るとまとめて質問に答 えて頂 く。最近 では昨年11∫1京 都 でお 会い した、,この ときは,

Mike Dillinger博 士(ア メリカ機械 翻訳協会会長)、 田中英輝博 士(NHK技 研)も 同席 してくだ さって、訳語

を探 しあ ぐねていたgrace passioneeの 意 味 をあれ これ議論 した。「情熱的優美 さ」では落 ち着かない。モー ツ

ァル トの ドン ・ジ ョヴァンニの影 もチ ラつ いて私を惑わ しているよ うだ,,Dillingerさ ん はL-Jわ れ た,, Grace

は 女 性 の 自然 で優 美 な身 の こな しの よ うな もの。 自然 な もの にpassioneeが 係 るのはお か しいが 一種 の

oxymoron(矛 盾 語法)だ ろ う。 なるほ ど、論理 的にまっ と うな訳語ペアばか り考えていてはいけないのだ。

それ以来,ル ー ヴル美術館 とその前庭のガ ラスの ピラ ミッ ドがペアになって思い浮かぶ よ うになった。

 語 学の非専門家 とコンピュー タとの関わ りよ うを ここまで書いて きて、本 当の ところ私 は何が 言いたかった

のだ ろ う、 と改 めて考 える。英語 辺 倒ではな く、 文化的に メジャーなフ ランス語や ドイ ツ語 も忘れないで、

とい う思い もある。 とはいえ、商売 を考えれ ば、今は仏 日機械翻訳 システムな ど作れ る状況にはない。が 、今

後 を期 して、それ に備 えるこ とはできるのではないか。私 のよ うな語学の非 膨、享門家 のためのコン ピュー タ支援

システ ムと第2言 語習得のためのe-learningシ ス テムは1っ にま とめ られ そ うな気がする。そ して、その構築

には、 これ まで培 ってきた機械翻 訳の ノウハ ウが大 いに役 立ちそ うに思 える。
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会員名 ・所属

           貝 島 良 太(有 限会社 ア トリエ ・ワン)/KAIJIMA, Ryota

E-mail

自己 紹介

 私 は、2002年4月1日 にAAMTの 個 人会 員になりましたが、以前在籍 した会社(当 初σ)社名は株式 会社国際ビジ

ネスサービス、後に 日・1五国際ビジネスに改名)でJAMT発 足 時から法人会員になっていましたので最 古参の会員とも

                                                  3
いえ ます。前職 で、'li初私 は翻訳部門を担 当しておりました。その後開発部 門を発足させ 、用語集超活 用ソフトHT

(エイチティー スリー)と 改良版のSuperH7`?(ス ー パーエイチティースリー)を 開発しました。2001年6月 に同社を退職

し、SOHOで'JIき 続 き同ソフトに関する業務をしています。

以 ド、私と機 械翻訳の馴初めと、そのソフトについて述べます。

【私 と機械翻訳】

 私 が機械翻訳に初めて触れたのは1984年1月 のことです。当時私 は株式会社 日立製作所の輸 出営 業所 コンピュ

ーター 部に在籍 していました
,,新年 早々に事業部長から突然呼 ばれ、「明 日から川崎 市にあるシステム開発研 究所に

//1'_
I」ってもらう、,そこで開発 中の 日英機械翻訳を手伝ってこい。2年 以内に立ちEげ て、機械翻 訳を事業の柱とする翻訳

会社を設 ・凪!1したい」と言われました。

それまで私は機械翻訳のことをSF小 説や鉄腕アトムの世界のことだと思っていました。専門知識がゼロなのでまずは

辞退しましたが、「開発を横から見て、評価や改良の提案をすればよい」とのことでしたので結局は宮仕えの悲しさ、引き

受けました、、それから2年 間、研 究所 通いが始まりました。

 '【i時は、パ ソコンはもちろんありません。研 究棟にある端末機から、口本語を入 力してお くと、計算機センターにある

ホストコンピュー ターで翻訳処理 され、翌朝センター にブリントアウトを取りに行くというものでした、、その紙の束を取って

きて、英語の出来を評イitするのです。この2年 間、シストランなど他社の機械翻 訳のデモを見学したり、各社の開発者 と

の意 見交換をしたりしました。スタンフォード大学で開催されたCOLING'84に も参加したり、テキサス大学の 言語研 究

所 に、英 文生成に必 要な英語の冠詞 と不定冠詞 の使い分け規則を作ってもらったり、New YorkのSmart社 を訪問し

PEP(Plain English Program:'r易 な技術英 文を書くソフト)を導入す る検討もしました。

蛇 足ですが、'jfl,'i`一の 日・`ノ:のfl x械 翻 訳のニックネームはATHENEIN(ギ リシャ神話の学問ぴ)女神)で したが、アテ

ネは「(翻訳結果が)合 ってね一」に通じ語呂が悪いからと、途 中でHICATS JE(ハ イキャッツジェイイー)と いう猫のよう

な名前に変りました,

【機械翻訳の問題点】

 機 械翻訳の質を ヒげるために文法規則や辞書の整備をしなけれ ばなりませ ん。その規則と辞 書を作るための例 文に

対しては、'【i然良い結 果が出るようになります。しか し、人間にとって例 文と同程度と思われる文章でも機 械から見ると

別物で、でたらめな訳文が出ることがしばしばあります。これを回避するためにさらに規則を追加 しますが、次第に規則

同i:に 矛盾が生じて自滅するようになります。

 そういう訳で II'Fから機械翻訳はエンドレスな開発となり、問題 は山積でした。

 研 究所での2年 の刑期(?)を 終 えるにあたり「機械翻訳を翻 訳事業に導入するのは時期 尚 早。経 済性 を無視すれ ば

rl∫能」という社内報告 菩をまとめました。確か、当時の試算で、機 械翻訳は通常の翻訳者 による翻訳の約2倍 の費用が

かかると算 出しました,,f辞 き原稿からのテキスト入力費用、プレエディット費用、CPU使 用 料、ポストエディット費用 、

48



更に高額なハ ードとソフトのリース料を見込むか らです。特に、当時の汎用コンピューターの使用料は割高で1文 章訳

すのに10円 から50「 「]程度かかっていたと思います。さらに始末が悪 いのは、機械 にとって難解なものは相 対的 に

CUP使 用 時 間が長くかかり、その挙句最 後に 口本語 交じりの、訳文とはいえないものが出てくるのです。失敗したもの

ほど金がかかるという恐ろしいものでした。

 1987年 に 前述 の新 会社 が設 立され 、私 は新会社の翻訳 部門に移ることになりました。結局その 報告,樗が功を奏し

機 械翻訳を導入しないで 普通の翻訳 業務を含むドキュメンテーション事業を立ち上げました。そして1991年JAMTの

発 足に当たり、最新情 報を得るために法人 会員になりました。

 機械 翻訳に携わる多くの方々に完成時期をお伺 いすると、口をそろえたように「あと2年 もあれば何とかなる」とCわ れ

ましたDあ れから20年 以 ヒ経つのですが、やはり「あと2年 」はかかるのだろうと思います。

 最 大の問題 点は 自由入 力された原 文に簡 単には対応できないことです、、制 限文法で書かれた原 文であれば、まあま

あの結果が出ますが、素人では使 えません。自由入力文を制 限文法で書き直す のに手間(お 金)が かかりますし、書き

直したら必ず良い結 果が出るか分からないという点 は永久に残 ります。現在 は、コンピューターの環境 が20年 前と比べ

て隔世の感がありますから、自分のパソコンで ア軽な機械翻訳 ソフトで遊んでみることができます。人力のしやすさやr

軽 さなど進 化は 十一分感 じますが、翻訳性能 自体は20年 前の研究所レベルと大差ないように感 じます、,

【HTの 誕 生】

 前職でのドキュメンテーション業務 は、マニュアルの 日英翻訳 が大 半を占めていました。多くの場 合顧 客からは原稿

と共に用語集が支給され ますD当 然顧客は用語集にある訳語は翻 訳文に使われていることを期待 します。しかし、翻訳

作業 にはその分野 に強い翻 訳者を当てますから、翻訳者 自身が用語をよく知っており、支給された川 語集をあまり参照

しないで翻訳をすることになります。そうなると、顧客指 定の訳語があまり使われない翻 訳になり、顧客からのクレームを

受 けることになります、、

 現 状 の機械 翻訳は 業務用 にはまだ使 えない。だから翻 訳者に翻 訳してもらわなけれ ばならない。しかし、川 語集 の

訳語を思うようには使ってもらえない。用語集の用 語が翻訳 にきちんと使 川されたかの検収 にも多 大な時間がかかる。

 そ こで考案したのが、次のような特徴を持つHTで した。

 1翻 訳原稿 に訳語付 与を完全 に行う

 11翻訳 結果の用語確 認

 u用 語集を 口英1英 日双方で使用(リバーシブル)

  異表 記 にも対応

 、用語集 はExcelで 作 成

 「腹 数 の用語集を優 先順位 をつ けて串刺しで使用

 [翻 訳のヒントや解説を参照 可能

 このアイディアのユニーク性が認められ、1999年 に 日本、2000年 に米国の特許を取得しました、、

 HT3は1996年61Jご ろから開発を開始し、翌年1月 に製品化 しました。財団法 人 日本 規格 協会とタイアップし、1998

年 にJIS工 業 用語大辞典第4版 対応のCD-ROM with HTを 発 売いたしましたD

【SuperH7`?は こんなソフトです】

 HT3の ユ ーザーから、高速処理 、図表 や式の表示、ボール ド1イタリック1 L付 き文字1下 付き文字の 文字属性への対

応 、用語 の重複登録等 々多くの要望が寄せられ ました。これらは改 良では済まされるものではありませんでした。結局

新しいプログラムを開 発し、SuperH7'?と 命 名、2001年3月 に発売開始いたしました。日本 規格協会からはJIS I I業用
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語大辞典第5版 対応のCD-ROM with 3!ψ θ盟 ゲを受注し同年9月 に発売開始いたしました。

 訳 語付1}に よる翻訳支援に加 え、最 近5μ ρ齪 〆 がマニュアルなどの 日本語 文書の用字表現の統 一にも利用され

始めました、,例えば、「どうぞお座りください」「キップを下さい」のように 「ください1下 さい」の正しい使 い分 けが、辞書の

作り方によってできるようになります。また、常用漢字1945字 以外 の文字を見つけることもできます。辞 書の作り方次第

で、部品 番}}と 部品名の置換や 付 与、ある数字の組み合わせ を乱数表の中か ら見つ けることなどもできます。詳しくは

http:〃www.bow-wow.jp/を ご覧ください。

以L、 とりとめのない内容になってしまいましたが、用語集超活用ソフト5μρθ盟7タ に興味を少しでも持っていただけれ

ばと思います、、今後ともよろしくお願い 申しLげ ます。

 ちな み に、ア トリエ・ワンのワンは 英 語の1(One)で は なく、犬の鳴 き声の 「わん 」で 、英 語 名 称 は 「Atelier

Bow-Wow」 です,,愛 犬 「うめ」(1988-1999)に ちなんで命名しました。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 機械翻訳の最大の問題点は、訳文を読んでみないと正確さがわからないとい う点です。日英1英日のように英

語の知識が多少でもある場合は、自分で原文と訳文を見て評価ができますが、まった く知 らない言語 と日本語

の場合は訳文が1Eし いのか判断がつきません。

 「マーズ ・アタック」 とい う火星人が地球に攻めてくるSFコ メデ ィ映画があります。一人の科学者が宇宙

のIti語 に対応できる機械翻訳装置を作 り、英語と火星語の翻訳をするところがあります。円盤で飛来 し、地

球に降り・`Dた火星人への人間か らの最初のことば 「Welcome」 を火星語に翻訳すると火星人たちが突然激怒

し、その場にいた大勢の人間を皆殺 しにしたのをきっかけに、人間 と火星人の間で戦争が始まるというもので

す。結局は人間が勝つのですが、翻訳結果が人間には分からないので、なぜ火星人が怒ったのかが分からす、

人間も火星人のことを無礼な連中だとい うことになったのです。本来の機械翻訳はまった く相手の言語が分か

らない状態で安全に使えなくてはならないはずです。現状の日英1英日機械翻訳を使って、合っているとかいな

いとか言っているようでは機械翻訳の先はまだまだ遠いといわざるを得ません。

 機械翻訳に逆翻訳の仕組みを取 り入れて、原文と逆翻訳の結果を同一言語で比較採点 し、翻訳文の精度を推

測できるように したらよいと思います。

会員名 ・所属

坂本 義 行/SAKAMOTO Yoshiyuki

E-mail

自 己紹介

 1. 現 在 無職

so



 2. これ までに従事 した機械翻訳に関する研究

  1)機 械翻訳システム「やまと」の開発(1965～1970)

    通商産業省工業技術院電気試験所 電 許計算機部 情報基礎研究室

      商用計算機NEAC2200、 COBOLプ ログラムでJCM論 文の英和翻訳、

    漢字テレタイプタイターで出力、辞書 8,000語

  2)科 学技術庁振興調整費のプロジェク ト「日英科学技術文献速報システムの開発」(Muシ ステム)(1982

   ^-1986)

    通商産業省L業 技術院電r技 術総合研究所 ソフ トウェア部 言語処理研究室

     科学技術振興調整費

     fl英相互の機械翻訳システムの開発に従事

     京都大学r学 部 長尾研究室、JICST、 RIPSと 共同研究を行った

     「]本語 JICST文 献抄録、英語 INSPEC抄 録

     日英 ・英日翻訳、 トランスファ方式、UTI-LISP、 辞書 10万 語

  3)「近隣諸国間の機械翻訳システムの開発」(CICCプ ロジェク ト)(1987～1995)

    通商産業省 工業技術院電f技 術総合研究所知能情報部 自然言語研究室

    アジア諸国間の翻訳システムの開発に参加

    イン ドネシア、マレーシア、タイ、中国と日本語相互間の翻訳

    中間言語方式、UNIXマ シン、 Cプ ログラム

    辞書 基本語 5万 語、 専門語 2.5万 語

     特に、日本語の意味特徴の研究、中間言語方式による翻訳結果の評価を中心に研    究

 3. AAMTで の活動

   1) 市場動向調査委員会委員長(1998年 ～2006年)

   2) 機械翻訳白書 「一機械翻訳一21世 紀のビジョン」編集委員(1998～2000)

   3) 機械翻訳課題調査委員会委員(2006～)

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 1. 翻訳を特定の専門分野 と特定の文書に限定した実用システムの開発

 2. 各システムに適合した入力文の仕様書あるいはガイ ドライン

 3. 私用辞書(専 門辞書)の 共有化(AAMTで 始めているが)

会員名 ・所属

            田中 穂積(中 京大学 ・教授)/TANAKA Hozumi

自己紹介 ・機械翻訳および翻訳業界に期待すること

ルールベースとコーパスベース

 この十年間、言語処理学の全国大会における発表会ではコーパスベースの研究発表が席巻し規則ベースの研

究が肩身の狭い思いをしている、とい うより殆ど皆無であるといってよい状況にある。自然FJ語 処理の初期の

段階では言語学者 もこの分野に興味を持つ ものも多 く自然言語処理の研究者 と爵語学者との協調がそれな り

にうまくいっていたケースも多々見られたようである。コーパスベースの研究成果がルールベースのそれをL
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回り、文の精密な解析がルールベースだけでは無理であると思われた時期もあった。

 これには二つの理肉が考えられる。第…に、処理すべき文の量が大量になるにつれて、多種多様な文を規則

で処理する文法の開発が難 しくなってきたこと。どうしても規則に漏れが避けられず、言い換えると網羅1生の

問題がでてきたことが挙げられる。限 られた人手で大規模な文法を開発するには限界が見えてきたのである,,

第:に 、言語学者の興味は、文法によって一般性を失わずに言語現象を深く捉えることに在る。網羅性の問題

ではない。

 、}語の文法性、規則性が統計的なデータとして反映されることは確かであるが、しか しどの統計データがど

のC-1語現象を説明 しているかを特定することが困難である。言語学者の言語学的な分析はここで行き詰る。第

3に 文法作成にしても計算機 ヒで動く(動 作する)文 法でなければならないが、その意味を言語学者に理解さ

せるのが難 しい。文法が巨大になればなるほど解析結果に多数の曖昧性が含まれること、その数を減らすこと

が自然言語処理の高速化に直結することを理解 してもらうことが必要である。しか しこれらは言語学者には言

語学 とは直接関係ないこととして関心がない。これは自然言語処理の立場からは極めて重要であるにも関わら

ず,、要するに興味の対象が異なるのである。

 以Lの 理由から、言語学者が作った大規模な文法を開発されたとい う話は聞かない。文法を開発するどころ

か 文法学者が自然言語処理の分野から離れつつあると言 う話はよく聞く。自然言語処理の研究者が 日本語処理

のために白分で 日本語文法や英語文法などを作っているのが現状である。機械翻訳システムなどではそのよう

な文法が開発されているのだろうが、公開されていないのが殆 どなので比べて見ることができない。システム

ごとに個別の文法が作られているのだろうが、ずいぶん無駄なことをしているような気がする.

 ルールベースの研究がもたもたしている隙に、コーパスベースの研究では着々と成果を挙げている。ますま

す研究者の目がコーパスベースの研究に向けられてきているD筆 者はルールベースの研究の良さを皆に認めて

もらうためには、大規模なCFG規 則をまずはじめに作ってみたいと思っている。すでに中京大で研究をはじ

めているが、これは依存構造付きのコーパスか らCFG規 則を機械的に抽出するのである。依存構造付 きのコ

ーパスとして黒橋禎男らの開発 した京大コーパスを用いる
。その方法についてはまだ実験中であるが句構造付

きのコーパスではないのでそれか らどのようにしてCFGを(機 械的に)抽出したらよいかが問題である。そこ

にモンターギュ文法の考え方が使えるのでないかと考えている。いずれ機会を見て発表 したいと考えている。

コーパスベースの考え方を利用 したルールベースの自然言語処理を行お うとする試みである。

会 員名 ・所属

            長尾 真(国 立国会図書館 ・館 長)/NAGAO, Makoto

E-mail

自 己紹介

 機 械翻訳は研 究 として面 白く、人間頭脳 の働 きをモデル理論 的立場か ら解 明す ることがで きる し、実用 シス

テム と して ビジネスにつながって行 くだろ うといったこ とを越 えて、世界中の人達が 自由に コ ミュニケー シ ョ

ンする ことによって世界に'F和 を もた らす最強 の道 具である とい う使命感 を もって取 り組 んで来た。

 これか ら15～20年 もすれ ばかな り良いシステ ムが出来 るこ とは間違 いないので、 これ を世界中が使 うこと

に よって少 しでも平和 な出:界が 実現 され ることを望ん でい る。

 国 立国会図書館長 としては、世界中の知的財産 資源 の共有、各国、各地域 の固有の文化 の認 識 と尊重が機械
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翻 訳を通 じて実現 され るこ とを期待 している、

機械翻訳 および翻訳業界 に期待す ること

 か な漢字変換 の 日本 語人力方式 が今 日社 会に広 く受 け入れ られ る ようになるのに約20年 かかったこ とを 考

えれ ば、機械翻 訳システムが一一般 に使 われ るよ うになるためには50～60年 の 開発 ・改良が必要だろ う。 した

がって、2020年 ～2030年 に は十分に使 えるシステ ムが 出来 る もの と考 えてい る。息 の長 い努力が必 要であ る。

AAMTへ の 要望

AAMTは ア ジア ・オセ アニ ア圏 の機械翻 訳関係 者の情報交換の場 と して作 ったが、会費の問題 、情 報交換の

ための言語の闇題(日 本 語だけでは 日本だけにな って しま う。)な どで、 限定 され た活動になっている。 この

問題 を解 決す ることが これ か らの大 きな課題 であ る。

 ア ジア ・オセアニア各国で機 械翻訳への関心は高ま ってい るので、お ノ{いに知恵を出 し合ってAAMTの 活

動 を高めてゆ くことを期待 したい。

会員名 ・所属

           松 尾 昭(エ ム テ ィ ラボ株式会社)/MATSUO, Akira

E-mail

自 己紹介

(※'05年 にAAMTジ ャーナル に投稿 した記 事の中の一部 とほぼ同 じです)

日⇔ 英翻訳 ソフ ト 『訳せ!!ゴ マ』 の開発会社であ り、翻訳サー ビスを行 うエム テ ィラボ(株)代 表

 私 が機械翻 訳 ソフ ト(MT)の 開 発の世界に足 を踏み入れ てか ら20年 以 一ヒにな ります、,23年 前 の1984年 、'11

時L学 系の大学院生だった私は、優 秀な研究者た ちが、その 貴重な研 究時間の多 くを外国語論 文の翻訳に割 い

てい るとい う現実を何 とか したい と感 じてい ま した。ある朝、何気な く 手に取 った朝 日新聞の1面 トップ記'}1:

「ベ ンチ ャー会社が、世界で初めて 日英翻訳 ソフ トの製品化に成功」に 口が釘 づけにな りま した。これ か らは、

高 まる国際化の波 と言語の壁 を、コンピュー タ とい う道 具によ り乗 り越 える時代が来 ることを確信 し、その会

社 、ブ ラビスイ ンターナ シ ョナル(株)に 就職 しま した。

 数 年後 にブラ ビス社がバブル崩壊 と共 に倒産 した後 、その資産を数人の社員で出資 して買い取 り、MT}1':門

の 開発会社 、そ の名 もエ ム テ ィ ラボ(株)を 設 立したのが15年 前。その後、MT製 品 『訳せ!!ゴ マ』 シ リー ズ

を旧工一 ・アイ ・ソフ ト(現 在 はエプ ソン販売(株)に 合併)と 共同開発 ・販売 させ て頃き、現在 に至ってお り

ます。

 ブ ラビス もエム テ ィ ラボ も、ス タッフに英語や 言語のプ ロ(リ ンギス ト)をSE・ プ ログラマー より多 く雇 川

し、MTの 開発だ けでな く人手 による産 業翻訳(HT)の 業務 もや り、その ノウハ ウや スキル をMTに 活川 し、「教

科 書的な文ではな く、活 きた英語の言い回 しを扱 える」MTの 開発を 目標 に して来た とい う特 色があ ります。

エ ム テ ィ ラボは、現在、翻訳サー ビスを業務の 主体 と してい ます。

 AAMTは 、 前身であ るJAMTの 創 立以 来の個 人会員です。

機械翻訳 および翻訳業界 に期待す ること

 HTへ のMTの 活 用は 、時代の趨勢であ り、欧 米言語間な どで徐 々に進 んでい ます、,弊社 の現状で は、 ・部、

自社のMT用 専門辞 書デ ータを利用 して、社内 ツール による専門用語の 自動的 な辞,菩矧 きと、それ による川 語

の統一を行 ってい る程度ですが、MT・HT両 方の現場 に長年携わ って来た者 として、ぜ ひ行いたい と思 って
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います。

 MTと 既rf二TM製 品 との融合や 、ロー カライ ズの よ うな特定分野へのMTの カ スタマイズな どの ご提案 も し

てお ります、,

 弊 社のMT資 産 に関心のある方や 、 HTへ のMTの 活 用に必要な予算や時間にお付き合い頂ける翻訳会社様

など、 ビジネスパー トナー として関心がある方がい らっ しゃい ました ら、ぜ ひ御連絡 くだ さい。

AAMTへ の 要望

 MTサ ミッ トや その他の会議 を、観光地でのお祭 り的な もの ・研 究者の発表の場が主な会でな く、よ り実用

的な もの と し、安 価に利用 できるよ うに して頂けれ ば と思 います。 翻訳現場 の団体のJTF(日 本 翻訳連 盟)な

ど、他の、よ り実用的 な団体 と共同で、何か できない で しょうか?
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第17回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第17回 通常総会が2007年6月11日(月)13時30分 よ り東京 ・御茶ノ水の総評

会館で開催 されま した。総会後、各委員会 からの報告会、2名 の講師による講演会、そ して第

2回AAMT長 尾賞授 与式 と受賞者による記念講演 会が盛況の うちに行われま した。

第16回 通 常総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶 (独)情報通信研究機構 自然言語 グループ リーダー 井佐原 均

 3。来賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 事録署名人の選出

 6.議 案

    第1号 議案 2006年 度事業報告(案) 第2号 議案 2006年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2007年 度事業計画(案) 第4号 議案 2007年 度収支f算(案)

    第5号 議案 会則改定について その他

    ※すべての議案 は、

 7.閉 会の辞

報 告 会

  1.機 械翻訳課題調査委員会

  2.AAMTIJapio特 許翻訳研究会

  3.イ ンターネ ットWG

  4.編 集委員会

委員長 内元 清貴((独)情 報通信研究機構)

副委員長 中川 裕志(東 京大学)

リーダ 富 七 秀((株)富 士通研究所)

委員長 宇津呂 武仁(筑 波大学)

講演会

講演1:「JALの 安全 対策 とテ キ ス ト処 理」

     寺 田昭 氏(㈱ 日本航 空 イ ン ター ナ シ ョナル)

講演II:"KUI to assist online multilingual text development"

    (講演 予定者 の ソンラー トラム ワー ニ ッチ ・ウ ィラ ッ ト氏が 欠席 のため 、

     共同研 究者 で あ る佐 原AAMT会 長 が代理 で 講演)

           ※ 上記2講 演 の 関連 論 文が本 誌 に掲 載 され てお ります。
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第2回AAMT長 尾 賞 授 与 式 ・記 念 講 演 会

    受賞者:(株)国 際電気通信基礎技術研究所(ATR)

        音声言語コ ミュニケー ション研究所

    受賞理由:統 計 と用例 とに基づ くコーパスベース翻訳技術の研究 ・開発な らびに

         携帯電話を用いた多言語音声翻訳サー ビスの事業化

選 考委員長:飯 田仁(東 京 工科大学)

選 考委員 石崎 俊(慶 慮義塾 大学)

Kei-Sun Choi(KAIST)

中川 裕志(東 京 大学)

        再

        蚕

▲スピーチす る長尾真匡泣 国会図書館館 長

喝 霧
鞠  門

   ＼ 職 竃鴫

     犠∴ 麹獺. §
▲受賞記念講演を行 うATR隅 田英一郎氏

懇親 会

 本会後の懇親会は副会長の飯 田仁先生(東 京工科大学)に よる乾杯 の音頭で開会 し、多数の

参加者が楽 しいひ とときを過 ご しました。会の最後では、AAMT前 会長であ り現理事の辻井

潤 ・先生(東 京大学)よ り今後 の機械翻訳分野にお ける展 望 とそれ に伴 って必要 とされ る

AAMTの ますますの活性化についてお言葉を頂戴 しま した。
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「英 日機械翻訳 に関す るア ンケー ト」結果報告

                      AAMT機 械翻訳課題調査委員会

1.は じめに

 AAMT機 械 翻訳 課題 調査 委員会WG2(調 査 ・広報 ・啓 蒙)で は、その前身 である11∫揚動 向調査委 員会の時代

から調査活動の一環 として、年 一同インター ネットLで 一般 の機械翻訳ユーザを対象 としたアンケートを行っている,,

AAMTのWebサ イトに特設ペ ージを設 け、機械 翻訳に関するいくつかの設問に回答 してもらうという形式である。

回答者の中から抽選 で25名 程度の方に商品(市 価1万 円程度の翻訳ソフトパッケージ)を進 呈している、

 毎 年の実施時期(1月 下旬から2月 上旬)や 実施期間(12日 間)は 一・定であり、告知 ・宣伝 の方法も毎年ほぼ同じ、

設問内容も毎年少しずつ改 良してはいるが、大きく変えることはしていないので 、市場 の経年変化を定点観測的に

知ることができると考えている1。

 以 下では2007年 の 調査結果について報告し、2003年 か らのデータも適宜使って分析を試 みる。なお、各1".の

アンケート同答総数は、2003年1,413、2004年1,720、2005年1,018、2006年1,061、2007年835で ある、,

2.設 問 項 目

 以Fに 示す項 目について質問を行った。

・回答者 の基本 属性 について(メールアドレス、年齢層 、性 別、職 業、英語 力、アンケートに回答するのは何度 目

 か)

・Web上 の機械 翻訳サービスについて(利 用したことがあるか 、利用の頻度 ・目的 ・用途、使う(使わない)理 由)

・MTソ フトに関して(利 用 したことがあるか、利 用の頻度 ・目的 ・用途 、使う(使わない)理 由)

・機械翻訳 全般 に関して(品 質や使 い勝 手が良くなっているか、今後に期待するか、メー カに依存 しない共通辞

 書 を利用 したいか

3.全 体に関する調査結果

 年 齢(図1)に 関しては、2006年 に較 べて2007年 に 目立った傾 向は見られないが、全体を通しては20代 、30

代 が 減少 し、50代 が増加するという高年齢層ヘシフトする傾 向が見て取れる。性 別(図2)に 関 しては、調 査開始以

来一貫 して女性 の比率 が増加 している。これ らの結果 は、インター ネットユーザー般 に対して我 々が持つ常識的な

推測と一致しており、特 に機械翻訳に特 徴的なことではないと考えられる。

 1こ のことは毎年 の回答 者数に大きな変動のないこと、年 による極 端なばらつ きが 見られず、 ・定の

傾 向を示す ケースが多いことによっても裏づけられる。
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図1:年 齢(%)
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図2:性 別(%)
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 職 業(図3)に つ いて見る と、「翻訳 業」が年 々増加 しているのが 目を引 く。次の質問は 、回筈者の英語能力

の水準を、英検!TOEICス コアに換 算す る形 で 自己評価 して もらった ものだが(図4) 、 スコアの高い人が増加

傾 向である。前項と併せて、英語力の高い人の機械 翻訳への関心が増えつつある、と見ることができる。
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図3:職 業(%)
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図4:英 語力(%)
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4.Web翻 訳 に関する調査結果

 Web翻 訳 の使用経験として、「知らない」、「使ったことがない」は減少傾 向にある(図5)。 「Web翻 訳 を禾川1し ない
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理 由」を問う設問(図7)で 、「翻 訳サービスのサイトを知 らない」や 「サービスの使 い方が分からない」が減少している

ことと併せ 、Web翻 訳サービスの認 知度 が増していることがわかる。ただし、表1に 示す通り、利用 頻度 を問う設問

で 「試しに数回」(この選択肢 は2006年 より追加した)が 多く、 日常的 に使っている人 は少ない。利 用しない理 由と

して増加しているのは、「翻 訳精度 が低い」である。前項の結果 に見られるように、翻訳者等の英 語力の高い回答者

が増 えたことが要因の一つと考えられる。

 どういう分野の文書を翻訳対象としているかを問う設問では、昨年 の調査から「特許 」「契約書」という選択肢 を増

やしたが、これ らは1%前 後といったところで、あまり多くなかった。今年の調査では 「医療」を追加したが、これ は

5.15%あ った。多数を占めたのは、「産 業」(18.08%)、 「文化 ・芸 術」(8.62%)、 「自然科学 」(8.38%)、 「生活情 報」

(7.90%)と いったところであった2。

 Web翻 訳 を利 用する理由(図6)に 関 しては、「概 要が知りたい」や 「F書 き作成」といった回答も一一定 数見られる

が、やはり「無料」という要因が大きいようである。

図5:Web翻 訳の利用有無(%)
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表1:Web翻 訳の利用頻度(%)

2006年

2007年

ほぼ毎日

3.20

5.15

週1-3回

13.20

16.41

月1-3回

19.98

22.28

年1-3回

8.48

..,

試しに数回

22.71

22.75

無回答

32.42

23.47

2こ の設問は、年に よって分野の分け方を若 干変えてい るため、経 年変化を見 るのが難 しい。
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図6:Web翻 訳 を使 う理 由(%)
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図7:Web翻 訳を使わない理由(%)
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5.MTソ フトに関する調査結果

MTソ フト(バンドルとパッケージソフト)に関する調査を始めたのは2005年 か らなので、デー タは3年 間のものであ

る、

 利 川頻度や翻訳対象分野については、Web翻 訳 と比べて 目立った傾向の違 いは出て来なかった。利 用 目的と

しては仕`拝で使うという人の割合がWeb翻 訳より若F多 いとか、翻 訳対象としてWeb(URL指 定)が 少なく一一般のド

キュメントが多いといった違いが見られた。いずれもWebと パ ッケージの特性 の違いを考慮すれ ば、うなずける結果

である.

 バ ンドルソフトを使う理 由(図8)はWeb翻 訳 と比 べて特に 目立った特徴は見られない。(Webに 頼 らず 、敢 えて)パ

ッケージ製品を購 人した理 由(図9)と して、「ドキュメントの機 密保持 」などもあり得るかと考えたが、あまり多くはなか

った、,ただし、それなりの機能 ・品質であれば、たとえ高価であってもパッケージを購入するという層は少数ながら確

実に存在するようである、,

 MTソ フトを利川しない理 由(図10)で 「Web翻 訳 ソフトで 十分」が増加 に転じ、トップになったのは注 目される。翻

訳 ソフトパッケージの店頭販 売の不振が伝 えられ 、Web上 の 翻訳サービスに食われているのではないかとする向き

があるが、それが裏づけられた格好である。

図8:バ ン ドル ソフ トを使 う理 由(%)

バンドルソフトを使う理由
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図9:パ ッケー ジソフ トを購入 した理 由(%)

バ ンケージソフトを購 尺した理由
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図10:MTソ フ トを使わない理由(%)

MTソフトを使わない理由
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6.機 械 翻訳全般 に関す る調査結果

本項は今年から新たに追加された項 目である。まず、最近の機械翻 訳について、品質と使 い勝 手がよくなってい

るかどうかについて、それぞれ 「全くその通り」から「全くそう思わない」まで5段 階で評価してもらった。結果 はどちら

の項 目もri定 的な評価が過'卜数を越え、今後の機械翻訳について「期待する」と答えた人も70%弱 に 達した。

 また、「期待する」と回答した人には何に期待するか、「期待 しない」と回答した人 にはその理 由は何かを、自由記

述形式(これも今回 初めて導人した)で 書いてもらった。回答結果を適 当なキーワー ドで大 まか に分類したのが図

11、図12で あるが、期待するにしろしないにしろ、ユーザの最大関心事は翻訳の精度であるということが改めて示さ

れた格好になった。それ以外では巨尊:門川 語辞 書の充実を望むユーザが多かったのが注 目される。

 最 後の設問として、 現在AAMTで 規 格の策定を進めている「メーカに依 存しない共通辞書」へのニーズを調べ

る質 問を行った。結 果は70%を 越 えるユーザが「利用 したい」と答え、期待の大きさを窺わせた。

                  図11:期 待 す る理 由(%)
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「AAMT Journalに 関 す る ア ン ケ ー ト」 集 計 結 果

AAMT編 集委員会

 AAMT Journalを 皆 さまに とっ て よ り有益 な情報 提 供媒 体 とす るべ く、2007年6月 の通 常総

会 時に 「AAMT Journalに 関す るア ン ケー ト」を実施 い た しま した。 その結 果 、13名 の皆 さま よ

り貴重 な ご意 見 を頂 戴 いた しま した の で以下 に ご紹介 させ て いた だ きます 。 ご回答 い ただ き ま し

た皆 さま に感 謝 申 し上 げ ます 。 頂戴 い た しま した ご意 見 に関 しま しては 、今 後の編 集 方針 を決 め

る際の重 要 な項 目と して 、委 員会 にて検討 を重ね てお ります 。

 AAMT編 集 委 員 会 では 、今 後 も皆 さま か らの ご意 見 をお待 ち してお ります(連 絡 先:AAMT

事務 局aamt-info@aamt.info)。

Q1 あなたご自身について

Q1-1 あなたはAAMT会 員ですか?

法人会員のメンバー

個人会員

会員ではない

4

8

1

Q1-2 あなたは、機械翻訳 についてどういう立場で しょうか?(複 数回答可)

大学な ど、非営利で研究す る立場

メーカなど営利 団体で研究 ・開発す る立場

企画 ・営業販売

利用する立場

雑誌社な ど広める立場

その他

4

4

2

6

0

1

Q2 AAMT Journalに つ い て

Q2-1 AAMT Journalを 読 ま れ て い ま す か?

毎号必ず読んでいる

興味がある記事だけ読んでいる

届いているが読んでいない

届いていない

6

6

0

1
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Q2-2 AAMT Journalの 企 画の 中で、良か った と思 う企 画は どれ です か?そ の理 由 もお書 き くだ

   さい。(複 数 回答 可)

a

b

C

d

e

f

g

h

.
 

巻頭n

海外報告

シンポ ジ ウム ・学 会等 イベ ン ト報 告

新製品紹介

MTサ ー ビス ー覧

研 究 ・プ ロジェ ク ト・そ の他 調査 報 告

MTの 歴 史

事務局活動報告

特に良い と思 う企画はない

2

6

6

5

6

8

2

3

0

理 由:

・MT技 術現 状の 理解 に役 立ってい ます。(選 択 項 目:b,c,d,e)

・ 他 誌 にはな い情 報 で あ るた め。(選 択項 目:b,c)

Q2-3 AAMT Journalの 企画 の 中で 、良 くなか った と思 う企 画は どれ です か?そ の 理 由も お書 き

   くだ さい。(複 数回 答可)

a

b

C

d

e

f

g

h

.
 

巻頭言

海外報告

シンポ ジ ウム ・学 会等 イベ ン ト報 告

新製品紹介

MTサ ー ビ ス ・覧

研 究 ・プ ロジェ ク ト・その他 調査 報 告

MTの 歴 史

事務局活動報告

特に良 くないと思 う企画はない

0

0

0

1

0

0

0

0

12

理由:

・ 情報 自体は有益ですが、広告的にな りがち。評価(課 題や 問題点 も)を 付けて(ま たは後追

 いでも可)掲 載 していただければ価値があると思います。(選 択項 目:d)

Q2-4 現在(2007年6月)の 一年あた りの発行号数(年2号 程度)に ついて、どのように思わ

   れ ますか?

ち ょ うどよい

少ない

多い

無回答

5

6

0

2
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◆ 「少ない」 と答え られた方は、一年につき何号程度が適当と思われますか?

3号

4号

5号

6号

2

3

0

1

Q2-5 現在(2007年6月)「 会員特集号」 を企画中です。会員の皆 さまか ら自己紹介、機械翻訳

   業界への期待、AAMTへ の要望などをご寄稿 いただき、会員間での交流を促進 しようとい

   う趣 旨です。このような企画にご関心がありますか?(注:こ れはアンケー トを実施 した

   2007年6月 時点での状況です。その後、企画の形式を変更 し、通常号に会員紹介企画を

   含めることにな りま した。)

大変関心があ り、寄稿 したい(も しくはすでに寄稿 した)

まあまあ関心があ り、も う少 し具体的な趣 旨や細かい形式が決 まれ ば寄稿 したい

(もしくはすでに寄稿 した)

あま り関心がない

無回答

5

2

3

3

◆ 「大変関心がある」 もしくは 「まあまあ関心がある」 を選択 された方の中で、会員特集号 に向

 けた提案が あれば、ぜひお書 きください。

  ・MT研 究者 と開発者の第一一一人者 とされ る方々の座談会。

  ・ 顔写真も入れた らよい と思います。

  ・ 翻訳業の人々のMTに 対す る声を聞 きたい。会員だけでなく、広 く翻訳業の人々の考えに

   興味がある。

◆ 「あま り関心がない」を選択 された方は、その理由をお書 きくだ さい。

・ ジャーナ ル に合 って いな い?

・ 「会員特 集 号」には 大変 関心 が あ りますが

 にな った時 点でお 返 事 を した い。

、寄稿 云 々 とは 異な る よ うに思 い ます。 具体的

Q2-6 今 後、新 た にAAMT Journalに 含 め て ほ しい企 画 はあ ります か?あ る場 合は その 内容 もお

   書 き くだ さい。

ある

ない

無回答

8

1

4
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◆ 今後 含 めて ほ しい内容:

  ・ 翻 訳者 か らの意 見。

  ・MTの 訓練 コー ス につ いて。

  ・MT向 け文章 のガ イ ドライ ンにつ いて。

  ・MTシ ステム のユー ザ コ メン ト(固 有名 詞 は伏せ て)。

  ・ 翻 訳製 品の評 価(質 的 に)。

  ・ 新 しい 翻訳評 価 法の紹 介。

  ・ ユ ーザ の利用 経験 談。

  ・ い ろいろ な解 説 記事 を載せ て いた だけ る とあ りが たい。

  ・ 逆 翻訳 での チ ェ ックにつ いて(知 らない外 国語が絡む翻訳 が正 しく行われたかの チェ ック)。

  ・ 原 文例 か ら機械 翻 訳 を行 い、最 終訳 文 に仕 上 げ るプ ロセ スを載せ て ほ しい。

  ・ 中国、 韓国 、そ の他 の国 の人 々の声。

Q2-7 そ の他 、 AAMT Journalに 対 して ご意見 が あれ ばお書 き くだ さい。

  ・ 毎回で な くて よいが 、英 語版 を作成 して ほ しい。

  ・AAMT会 員 専用 ホー ムペ ー ジでバ ックナ ンバー を閲覧 で き るよ うにな り、便 利 に な りま

   した。

  ・ 英文 ジャーナル 等 の英 文記 事 はMTを 利 用 して和 文紹 介 を して いた だ けれ ば と思 い ます。
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 協会活動報告

(2007年5月 ～2007年11月)

第17回 通 常 総 会

 2007年6月11日

  ①第1号 議案 2006年 度事業報告(案)   ②第2号 議案 2006年 度決算報告(案)

  ③第3号 議案 2007年 度事業計画(案)   ④第4号 議案 2007年 度収支予算(案)

  ⑤第5号 議案 会則改定について      ⑥その他

報 告 会

 2007年6月11日

  ①機械翻訳課題調査委員会      ②AAMT-Japio特 許翻訳研 究会

  ③編集委員会          ④インターネ ットWG

講 演 会

 2007年6月11日

  講演1:「JALの 安全対策 とテキス ト処理」

        寺田昭 氏(㈱ 日本航空イ ンターナ ショナル)

  講演II:"KUI to assist online multilingual text development"

        (講演予定者の ソンラー トラムワーニ ッチ ・ウィラッ ト氏が欠席のため、

         共同研究者である井佐原AAMT会 長が代理で講演)

第2回AAMT長 尾 賞 授 与 式 ・記 念 講 演 会

 2007年6月11日

  受賞者:㈱ 国際電気通信基礎技術研究所 音声言語コ ミュニケーシ ョン研究所

  受賞理由:統 計 と用例 とに基づ くコーパスベース翻訳技術の研 究 ・開発な らびに

       携帯電話を用いた多言語音声翻訳サー ビスの事業化

懇 親 会

 2007年6月11日 山の上ホテル レス トラン ・ラヴィ

決 算 理 事 会

 2007年6月11日

  ①第1号 議案 2006年 度事業報告(案)   ②第2号 議案 2006年 度決算報告(案)

  ③第3号 議案 2007年 度事業計画(案)   ④第4号 議案 2007年 度収支予算(案)

  ⑤第5号 議案 会則改定にっいて      ⑥その他

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員会

 2007年5月18日(WG② 「調査 ・広報 ・啓蒙」個別委員会) 総会での報告にっいて

 2007年6月1日(第2回)

  ①前回委員会の議事録 の確認     ②総会での報告について

  ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)
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  ④活動内容の報告(各WGか ら)  ⑤活動 内容についての議論

  ⑥ まとめ と次回委員会について

 2007年7,月9日 (第3回)

  ①前回委員会の議事録の確認    ②総会 での報告について

  ③各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

  ④活動内容の報告(各WGか ら)  ⑤活動内容についての議論

  ⑥ まとめ と次回委員会について

 2007年8月7日   無料翻訳サイ トへの ヒア リング

 2007年8月10日(WG③ 個別委員会)

  ①UPF3の 正式名称 について     ②UPF3パ ー トナー募集 について

  ③辞書作成 ・利用ツールについて  ④UPF3メ ー リングリス トについて

  ⑤Doc Fest M24に ついて      ⑥オープン ソース系への打診の担当について

  ⑦WG③ のメンバーについて

 2007年8月20日(第4回)

  ① 大阪大学 林良彦先生によるご講演 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

  ③活動内容の報告(各WGか ら)  ④活動内容についての議論

  ⑤まとめと次回委員会について

 2007年9月15日  WG③ がMozillaイ ベ ン トDoc Fest M24に 参加

 2007年10月2日(第5回)

  ①WGOMozilla Doc Fest M24参 加報告

  ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議 論) ③活動内容の報告(各WGか ら)

  ④活動内容についての議論     ⑤ まとめ と次回委員会について

 2007年11月5日(第6回)

  ①前回委員会の議事録の確認    ②総会での報告について

  ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議 論) ④活動内容の報告(各WGか ら)

  ⑤活動内容にっいての議論     ⑥ まとめ と次回委員会について

編 集 委 員 会

 2007年7月24日  AAMT Journa1 No.41企 画について

 2007年10月23日  AAMT Journal No.42企 画について

イ ン ター ネ ッ ト ・ワー キ ング グ ル ー プ

  ①AAMTホ ームページの更新(毎 月) ② AAMT Forumで の情報発信(月 数回)

  ③委員会活動におけるメー リングリス トの管理

  ⑤その他ネ ッ トワーク関連のイ ンフラ管理全般

その 他

 2007年8月9日   Translators Association of China代 表団がAAMT事 務局を訪問

 2007年10月19-200 飯田仁副会長がAAMT中 国支部(仮 称)設 立に向けた協議のため

            中国科学院(北 京)を 訪問
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報n学 研究不ll・

        知能機能システム【ll:攻

           宇津呂 武仁

AAMTジ ャ ー ナ ル41%'一 を お 送 り し ま す 。

今 号では、まず 、第 二i・1のAAMT長 尾 賞の選考結果を受け ま して、 これ まで長年に渡 り[t1'翻 訳研 究の第 ・線 で

活躍 してこ られ ま したNICTIATRの 隅 【11様に 、巻頭 言をご執筆 頂きま した,,

また、今 号の 大きな企画 と しま して、2007年9月 に コペ ンハーゲ ン(デ ンマー ク)・ シ ョー ヴデ(ス ウ'1.デ ン)に お

きま して 開催 され ま した第11回 機械翻訳サ ミッ トお よび機械翻訳 に関す る理論的 ・方法論的課題 に関・1噛る国際会

議TMIへ の参加 報告を掲 載 しま した。このサ ミッ トの併設 ワー クシ ョップでは 、 AAMTIJapio特 許 番11訳研 究 会の メ

ンバーが 中心 となって特 許翻訳 ワー クシ ョップを開催 しま したので 、この ワー クシ ョップの 報告も掲載 しま した、、

今号 に先 立ち まして、2007年6月 には定f列の通 常総 会が開催 され ましたが 、今号ではその報告を させ て頂 くととも

に、総会 にお きま して招待講演 を頂 きま したJALの 寺 田様 か らの ご寄稿 、お よび、総会にて行い ました、 AAMT

ジ ャーナル に関す るアンケー トの集 計結 果を掲載 しま した。 また、機械翻訳課題調査 委員会か らの記`拝と して、

英 日機械翻訳 に関す るアンケー トの結果 報告を掲載 してお ります。

本ジャーナル は、AAMTの 機 関紙 とい う位 置付けであ りますので、 AAMT会 員 に向けたやや個別的 な取 り組み と

して、今 号よ り、 「AAMT会 員 のひ ろば」 と銘打 ちま した、会員 自己紹 介のベー ジの企画 を始め ました、今 り・に

はその第 一弾 を掲 載 してお ります。本企 画に際 しましては、今年度 、会 員の皆様 に 自LL紹 介ペー ジ川の原稿 を依

頼 させ て頂きま した。原稿 の集 ま りのほ どは まだ ト分 ではあ りませんの で、今}ナの企 画を参考に して 頂いて、是

非 、更なる原稿 の ご寄稿 のほ どをお願 い致 します。
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